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「二週間後に遠くの街に引っ越す」と父さんに
告
 つ

 げられたのは、
俺
 おれ

 が小学校一年生のときのことだった。

　その後何度も引っ越しを繰り返すことになる俺の人生で、初めての引っ越し。

　考古学者である俺の父親は、もともと仕事で単身全国を駆け回り、家を空けることが多かった。

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 が生まれてから間もなくして母さんが亡くなり、父さんはフィールドワークをぴたりとやめ男手一つで幼い俺や小鳩を育ててきた。

　息子である俺が言うのもなんだが、家族思いの人だと思う。

　なにせ母さんが俺を身ごもったとき、自分が家を空けることが多いのを承知で『住み慣れた街で妻が落ち着いて子育てできるように』と無理して家を買ったくらいだ。

　見た目はだらしなくて性格も大雑把だけど、学者としては優秀で人望もあるらしく、たびたびいろんな人が父さんを尋ねて家にやってきた。

　ときには父さんよりはるかに年配の人や日本人じゃない人たちと、真剣な顔で難しい話をしている父さんの姿が、俺はわりと好きだった。

　そんな父さんがずっと家にいるなんて難しいし似合わないと、子供心にも思っていた。

　だから引っ越しを
告
 つ

 げられたときも、「ついにこの日が来たか」と妙に落ち着いた気持ちだった。

「学校も転校することになる。すまんな、
小
 こ
 鷹
 だか

 」と、父さんはちょっと申し訳なさそうに言った。

　その言葉を聞いて、
俺
 おれ

 はたしか「ふうん」とか「へえ」みたいな、そんな妙に気の抜けた反応をしたと思う。

　父さんのことを気遣ったわけではなく、単純に、転校して別の学校に行くことをなんとも思わなかったのだ。

　学校に友達いなかったし。

　……でも。

「転校＝学校が変わる」のはどうでもよかったけど──友達と離れるのは辛かった。

　その
頃
 ころ

 の俺には、ただ一人だけ仲のいい友達がいた。

　親友と言ってもいいと思う。

　クラスの連中にいじめられていた俺を助けようと飛び出してきて、その後なぜか俺と取っ組み合いのケンカになって、そして仲良くなった。

「なかなかやるな」「お前もな」というやつだ。

　授業が終わったらすぐに学校を出て、違う学校に通っているらしいその少年と過ごした。

　
喋
 しやべ

 ったり、ボールで遊んだり、ヒーローごっこをしたり、探検ごっこをしたり、お菓子を食べたり、絵を描いたり。

　仕返しにきたいじめっ子たちに二人で立ち向かったり。

　俺にとっては、学校で百人の友達を作ることよりも、あいつと過ごす時間の方がはるかに大切だった。

　きっと向こうも、そう思ってくれていたはずだ。

　だからこそ──言い出せなかった。

　この街を離れることを告げられて一日が経ち、三日が経ち、一週間が経っても。

　俺はあいつに、いつまでも引っ越しのことを告げられずにいた。

　しかし引っ越しの日まであと二日というところで。

　俺はあいつに、「明日、大事なことを話すから絶対に来てくれ」と頼んだ。

　あいつは
頷
 うなず

 き、そして
何
 な
 故
 ぜ

 か向こうも、とても真剣な様子で「だったらオレも、明日とても大事なことをタカに話す」と言った。

　お互い、明日『大事な話』をする約束をして、その日は家に帰った。

　そして翌日。

　俺はクラスで開かれた、カタチだけで
誰
 だれ

 も別れを惜しんでなどいない『はせがわくんおわかれかい』が終わるが早いか学校を飛び出し、待ち合わせ場所の公園に向かった。

　あいつの姿はなかった。

　一時間待っても、二時間待っても、あいつは来なかった。

　日が完全に沈んでも、あいつが来ることはなかった。





　……そして
俺
 おれ

 は、ついに唯一の親友に別れを
告
 つ

 げることなくこの街を去った。





　今からもう十年も前の、寂しい別れの記憶。

　俺がこれを思いだしたのは高校二年生の九月一日。

　夏休みが終わった翌日のことである──。





幼女の
餌
 え
 付
 づ

 け









　夏休みが始まって一日目。

　夏休み中にも部活はあるということだったが、よく考えると活動時間を聞いていなかったのでとりあえずいつもどおり、学校がある日なら授業が終わるくらいの時間に俺は部室に行くことにした。

　俺──
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 
小
 こ
 鷹
 だか

 の家から学校までは、電車とバスを乗り継いで約40
 分ほどかかる。

　これまでの学校で部活に入ったことがなかった俺にとって、休みの日に部活をするためだけに学校へ行くというのはなかなか新鮮な感覚ではあった。

　学校前のバス停でバスから降りる。

　むわっとした熱気を浴びて俺は顔をしかめた。

　今日は真夏日で、外はとても暑い。

　実は俺の妹の
小
 こ
 鳩
 ばと

 も家を出る直前まで一緒に部活に行くつもりだったようだが、家を出た瞬間に汗だくになり、「くっ……
忌
 い

 まわしき太陽の光め……ククク……いずれ我ら夜の血族が世界を
闇
 やみ

 に包み込む日を楽しみにしているがよい……」などと言いながら家の中に退散してしまった。

　暑苦しいフリフリした黒ずくめの服で外に出るのは無理があったらしい。そりゃそうだ。

　ちなみに
俺
 おれ

 の服装は一応制服。

　敷地内や礼拝堂は一般人の出入りも自由なので多分私服でも問題なかったけど、なんとなく着替えた。

　ともあれ俺は一人、早足で部室へと向かう。

　聖クロニカ学園構内にある礼拝堂の一室、談話室４。

　それが俺たち『
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 』の部室だった。

　隣人部──それは「友達作り」を目標とし日々活動する部。

　ゲームをしたり、演劇をしたり、ゲームをしたり、コーヒーや紅茶を飲みながら各自好き勝手にくつろいでいたり、ゲームをしたり、お笑いの練習をしたり。

　結果が出ているかというと、正直全然出ていない。

　むしろ部活を始めてからというもの、ますます同級生に
避
 さ

 けられるようになった。

　それでも毎日のように顔を出していたのは、まあ、なんだかんだ言って居心地がいいと感じているからだろうな、多分。

　そんなことを思いながら俺は部室の扉を
開
 あ

 けた。

　室内は冷房が効いていて、冷たい空気が心地よかった。

「あ。あにき」

　部室に入ってきた俺をいち早く発見したのは
幸
 ゆき
 村
 むら

 だった。

　
楠
 くすのき

 幸村、一年生。

　名前のとおり男子だが、その容姿は
可
 か
 憐
 れん

 な美少女そのもので、服装はメイド服。

　女装趣味があるというわけではない（と思う）のだが、「真の男とはたとえ女の格好をしていても男らしさが
滲
 にじ

 み
出
 で

 るものである」と
騙
 だま

 されて、メイド服を着用するようになってしまった。

「おう」

　
挨
 あい
 拶
 さつ

 を返し、扉を閉める。

　部屋の中には幸村を含めて四人いた。

　ソファに座り不機嫌そうな顔で本を読んでいるのは部長の
三
 み
 日
 か
 月
 づき
 夜
 よ
 空
 ぞら

 。

　長い黒髪の少女で、この部を作った張本人でもある。

　部屋の隅にあるテレビでギャルゲーをしているのは
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 
星
 せ
 奈
 な

 。

　金髪
碧
 へき
 眼
 がん

 、モデルのようなスタイルの美少女で、クラスでは一部の男子生徒から女神のように扱われているらしい。

　ソファで一枚一枚
嚙
 か

 み
締
 し

 めるようにポテチを食べているのは
高
 たか
 山
 やま

 マリア。

　シスター服を着た銀髪の幼女で、隣人部の顧問である。

　俺と
小
 こ
 鳩
 ばと

 、それからこの場にいないもう一人を合わせた計七人が、隣人部のメンバーだった。

　ちなみに夜空と星奈はいつもの制服姿で、夏休みだというのに代わり映えしない。

　夜空が本を読んでいるのも星奈がギャルゲーに熱中しているのも幸村がぼーっと突っ立っているのもいつもどおりだ。

「やっと来たか
小
 こ
 鷹
 だか

 」

　本を閉じ、
夜
 よ
 空
 ぞら

 がいつにもまして機嫌が悪そうな声で言った。

「やっとって……いつもどおりだろ」

　むしろいつもより少し早い。

　今は、普段なら六限目の授業が終わるか終わらないかというくらいの時間で、授業がある日の放課後は掃除当番やら日直の仕事があったり図書室に寄ったりしていたので、この時間に部室に来たことはない。

「ふん、夏休みなのにいつもと同じような時間に来てどうする」

　当然のように夜空。

「んなこと言ったって……お前らはいつ来たんだ？」

　
俺
 おれ

 が尋ねると、

「一時くらいだ。私が来たときには肉が既にゲームをやっていた」と夜空。

「
星
 せ
 奈
 な

 のあねごは夜空のあねごの少し前にこられました」

　
幸
 ゆき
 村
 むら

 がやわらかい口調で言った。

「みんな早いんだな……。幸村は？」

「わたくしは八時です」

「はあ!?
 」

　思わず変な声が出た。

「八時ってお前、いくらなんでも早すぎだろ！」

　授業がある日の始業時刻よりも前だ。

　すると幸村は淡々と、

「万一あにきに遅れるようなことあらば、せっぷくものですゆえ」

「そんな覚悟を持って部活に来られても困る！」

　全力でツッコむも、幸村はきょとんと少し首を
傾
 かし

 げただけだった。

　それから
微
 かす

 かにはにかみながら、いそいそと
鞄
 かばん

 の中からコンビニの袋を取り出した。

　……え、まさか……。

　幸村は袋の中から総菜パンとヤンキー漫画を取り出した。

「あにき、ほんじつのお食事です」

「え……いや、家で昼飯食ってきたから……」

　俺が言うと幸村は目を丸くした。

「なんということでしょう……」

「つーか、夏休みまで食事用意しなくていいって」

　すると幸村はまるでこの世の終わりのような顔をした。

「つまり……わたくしは、おやくごめんということですか？」

「なんでそうなる!?
 　……いやまあ、ぶっちゃけこれまでも昼飯を用意してもらう必要なんてなかったけど……」

「なんと……わたくしはあにきにとって不要なそんざい……」

　
幸
 ゆき
 村
 むら

 は今にも泣き出しそうな切なげな顔をした。

　うわ、なんかよくわかんないけどすごい罪悪感！

「あ、いや、必要！　必要だから！　お前超必要！」

　幸村は消え入りそうな
儚
 はかな

 い笑みを浮かべる。

「なさけは無用です……かくなるうえはせっぷくして果てるしょぞん……」

「ああもうこいつめんどくせえ！」

　うっかり本音を漏らしてしまう
俺
 おれ

 だった。

　と、

「なーなー、お兄ちゃんそれいらないのか!?
 」

　ポテチを食っていたマリアが、空気を読まず
喜
 き
 色
 しよく
 満
 まん
 面
 めん

 で声を上げた。

　目をキラキラさせよだれを垂らしながら幸村の持つ総菜パンを見つめている。

「え、ああ……。……マリアもしかして昼飯食ってないのか？」

　俺が尋ねると、

「だって今日はお兄ちゃんお弁当持ってきてくれなかった……」

　これまた罪悪感を覚える寂しそうな顔でマリアは言った。

　俺は夏休み前、礼拝堂の食事が
不
 ま
 味
 ず

 いからとお菓子ばかり食べているマリアに弁当を作っていた。

　しかし学校がない日まで弁当を用意することには思い当たらなかった。

　ふと思いつく。

「なあ幸村。そのパン、マリアにやってくれないか？　ていうかできれば夏休みの間、マリアの昼飯を用意してくれるとありがたいんだが」

　しかし幸村は表情を曇らせた。

「二君に
仕
 つか

 えるなど、もののふにあるまじきこと……。わたくしのあるじはあにきただ一人ですゆえ」

　め、めんどくさいやつだなあ……。

「幸村。マリアはええと……俺の妹みたいなものだ。主君の妹の面倒を見るのは、べつにもののふにあるまじくないだろう？」

「たしかに。いえ、それどころかたいへんにめいよなことっ」

　幸村は目を見開いた。

　その横ではマリアがなぜか顔を赤らめて口元をむにゃむにゃさせている。

「妹……お兄ちゃんの妹……うぇへへ
 」

　……？

　まあいいや。

「まりあ殿。あにきの
命
 めい

 により、本日よりわたくしがまりあ殿のお食事がかりをつとめさせていただきます」

　そう言って
幸
 ゆき
 村
 むら

 はマリアに総菜パンを手渡した。

「うむっ！　よきにはからえっ！」

　元気よくパンを受け取り、まるで宝石を見るように眺め回すマリア。

「おおお
 
 
 
 
 

 ！　これがコンビニのパンかあ
 
 
 ！　すげー、パンが袋に入っとるげー！　おおっ!?
 　ほらほらお兄ちゃん！　てんかぶつっ！　これ
添
 てん
 加
 か
 物
 ぶつ

 こんなにいっぱい入っとるあはははっ！」

　マリアはめちゃくちゃ
嬉
 うれ

 しそうな顔で
俺
 おれ

 にパンを見せてきた。

「添加物？　えーと……うわ……」

　思わず絶句。

　その『大ボリューム特製唐揚げ焼きそばホットドッグ』の包装には、まるで昨今の健康志向に対し正面から戦いを
挑
 いど

 むかのように、ビッシリと着色料、保存料、香料などの名前が記載されていた。

「めちゃくちゃ健康に悪そうだなこれ……」

　俺が顔をしかめると、幸村はなぜか少し誇らしげな顔で、

「あにきのためにえらびぬきました。真のおとこたるもの、てんかぶつなど気にしてはならないのです」

「だからってわざわざ健康に悪そうなものを厳選することねえだろ……」











　今まで気にしてなかったけど、もしかして昼休みに
俺
 おれ

 が
幸
 ゆき
 村
 むら

 にもらってたパンもこんなのばっかりだったのだろうか。

　こんなもん子供に食べさせていいのかなあと心配になったが、はしゃいでいるマリアの顔を見ると取り上げるのも気が引ける。

　……まあ、べつに毒が入ってるわけじゃないし一個くらいならいいか。

「幸村。明日からマリアには健康によさそうなものをやるようにしてくれ」

「わかりました、あにき」

　神妙な顔でこくんと
頷
 うなず

 く幸村。

　本当にわかってるのかどうか少し不安だった。

「……ふん、あまり飼い犬に
贅
 ぜい
 沢
 たく

 の味を覚えさせると
躾
 しつけ

 が面倒だぞ」

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 がボソリと言った。

　パンを大事そうに抱きしめて「わふーんわふーん♪」と転がったり飛び跳ねたりしているマリアは、たしかにとても犬っぽかった。





歴史









　夏休み二日目。

　昨日いつもどおりの時間に行ったら夜空に遅いと言われたので、昼飯を食べたあとすぐに俺は家を出た。

　昨日に引き続き真夏日のため、
小
 こ
 鳩
 ばと

 は今日も家に引きこもっている。

　午後一時ちょっと過ぎくらいに部室に到着。

　部屋にいたのは幸村だけだった。

「おつとめごくろうさまです、あにき」

「おう。……べつにお
勤
 つと

 めしてたわけじゃないけどな」

　刑務所から出所してきたヤクザを出迎えるかのように深々と頭を下げる幸村にとりあえずツッコみ、

「他のやつらは？」

「あねごたちはまだ来ておられません。まりあ殿は本日はしすたーとしてのお役目があるそうです」

「そっか。……マリアにご飯はあげてくれたか？」

「はい。お
指
 さし
 図
 ず

 のとおり、けんこうにも気をつかいました」

「へえ。なにを食べさせたんだ？」

「ぷろていん
 、というものです。とても栄養があるそうです」

　テーブルの上に、プロテイン錠剤の
瓶
 びん

 が転がっていた。

　そりゃたしかに栄養はあるだろうが、

「なんでお前はいつもそう極端なところへ突っ走る!?
 」

　叫び、瓶を手に取る。

　瓶の中身はからっぽだった。

「……マリアこれ全部食ったのか？」

「はい。あまりお気に召さなかったようですが、あにきのご命令でしたので心を鬼にして力ずくで食べていただきました」

「マジでか……」

　
幸
 ゆき
 村
 むら

 がマリアに力ずくでプロテインの錠剤を食わせる光景は、上手くイメージできなかった。

　幸村は神妙な顔で言う。

「……わたくし、
万
 まん
 福
 ぷく
 丸
 まる

 を処刑した
羽
 は
 柴
 しば

 
秀
 ひで
 吉
 よし

 の気持ちがわかりました」

「万福丸？」

「万福丸は
織
 お
 田
 だ

 
信
 のぶ
 長
 なが

 に滅ぼされた
浅
 あざ
 井
 い

 
長
 なが
 政
 まさ

 の嫡男で、信長の
命
 めい

 を受けた秀吉により
磔
 はりつけ

 に処されたのです。わずか十歳でした」

「……十歳の子供が……
可哀
 かわい

 
想
 そう

 だな」

　ちなみにマリアも十歳だ。

「はい。きっと万福丸もあのように泣き叫んだことでしょう」


「あのように!?
 」


　
頰
 ほお

 を冷や汗が伝う。

「……明日からは、特に健康とかに気を遣わなくてもいいから、普通の味……マリアが
美
 お
 味
 い

 しく食べられて、なるべく
添
 てん
 加
 か
 物
 ぶつ

 の少ないものをあげてくれ頼むから。今は戦国時代じゃない。万福丸の悲劇を繰り返してはならない」

「はい、おまかせくださいっ」

　返事だけはいい幸村だった。

「……ほんとにわかってるんだろうな」

　歴史の悲劇に
想
 おも

 いを
馳
 は

 せつつ、
俺
 おれ

 はソファに座る。

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 たちが来るまで時間を
潰
 つぶ

 そうと、
鞄
 かばん

 に入れてきた本を取り出して読み始める。

　……が、妙に落ち着かない。

　うしろを振り向くと、幸村が俺の方をぽーっとした顔で見つめていた。

「……幸村」

「はい、なにかごようでしょうか」

　
幸
 ゆき
 村
 むら

 が
何
 な
 故
 ぜ

 か
嬉
 うれ

 しそうに聞いてくる。

「いや、落ち着かないからあんまりじっと見ないでくれ」

　すると幸村は目に見えてしゅんとした。

　表情はあまり変わらないのに雰囲気がガラリと変わるのがすごい。

「ごめいわく、でしょうか」

「いや迷惑ってわけじゃ……」

「いたらぬところがあれば直しますゆえ、どうかあにきのおそばにおいてください」

「う……」

　くっ、トンチンカンなことを言ってるのにそんな
潤
 うる

 んだ
瞳
 ひとみ

 で見つめられると自分がめちゃくちゃ悪いことをしている気になる！

「……もう好きにしてくれ」

　脱力して
俺
 おれ

 が言うと、幸村はぱあっと表情を輝かせた。

　そして俺は幸村の熱い視線を背に受けながら読書を再開するのだった。

　やっぱり落ち着かないなあ……。

　……俺、こいつのこと実はちょっと苦手かもしれない。

　あまり集中できないままどうにか小説を読み終わると、時刻は既に午後六時をまわっていた。

「結局
誰
 だれ

 もこねえし……。帰るか」

　ソファから立ち上がる。

「あにき、またあした」

「ん」

　少し残念そうな幸村と別れ、俺は家路についた。





鳴らない電話









　夏休み三日目。

「お前らなー。昨日なんで
誰
 だれ

 も来なかったんだよ」

　午後三時くらいに部室に入った
俺
 おれ

 は、部員たちに向けて言った。

　ちなみに今日は
夜
 よ
 空
 ぞら

 と
星
 せ
 奈
 な

 の二人とも俺より先に来ていた。

「
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩、
理
 り
 科
 か

 に会えなくて寂しかったんですか？」

　
何
 な
 故
 ぜ

 か
嬉
 うれ

 しそうに言ったのは制服の上から白衣を着た少女だった。

　
志
 し
 熊
 ぐま

 理科、一年生。

　知る人ぞ知る天才発明家らしいのだが、エロ同人誌……特にメカ×メカというマニアックすぎるジャンルをこよなく愛する変わり者。

　彼女も
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 の部員だ。

　部室には他に
幸
 ゆき
 村
 むら

 がいる。

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 は例によって引きこもりで、マリアもいない。

「べつに寂しかったわけじゃないけど……」

「ふん、昨日は用事があったのだ」

　淡々と夜空が言った。

「用事……まあそれならしょうがないか……」

　続いて星奈（何故か目が充血している気がする）が口を開く。

「あたしも昨日は大変だったのよ」

「大変？」

「もうすぐ終わりだしエンディング見てから部活行こうと思ったんだけど、なんかそこからまだ四時間くらいあったのよね。ちょっと予想外だったわ。まあすごく感動したからいいけど。もうね、
美
 み
 鐘
 かね

 がゴールするときなんてホントに……っ」

　突然じわりと目に涙を浮かべ、「ぐすっ」と
洟
 はな

 をすする星奈。

　よくわからないが、つまりゲームに夢中で部活に来なかったらしい。

「今度貸したげるから小鷹も絶対やりなさいよ『ＲＩＡ』。あれをやらないのは人生を損してるわ」

「……気が向いたらな」

　そういえば前に星奈に借りた（借りさせられた）『ときメモ』、マサル（主人公の男友達）エンドを見たあと一度もやってないな。

「あとね、主題歌が超いいのよ。もうあれを国歌にしちゃってもいいと思うわ！　エンディングを見たあとにもう一回最初から始めるとラストシーンとの
繫
 つな

 がりが、」

「と、ところで！」

　放っておくと知らないギャルゲーのネタバレトークを延々とされそうだったので、強引に
星
 せ
 奈
 な

 の話を断ち切る。

「なによ」

　不機嫌そうな顔をする星奈。

「ん」

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 もこちらを見る（星奈の話が心底ウザかったらしく、無言でハエ
叩
 たた

 きに手を伸ばそうとしていた）。

　
理
 り
 科
 か

 と
幸
 ゆき
 村
 むら

 も
俺
 おれ

 に注目した。

「昨日みたいに
誰
 だれ

 も来ないのに夕方まで時間
潰
 つぶ

 すような羽目にならないように、やっぱり部室に集まる時間とかみんなの出欠がわかるようにしておいた方がいいと思うんだ」

「……ふむ。それはそうかもしれないな」

　俺が言うと夜空が賛成した。

「
小
 こ
 鷹
 だか

 にしてはいい考えじゃない」と星奈。

「んで、具体的にはどうするの？」

「え、どうしようかな……」

　特にアイデアがあるわけではなかった。

「ネットの掲示板使うのは？　無料で作れるサービスもあるんだろ？」

　なんとなく思いついたことを言ってみる。

「却下だ」「やだ」

　夜空と星奈が同時に言った。

「即答!?
 　なんで!?
 」

　夜空と星奈はともに心底不機嫌そうな顔になった。

「……私は通販と調べ物以外ではなるべくネットを使わない主義なのだ」と夜空。

「そうなのか？」

　意外なような、そうでもないような。

「最近はそうなのだ。…………
 以前、やらかした」

　ボソリと苦々しい顔で言う夜空。

「……なにをやらかしたのかは聞かないでおこう」

「……ありがとう」

　夜空が素直にお礼を言った。

　よっぽど後悔するようなことをやらかしたらしい。

「あたしもネット掲示板には嫌な思い出があるから使いたくないのよね」

　星奈が言う。

「……あー……思い出したらムカついてきた！　あいつら……ハンドルネーム【やすお】と【ぱーこ】と【rikiya】と【マイたん
 】……！　あとあたしを荒らし扱いしてブロックしたファンサイトの管理人も！　あいつらみんな死ねばいいのに！」

「……掲示板で口論でもしたのか？」

「だってあのバカどもあたしの
夏
 なつ
 美
 み

 を脳筋の体力バカ呼ばわりしてたのよ！　許せるわけないじゃない！　夏美はね、ああ見えてけっこう
繊
 せん
 細
 さい

 なところもあるのよ！」

　語気を荒げる
星
 せ
 奈
 な

 。

「ああ見えて」とか言われてもわかんねえよ。

　とにかくギャルゲーのキャラであることはたしかだろう。

「まあ、キャラの好みなんて人それぞれだから仕方ないだろ……」

「ハァ？　そりゃ心の中で思ってるだけなら勝手だけど、夏美のことが好きなあたしの前で夏美の悪口を言ったらそれはもうあたしへの宣戦布告でしょうが！　あいつらが夏美の素晴らしさが理解できない自分のバカさ加減を認めて謝るか、それか滅びるまで戦うしかないじゃないの！」

　気持ちはわからんでもないが、相変わらず血の気が多いやつだった。

「……まだ戦いは終わってなかったのにあの
卑
 ひ
 怯
 きよう
 者
 もの

 ……リアルで会ったらぜったい
蹴
 け

 り殺してやるのに！」

「と、とにかく掲示板はダメってことだな！」

　際限なくヒートアップしそうな星奈の話を遮る。

「じゃああれは？　ええと……
nixi
 ニクシイ

 。あれだったら身内だけに予定とかを気軽に伝えられるんじゃないか？」

　nixiというのは会員制の
ＳＮＳ
 ソーシヤル・ネツトワーキング・サービス

 で、ネット上で日記を書いたり他人の日記にコメントを書いたりしてコミュニケーションができるサービス……みたいな感じだったような気がする。

　日記の公開範囲を身内のみにすることもできるので、みんなで集まる相談をしたりするのにも適している……らしい。

「え、
小
 こ
 鷹
 だか

 nixiやってるの？　だったら招待してよ」

　星奈が言った。

　nixiは招待制で、会員から招待されなければ会員になることはできないのだ。

「いや、
俺
 おれ

 はやってないけど……」

「ふん、私が会員になれるわけがないだろう」

　目が合うなり
夜
 よ
 空
 ぞら

 が
何
 な
 故
 ぜ

 か胸を張って答えた。

「
理
 り
 科
 か

 も入ってないですねー」

「わたくしもです」

　理科と
幸
 ゆき
 村
 むら

 が言った。

　基本的にnixiって、nixiをやっているリアルの友達がいないと入れないからな……。

「俺たちはnixiに入会すらできないのか……」

　どんよりした重たい空気が流れる。

「いやでも、ＳＮＳはnixiだけじゃない！　招待制じゃないＳＮＳにすればいいじゃないか！」

　と、そこで
理
 り
 科
 か

 が口を挟む。

「先輩。理科の知り合いのゲーム会社の人に頼めば、nixiに招待してもらうことはできると思いますよ」

「そうなのか？　じゃあそれで……」

「はあ。いいですけど、でも」

　理科は、きょとんとした顔で首を
傾
 かし

 げて言った。





「でもべつに掲示板とかＳＮＳじゃなくても、ふつーにケータイで連絡を取り合うんじゃダメなんですか？」





　
俺
 おれ

 、
夜
 よ
 空
 ぞら

 、
星
 せ
 奈
 な

 の顔に同時に緊張が走った。

「ケータイ……それはもしかして、携帯電話のことか」

　
愕
 がく
 然
 ぜん

 として言う俺。

「へ？　そうですけど」

　家に連絡する以外の用途で携帯電話を使うという恐るべき発想は、俺の中に
微
 み
 塵
 じん

 も存在しなかった。

「……そうか携帯電話か……理科……お前天才だな……すごいアイデアだ」

「ああ……その発想はなかった……携帯電話はカラオケ屋を探すためだけの道具ではなかったのか……。
志
 し
 熊
 ぐま
 理
 り
 科
 か

 ……貴様を天才だと認めざるをえないようだな……」











「……先輩たちに
褒
 ほ

 めてもらえて
嬉
 うれ

 しいです」

　
俺
 おれ

 と
夜
 よ
 空
 ぞら

 は口々に理科の天才的アイデアを褒め
称
 たた

 えたが、
何
 な
 故
 ぜ

 か理科はちょっと引いている様子だった。

「じゃあとりあえずアドレスの交換しちゃいます？」

　理科は白衣のポケットから携帯電話を取り出した。

　俺も
鞄
 かばん

 を
開
 あ

 け、奥のほうに入っていた携帯電話を取り出す。

　高校進学時に買った、折りたたみ式であまり複雑な機能のない薄型のものだ。

　ちなみに俺と
小
 こ
 鳩
 ばと

 は小学校低学年の
頃
 ころ

 から携帯電話を持たされていて、俺は今ので三個目（二個目は中学進学のときに購入）。

　履歴を見てみると通話とメール、着信発信は全部「自宅」、受信送信は全部「妹」で埋まっていた。

「携帯電話を出したぞ」

　少し緊張した様子で夜空が俺にケータイを見せてきた。

　飾り気がまったくない、けっこうゴツい真っ黒な携帯電話だった。

　ちなみに夜空もケータイを鞄の奥底にしまっていたらしく、取り出すのに時間がかかっていた。

「じゃ赤外線お願いします」

　理科が言って自分の携帯電話を手慣れた様子で操作しはじめた。

「え、せ、せきがいせん？？？」

　夜空が慌てた様子で液晶画面を見る。

　俺も慌てる。

　なんだよ赤外線って。

　まさか携帯電話から赤外線が出るとでもいうのか。

「……たしかに最近の携帯電話は赤外線でデータのやりとりが可能だという伝説を聞いたことがあるような気もするが……実話だったのか……むむ……ど、どれだ？」

　夜空がしかめつらでボタンを押しながら言った。

「マジかよ……いつの間にそんな進化したんだ携帯電話……」

　
戦
 せん
 慄
 りつ

 する俺に、理科が原始人を見るような
眼
 まな
 差
 ざ

 しを向けていた。

「どうぞ」

　そう言って理科に携帯電話を向けたのは……
幸
 ゆき
 村
 むら

 だった。

「幸村……!?
 」

「あ、どーもです幸村くん」

　理科と幸村は二秒ほど自分のケータイを向けあってすぐに離した。

「はい、幸村くんのアドレスげっとー」

「こちらもかくにんできました」

　
理
 り
 科
 か

 と
幸
 ゆき
 村
 むら

 が口々に言った。

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 が
驚
 きよう
 愕
 がく

 の表情を浮かべる。

「ま、まさか今のでデータの交換が終わったのか……？　あんな短時間で……？」

「おいおい……さすが現代っ子は違うな……マジパネェよ……」

「ああ……これがデジタルな世界に生きるバーチャル世代……
奴
 やつ

 らにとっては全てがゲーム感覚だということか……」

「……痛みを知らない子供たちってやつだな……」

「理科たちと一コしか違わないのにめちゃくちゃ言ってますね……」

　恐れおののく
俺
 おれ

 たちに、理科が
呆
 あき

 れた顔をした。

「あにきのように己の力のみを頼みとして生きるおかたは、けーたいになど関心がないのですね」と幸村。

　……ていうかハイテク少女の理科はともかく、幸村まで普通に赤外線通信を使いこなしていたのが地味にショックだった。

　なんとなく幸村は機械とか苦手なイメージがあったんだけど。

　そういえばあいつ、前にみんなで『ロマンシング
佐
 さ
 賀
 が

 』をやったときも特に戸惑う様子もなく操作してたな……。

「むうう……やっぱりわからん！　こんな機能、友達いない人間が使える方がおかしいのだ！　
小
 こ
 鷹
 だか

 ！　普通に登録するからアドレスを教えろ」

　夜空がついに赤外線通信を
諦
 あきら

 めた。

「わかった。俺もそのほうが早いと思ってたところだ」

　ええと自分のアドレスは………………
 三十秒ほどかかって、俺は自分の電話番号やメールアドレスを画面に表示することに成功した。

「ほら」と夜空に見せる。

「ん。………………
 あ、行きすぎた。む……」

　夜空が不慣れな手つきでボタンを操作し、俺のアドレスを入力していく。

「……むう……しかしややこしいアドレスだなこれは……」

「あー、初めて買ったときから変更してないからな……」

「…………
 ん……点はどこだ点……」

　………………
 。

　…………
 。

　たっぷり二分ほどかかり、夜空はメールアドレスと電話番号の登録を終えた。

「ふう……」

　達成感に満ちた顔で深く息を吐き、額の汗を
拭
 ふ

 く夜空。

「よ、よし……では送るぞ小鷹。メールを。携帯電話でメールを」

「お、おう……！」

　緊張した様子で夜空がボタンを操作し、送信ボタンを押す。

　約一秒後、
俺
 おれ

 の画面に「メールを受信中です」の表示が出る。

　さらに二秒後、「ぴろりろりーん」とデフォルトのメール着信音が流れた。

「届いた！」

「届いたかっ！」

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 が
弾
 はず

 んだ声を上げた。

　メールには件名「メール」、本文にも「メール」と書いてあった。

　ええと、これが夜空のメールアドレスか。

　eternalfriendship2@codomo.ne.jp

　とりあえずアドレス帳に「
三
 み
 日
 か
 月
 づき

 夜空」を登録。

「おおおお
 ……初めての家族以外のアドレスだ……！」

　なんかこう、胸に込み上げてくるものがあるな！

　俺の発言に夜空が驚いた顔をした。

「そうだったのか？　前の学校でつるんでいた連中のアドレスとかは……」

「……入ってない。お別れ会のとき『メール入れるから』って言ってくれた
奴
 やつ

 がいたけど、よく考えたらあいつとアドレス交換したことなかった……」

「…………
 」

　夜空は哀れむような目をしたあと、

「うん、そうか……私のアドレスが家族以外で初めてか……」

　
呟
 つぶや

 き、一瞬だけ柔らかい
微笑
 ほほえ

 みを浮かべた。

　それから
何
 な
 故
 ぜ

 か得意げに、

「ちなみに私のなんて家族のアドレスすら入ってないぞ。
小
 こ
 鷹
 だか

 が正真正銘の一人目だ」

　……そんなことを言われてもどう反応すればいいのかわからないぜ。

「むー。赤外線通信のやり方くらい教えてあげてもよかったのですが、はしゃいでいる先輩たちを見ているとやり方を知っている
理
 り
 科
 か

 たちの方が負けた気になります……」

　理科が釈然としない顔で言った。

「ふん、たかが携帯電話くらいでばっかみたい」

　突然、何故かこれまでずっと黙っていた
星
 せ
 奈
 な

 が吐き捨てるように言った。

「……？　なに怒ってるんだ？」

「怒ってないわよ！」

　機嫌が悪そうに星奈。

「ならいいけど……ほら、お前もアドレス教えてくれよ」

　すると星奈はますます
憮
 ぶ
 然
 ぜん

 とした顔になった。

「……ってない」

　唇を
尖
 とが

 らせてなにごとか呟く。

「え？」

「持ってないわよ携帯電話なんて！」

　声を荒げた
星
 せ
 奈
 な

 に、
理
 り
 科
 か

 や
幸
 ゆき
 村
 むら

 がびくっとする。

「そ、そうだったのか……」

　星奈はキッと
俺
 おれ

 を
睨
 にら

 み、

「言っとくけどべつに
羨
 うらや

 ましくなんてないわよっ!?
 　ケータイなんてなくても困らないしむしろあってもいいことなんてなんにもないしっ！　ケータイなんてのはねえ、クラスでいっつもギャハハって笑ってるようなバカ女の持ち物なのよ！　あたしみたいな高貴な人間には必要ないの！」

「……え、うん……そ、そうか。まあケータイ必要ないって
奴
 やつ

 も世の中にはけっこういるんじゃないか？」

「そうよそのとおりよ！　ケータイどころか電話すら必要ないわ。どこにいてもなにをしていても愚民どもは神であるあたしの天の声をありがたく受け取るべきなのよ」

「いやそれは無茶だろう……」

　と、そのとき。

　プルルルル
 ……と突然俺の手の中でケータイが鳴り始めた。

「え!?
 」

　驚きつつ画面を見ると知らない番号だった。

　とりあえず通話ボタンを押す。

「……はい？」

「『私だ』」

　声は耳元と後ろから聞こえた。

　振り返る。

　電話をかけてきたのは
夜
 よ
 空
 ぞら

 だった。

「『私の番号、登録しておけ』」

「ん、わかった」

　目の前にいる奴と電話で話すのってなんか変な感じだな。

　夜空はなぜか通話を切らず、そのまま話し始めた。

「『せっかくだから電話で
喋
 しやべ

 ろう』」

「え……まあいいけど」

「『そうか。では昨日の夕飯の話でもするか。
小
 こ
 鷹
 だか

 は昨日なにを食べたのだ？』」

「ええと、なんだっけな……」

　と、ふと視線を感じて星奈の方に向き直ると、先ほどよりさらに不機嫌そうにぴくぴくと
頰
 ほお

 を引きつらせていた。

「あ、あんたらねえ！　昨日のご飯の話なんてどうでもいいでしょうが！　なんでわざわざ今電話でそんなこと話してるのよ！」

「『うるさいぞ肉。貴様は電話中に静かにしていることもできないのかまったく非常識な肉だな』」

　しっしっと追い払う動作をする
夜
 よ
 空
 ぞら

 。

「くうううう
 
 
 
 

 ！」

「『しかし便利だな携帯電話というものは。離れていても会話ができる』」

「だったら離れたところで会話しなさいよ！」

　夜空は
星
 せ
 奈
 な

 の言葉を完全にスルーし、

「『部活に出かけるときはケータイに連絡を入れる。あと、これからの活動予定をみんなでメールで相談したりしよう』」

「あ、ああ……」

「ぐぐぐぐぐぐ
 ……」

　ハブられた星奈が涙目になる。

　さらに夜空は星奈にギリギリ聞こえないくらいの声でケータイに向かって
囁
 ささや

 く。

「『ところで昨日の夕飯だが、私はお店で
 肉を食べたぞ。正確には鶏
 肉の入ったカレーなのだが
 肉がとても柔らかくて
美
 う
 味
 ま

 かった』
 」

　ご
丁
 てい
 寧
 ねい

 に「肉」と言うときだけ器用に声のボリュームを戻す。

「うう～……なにを話してるのよ……！」

「『肉には関係のないことだ。その店の
 肉は鶏
 肉だけでなく豚
 肉や牛
 肉もすべて国産にこだわっているのだが値段をギリギリまで安くしてくれているのが心
 憎い。
 にーくっぱであれだけ食べら──』
 」

「が──っ！　肉肉うるさ────
 いっ!!
 」

　星奈が
吼
 ほ

 えていきなり
俺
 おれ

 のケータイを奪い取った。

「ちょっ!?
 」

　星奈は俺のケータイの送話口に向けて大声で叫ぶ。


「バーカバーカアホ────
 ッ!!
 」


「くっ!?
 」

　夜空が顔をしかめてケータイを耳から離した。

　星奈は俺にケータイを突き返すと、夜空に「死ね！」と言い捨てて部室から走り去ってしまった。

「……くそ、あのバカ肉め……」

　夜空は片手で耳を押さえながら、通話を切った。

「お前は本当にピンポイントで星奈の嫌がることをするのが得意だよなあ……」

　ちょっと感心すらしてしまう俺だった。






　　








　帰りの電車やバスの中や、家に帰ってからも、俺はたびたびケータイのアドレス帳を開いては眺めていた。

　あのあと、
理
 り
 科
 か

 と
幸
 ゆき
 村
 むら

 ともアドレスを交換した（赤外線通信のやり方も覚えた）。

　これまで登録してあったのは自宅の固定電話と
小
 こ
 鳩
 ばと

 のケータイ、父親の連絡先だけだったので、なんと一気に登録アドレスが倍になったことになる。

　やべえ……なんか顔がにやける……。

　その夜は、とてもいい気分で眠りにつくことができた。

　……が。

　トゥルルルル
 ──……

　電話の音が鳴り響き、
俺
 おれ

 は目を覚ました。

　鳴っているのはケータイではなく自宅の固定電話。

　
枕
 まくら
 元
 もと

 に置いてあったケータイで時間を確認すると午前二時過ぎだった。

「……なんなんだよこんな時間に……」

　無視しようとも思ったけど、海外にいる父親関係かもしれないので仕方なく起きる。

　眠い目をこすりながら部屋を出て、固定電話の子機を取る。

「……はい。
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 ですけど」

　普段より低めの声になってしまった気がした。


『も、もしゅもしゅっ！』


　
 
 
 

 っ！

　送話口に口をくっつけた状態で思い切り大声を上げたような声が俺の耳に響いた。

　反射的に受話器を離し顔をしかめる。

　なんなんだ一体……!?


　俺が疑問に思っていると、

　ガチャッ！

　…………
 電話は切れてしまった。

「……なんだよイタ電かよ……」

　真夜中にイタ電を掛けてくる迷惑な
奴
 やつ

 に怒りを覚えつつ、俺は部屋に戻った。

　しかしベッドに入って寝直そうとした矢先、またしても電話の音が鳴り響いた。

　無視しよう。

　そう思って目を閉じたが、二十秒ほど経っても電話の音は鳴りやまない。

　そういや留守番電話の設定してなかったっけ……。

　
苛
 いら
 立
 だ

 ちながら俺は再び部屋を出て電話を取る。


「……もしもし」


　自分でもはっきりわかるほど不機嫌な
声
 こわ
 音
 ね

 になった。

『ひっ!?
 』

　受話器の向こうで
怯
 おび

 えたような声が上がった。

　あれ、今の声、聞き覚えがあるような……。


「……もしもし？」


　
俺
 おれ

 がもう一度言うと受話器から息を
吞
 の

 む音がして、


『あ、あのっ！
 　わ、ワタクシは
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 
星
 せ
 奈
 な

 ですけどこ、こここここ
 
小
 こ
 鷹
 だか

 ええと小鷹くんいますか！』

　めちゃくちゃ緊張した様子で早口でまくし立てられた。

「……え、星奈？」

　俺が聞き返すと、

『あ、あれ？　あんたもしかして小鷹？』

「おう」

　電話越しに星奈が
安
 あん
 堵
 ど

 の息をつく。そして、

『バカもうバカびっくりさせるんじゃないわよバカ！　あんたの声怖いのよバカ！』

　すごい勢いで
罵
 ば
 倒
 とう

 された。

　……なにこの理不尽。

「つーかお前なあ、今何時だと思ってるんだ……」

『ねねっ、そんなことより小鷹っ！』

　俺の苦情を
完
 かん
 璧
 ぺき

 なまでにスルーして、やけに
弾
 はず

 んだ声で星奈が言う。

『あんたのケータイってどんなの？』

「……どんなのって……普通のだけど」

　質問の意味がわからずそう答える。

『だーかーらー！　なんかあるじゃない、いろいろ、会社とか機種とか！』

「え……会社は

∀
 Ｕ
 ターンエーユー

 。機種はよくわからん」

『すぐに調べて』

「はあ？」

『いいから！』

「……ちょっと待ってろ」

　受話器を持ったまま部屋に戻り、明かりをつける。

　ケータイを手に取り、本体に書いてある機種名だと思われる文字を読む。

「ええと、Ｍ61
 ｂってやつ」

『∀
 Ｕの、Ｍ61
 ｂね？』

「ああ」

　ボールペンでメモを取る音が聞こえる。

『ん、わかった。それじゃね！』

　ガチャッ！

　一方的に
告
 つ

 げて星奈は通話を切った。

　なんなんだ一体……。






　　








　翌日。

　昼前くらいに
夜
 よ
 空
 ぞら

 から、タイトル無題、本文に『二時』とだけ書かれたシンプルすぎるメールがあったので、夜空、
理
 り
 科
 か

 、
幸
 ゆき
 村
 むら
 宛
 あて

 にタイトル『今日』本文『おれも二時くらいぶしついく』というメールを一斉送信。

　昼食を終えたあと、二時くらいに着くように家を出た。

　バスに乗っているとき理科からタイトル『全裸待機』本文『
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩が来るのを全裸で待っています♥　あ、いま理科のヌード想像したでしょ先輩のエッチ♥』というメールが届いた。

「……アホかあいつは」

　とりあえず『アホ』とだけ書いて返信。

　数分後にまたしても理科からメール。

　タイトル『
尻
 しり

 』。……なんちゅうタイトルだ。

　本文は、『ちなみに夜空先輩も今全裸ですよ
 　証拠に先輩のぷりんとした
可愛
 かわい

 らしいお尻の写真送りますね』

「んなっ!?
 」

　思わず声を上げて驚いてしまったが、添付されていた写真をよく見ると腕を曲げたところの写真だった。

　……小学生かあいつは。

　その直後夜空からの『さきの理科のはりかのうでだぞ』とタイトルに書かれて本文はなにも書いてない慌てた様子が伝わるメールと、理科からのタイトル『いやん♥』本文『夜空先輩にハエ
叩
 たた

 きでお尻を叩かれて理科、理科はもう、ら、らめええ
 
 
 
 

 ♥』という変態メールがほぼ同時に来た。

　とりあえず夜空に「わかってる」と返し理科の方は無視した。

　そのあと理科のパソコン用のメールアドレスから届いた『実況』というタイトルで本文『え？　夜空先輩、どうして理科のぱんつを
脱
 ぬ

 がすのですか？　やあんっ、そんな恥ずかしい格好、できませんっ！　ああっ、そんなトコ
舐
 な

 めちゃらめぇぇっ！　でも感じちゃうびくんびくんっ！　夜空先輩はそんなイケナイ理科の耳元で
囁
 ささや

 くの。「ここか、ここがええのんか？　このハレンチちゃんめ」耳にかかる甘い吐息に理科の
身体
 からだ

 から力が抜け（略）』という
馬
 ば
 鹿
 か

 な文章を読んでいる途中でバスが学校前に着いたので降りた。

　今日も相変わらず暑い。

　部室に入ると、夜空と理科（もちろん全裸ではない）と幸村がいた。

　
何
 な
 故
 ぜ

 か夜空はぐったりと疲れた様子でソファに体重を預けている。

　夜空は理科を指さし、顔だけ
俺
 おれ

 の方に向け、

「
小
 こ
 鷹
 だか

 気をつけろ……こいつ、変態だ……」

　弱々しくそう言った。

「うん、まあ……知ってる」と
俺
 おれ

 。

　その変態はというと、すごい勢いでノートパソコンのキーボードを
叩
 たた

 いていた。

　どうも小説を書いているらしい。

「あ、小鷹先輩！　
理
 り
 科
 か

 さっき
百
 ゆ
 合
 り

 もけっこうイケることに気づきました！　たぶん理科、エロければなんでもいいんだと思います！」

　俺の方に顔を向けつつもキーを打つ手は止めず理科が元気いっぱい宣言した。

　ちなみに百合とは女の子同士の恋愛を描いた話のことらしい。

「お前は本当に元気だなあ……」

　早くも行くところまで行ってしまった感のある理科に
呆
 あき

 れながらソファに座る。

「そちゃですが」

　
幸
 ゆき
 村
 むら

 が麦茶を入れて差し出してきた。

「サンキュー」

　
喉
 のど

 が渇いていたのでありがたく受け取る。

　ずず……とお茶を一気に飲み干す。

　……冷たくもなく熱くもない、
温
 ぬる

 いお茶だった。

「おかわりはいかがですか」

「え？　ああ、もらう」

　続けて幸村が出してきたお茶を飲む。

　……先ほどよりお茶の温度が上がっていたが、これもごくごくと一気に飲む。

「どうぞ、あにき」

「おう。あち……っ」

　三杯目のお茶はとても熱くて、がぶ飲みできる温度ではなかった。

　幸村に目をやると、なにか期待するような様子でこちらを見ていた。

　恐らく、
石
 いし
 田
 だ

 
三
 みつ
 成
 なり

 が喉が渇いた
豊
 とよ
 臣
 とみ

 
秀
 ひで
 吉
 よし

 にお茶を差し出したとき、最初は飲みやすいように温めのを、次は少し熱めのを、三杯目は落ち着いて飲む熱いお茶を出して感心されたというエピソードを
真
 ま
 似
 ね

 したのだろう。

「……ええと……気が利くな三成」

「おほめにあずかり光栄です、あにき」

　とりあえず
褒
 ほ

 めてやると幸村は
嬉
 うれ

 しそうにはにかんだ。

「……でも俺は麦茶は冷えてるのが一番だと思う。そこは譲れない」

「さようですか……」

　しょんぼりする幸村だった。

　熱いお茶をゆっくり飲みながらくつろいでいると、突然部室のドアが乱暴に開かれた。

「ふふっ、
揃
 そろ

 ってるわね愚民ども！　女神が降臨しにきたわよ！」

　ドアを
開
 あ

 けたのは
星
 せ
 奈
 な

 だった。

「あー、うん」と茶をすすりながら
俺
 おれ

 。

　
幸
 ゆき
 村
 むら

 はいつものように無反応。

　いつもなら星奈を
罵
 ば
 倒
 とう

 する
夜
 よ
 空
 ぞら

 も、どうでもよさそうに
一
 いち
 瞥
 べつ

 しただけ。

「涼しいのが逃げちゃうので早く閉めてくれます？」

　星奈の方を見もせずにキーボードを
叩
 たた

 きながら
理
 り
 科
 か

 がクールに言うと、星奈は「あ、ごめん……」と静かにドアを閉めた。

「ちょっと寝る」

　夜空が腕を組み目を閉じた。

「ううう……な、なんなのよこの無反応ぶりは！」

　星奈は悔しそうに
歯
 は
 嚙
 が

 みし、

「これを見てもまだそんな反応ができるかしらね！　ほら夜空見なさいよこれ！」

　つかつかと歩み寄ってきて星奈が
水
 み
 戸
 と
 黄
 こう
 門
 もん

 の
印
 いん
 籠
 ろう

 のように突き出したのは携帯電話だった。

「ふふん、どう？　昨日パパに頼んだら買ってくれることになったの！」

　子供のように
嬉
 うれ

 しそうな顔で星奈は言った。

「ふうん……」

　少しだけ目を開け、どうでもよさそうに夜空はまた目を閉じた。

「あれ、それ俺のと同じだな」

　星奈のケータイは俺の機種と同じものだった。

　色も俺と同じでゴールド。

「へ、へえ……そうなんだ、き、奇遇ねっ！」

　少し顔を赤くして星奈。

「いや奇遇もなにも……」

　真夜中にケータイの機種聞いてきただろうが……と俺が言う前に、

「……
小
 こ
 鷹
 だか

 のと同じ？」

　夜空が不機嫌そうに言って星奈のケータイを
睨
 にら

 んだ。

「うふふ」と
何
 な
 故
 ぜ

 か勝ち誇った顔をする星奈。

「というわけでアドレス交換するわよ！　早く早く！」

「え？　ああ……」

　俺は自分のケータイを取り出す。

　俺のと星奈のケータイを見比べ、「む……」と夜空は
唸
 うな

 った。

　昨日覚えたばかりの赤外線通信の準備をする。

「そういや赤外線のやり方はわかるか？」

「当然よ！」

　得意げに言って星奈は俺にケータイを向けた。

　アドレスの交換はすぐに終わった。

　液晶画面を見ながら
星
 せ
 奈
 な

 がニヤニヤと満面の笑みを浮かべる。

「うふふ……ほらほら、
夜
 よ
 空
 ぞら

 も交換してあげるわよ」

「私は貴様のアドレスなどいらん」

　突っぱねる夜空に星奈が動揺する。

「ちょ、せっかく買ったんだから教えてくれてもいいじゃない！」

「……そんなに私のアドレスを教えてほしいのか？」

「べ、べつにそういうわけじゃないけど！　あんたのアドレスなんて全然知りたくもなんともないけど、同じ部活のよしみで仕方なくアドレス交換してやろうって言ってるのよ感謝しなさいよね！」

「そうかありがとう。気持ちだけ受け取っておこう」

「気持ちだけじゃダメなんだってば！」

　夜空は
蔑
 さげす

 むような
眼
 まな
 差
 ざ

 しで星奈を見る。

「……ふん、物欲しそうな顔をして……この
阿
 あ
 婆
 ば
 擦
 ず

 れめ。そんなに欲しいなら誠意を見せてみろ」

「誠意って……あ、足なんて
舐
 な

 めないんだからねっ!?
 　ううう～、もういいわよ夜空のバーカ！」

　ちょっと涙目になって星奈は部室を出て行ってしまった。

「……歯ごたえがなかったな……」

　そう
呟
 つぶや

 く夜空は、どこか不満そうだった。

　星奈が出て行ったあとは、いつもどおり
俺
 おれ

 と夜空は本を読みはじめた。

　十五分ほど経ったとき、俺のケータイがメールの着信を
告
 つ

 げた。

　……星奈からだった。

『バカに嫌がらせのメール送ってやるからこっそり夜空のアドレス教えてよ
 』

「……初めてのメールがこれかよ……」

　そしてこのメールを、隣にいた夜空が
覗
 のぞ

 き
見
 み

 していた。

「……あのバカ肉め……」

　夜空はなぜか
微
 かす

 かに笑みを浮かべ、

「……
小
 こ
 鷹
 だか

 、肉のアドレスを見せろ。仕方ないから私から肉にアドレスを教えてやるとしよう……」





　……星奈が
謎
 なぞ

 のアドレスから連続して送られてくる、ひたすら『死』とか『呪』といった不吉な文字が書かれた大量のメールについて相談するために半泣きで部室に戻ってきたのは、それから三十分後のことだった。





拘束術式解除









　もうすぐ八月になろうというある日のこと。

　猛暑が続くなか連日活躍していた我が家のリビングのエアコンが壊れた。

　先日も給湯器が壊れたばかりだが、こちらも寿命だろう。

　というわけで今日は部活には行かず、電器屋でエアコンを物色した。

　エアコンの
良
 よ

 し
悪
 あ

 しなんてよくわからないが、どれを選んでも十何年も前のものよりはマシだろう。

　とりあえず店員さんに幾つか
薦
 すす

 められた中から、消費電力やら値段を考えてしっくりきたものを選んだ。

　ただ、取り付け工事は最速でも三日後になってしまうらしい。

　三日か……。

　まあ
俺
 おれ

 の部屋にもエアコンはあるから我慢できないというわけではないけど、リビングにはテレビがある。

　俺はあまりテレビを見ないのだが、妹の
小
 こ
 鳩
 ばと

 は夏休みに入ってからというもの毎日のようにリビングでテレビを見たり漫画を読んだりしてゴロゴロしている。

　電器屋のあとスーパーで夕飯の買い物をして俺が家に戻ると、今日も小鳩はリビングでアニメを見ていた。

　窓を全開にして扇風機を回しているものの、やっぱりエアコンがないととても暑い。

　ゴスロリ姿の小鳩はワイングラスでトマトジュースをごくごく飲みながら、全身から汗をダラダラ流してそれでもテレビを見ていた。

「ただいま」

「あ、あんちゃんっ！」

　俺が帰ると小鳩は目を輝かせた。

「クーラー！　クーラー買ってきてくれたと!?
 」

「いや買ったけど取り付けは三日後だとさ」

　俺が言うと小鳩の表情が
強
 こわ
 張
 ば

 った。

「み、みっか………………
 ククク……まったく人間どもは使えぬな……しかし面白い……ではいま
暫
 しばら

 くの間、この
煉
 れん
 獄
 ごく

 の
饗
 きよう
 宴
 えん

 に
興
 きよう

 じるとしようかククク……我が名はレイシス・ヴィ・フェリシティ・
煌
 スメラギ

 ……たとえこの身を二千万度の炎に焼かれようともぴんぴんしちょる偉大なる夜の王じゃけん……」

　
大
 おお
 仰
 ぎよう

 な
台詞
 せりふ

 にも覇気がなかった。

「……いい加減もっと薄着にしたらどうだ？」

　もう何度目になるかわからない提案をする。

　小鳩はいつのもようにそれを拒絶。

「ククク……このドレスは服ではなく我が
闇
 やみ

 の力が具現化したもの……簡単に替えることなどできぬ……」

「はいはい」

　嘆息してキッチンに向かい、買ってきた食材を冷蔵庫に入れる。

　それから冷やした麦茶をコップについで飲む。

　ああ
美
 う
 味
 ま

 い。

「
小
 こ
 鳩
 ばと

 ー。麦茶いるか？」

　麦茶の容器とコップを持ってリビングの方をのぞく。

　テレビ画面で、小鳩が今着ている服を少しシンプルにしたような赤いデザインのドレスを
纏
 まと

 った少女と、いかにも魔法少女然とした白いひらひらの服を着た少女（多分こっちが主人公だろう）が空中で魔法を撃ち合って戦っている。

　けっこうスピード感があり爆発や魔法の演出も派手で、話をまったく知らなくてもなんとなく見ていて面白い。

　小鳩はそのバトルシーンに見入っている。

　戦いはクライマックスだったらしく、赤いドレスの少女が主人公の攻撃魔法の直撃を受けて地面に落ちる。

　決着ついたのかなと思いきや、土煙の中から赤いドレスの少女の姿が浮かび上がった。

　空中で息を切らせている主人公に向けて、少女は余裕の笑みを浮かべる。

「ククク……この私をここまで追い込むとは
褒
 ほ

 めてやろう。貴様の健闘に敬意を表し、我が真の姿を見せてやる……！」

　少女の
身体
 からだ

 を赤い光が包み込み、少女が叫ぶ。

「拘束術式解除！」

　少女の纏っていた赤いドレスが燃え上がり、赤い光の中で少女が全裸になる。

「魔力解放！」

　少女の裸身から新たな炎が浮かび上がり、服の形をとる。

　光の奔流がおさまったとき、少女はこれまでとはまったく違うコスチュームを身に纏っていた。

　背中や胸元がぽっかり
開
 あ

 いた変なレオタードの上からやたら短いスカートを
穿
 は

 いたような、露出度の高い衣装。

「ククク……これが私の真の姿だ……！」

　少女が不敵な笑みを浮かべて
告
 つ

 げた。

　服が変わっただけで顔とかは特に変化していないのだが、主人公の魔法少女は「これが……真の姿……」と
戦
 せん
 慄
 りつ

 の表情を浮かべていた。

　そこでエンディングが流れ始める。

　どうやら真の姿とのバトルは次回にお預けらしい。

　エンディングが終わって予告が終わると、小鳩はテレビを消した。

　そしていきなり立ち上がり、階段の方へと走り出す。

「あ、
小
 こ
 鳩
 ばと

 、麦茶……」

　聞いてないし……。

　小鳩はどたどたと階段を上って自分の部屋へと入っていった。

　……まあいいか。

　とりあえず
俺
 おれ

 は麦茶を冷蔵庫に戻し、夕飯の準備を始めるためキッチンに立った。

　と、またしてもどたどた音が聞こえ、小鳩が再び一階にやってきた。

「あんちゃんっ！」

　小鳩はなにやら服とスカートを抱えていた。

　ゴスロリではなく、たしか小鳩がまだ小学生のときに着ていたような記憶があるノースリーブのＴシャツにミニスカート。

　近くにあった
椅
 い
 子
 す

 の上に持ってきた服を置く小鳩。

「……？」

　
怪
 け
 訝
 げん

 に思っていると小鳩は突然叫んだ。

「拘束じゅちゅ、じゅちゅ……拘束じゅ、つ、式、解除っ！」

　言うが早いか、身に
纏
 まと

 っていたドレスを勢いよく
脱
 ぬ

 ぎ捨てる小鳩。

　……？

　まあいいや、それじゃあ俺は夕飯の支度に──、

「あ、あんちゃん！　ちゃんと見といてよぉ！」

　背を向けた俺に小鳩が言った。

　仕方なく向き直ると、小鳩はカチューシャとリボンを外し、パニエとドロワーズも脱いだ。

　続いてニーソックスを脱ごうとしたが、汗で脚に張り付いていて苦戦している。

「ひゃあっ」

　あ、転んだ。

　
尻
 しり
 餅
 もち

 をついたままニーソックスを脱いでいく。

　立ち上がり、これまた汗ぐっしょりのフリルのついたパンツを床に脱ぎ捨てる。

「小鳩。脱いだものはちゃんと洗濯機に入れろ」

「あ、うん」

　全裸の小鳩は脱いだ服を抱えて脱衣所へ。

　そして脱衣所から替えのパンツを持って出てきた。

「魔力解放！」

　高らかに叫び、持ってきたパンツを
穿
 は

 き、いそいそと椅子の上に置いてあったスカートを穿いて、Ｔシャツを着た。

「ふー」

　着替えが終わって一息つく小鳩。

　ゴスロリから涼しげな服に着替えた
小
 こ
 鳩
 ばと

 は、
俺
 おれ

 に含み笑いをしながら言う。





「ククク……これが我の真の姿だ……」





「……パクリ？」

「パ、パクリやないもんっ！」

　俺の端的な指摘に小鳩は顔を真っ赤にして否定した。

　なにをするかと思えば……要するにさっきのアニメを見てゴスロリから薄着になるための都合のいい設定を思いついたらしい。

「ククク……まさか我が真の力を解放することになろうとはな……さすがは
忌
 い

 まわしき地獄の季節、といったところか……」

「……まあべつにいいけど」

　薄着になってくれた方が洗濯するとき楽だし。

　そこでふと気づく。

「なあ小鳩。お前のその服って小学生のときのやつだよな……」

「ふぇ？　うん」

　
頷
 うなず

 く小鳩に、俺は恐る恐る
告
 つ

 げる。

「……小学生のときの服が中二になっても問題なく着れるって……ひょっとしてお前、もう成長止まってないか？」











「ふええっ!?
 」

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 が
驚
 きよう
 愕
 がく

 の悲鳴を上げた。

　それから動揺した様子で胸をぺたぺたと触ったりＴシャツの
裾
 すそ

 やスカートの腰回りを引っ張ったりしていたが、やがて泣きそうな顔で
俺
 おれ

 を見た。

「……どげんしようあんちゃん……うちもう大きくなれへん？」

「…………
 」

　俺は無言で目を
逸
 そ

 らした。

　
不
 ふ
 憫
 びん

 すぎる……。

　成長が早くて大人っぽい小学生はいるけど、小鳩は見た目が小学生のまま成長が止まってしまったわけか……。

「うう～……」

　小鳩はしばしショックを受けた顔で硬直していたが、いきなり「ククク……」とレイシスに戻って含み笑いを始めた。

「……ククク……考えてみれば我は悠久の時を生きる夜の貴族……我が肉体は永遠に老いさばらえることなどないのだ……それは当然のことなのだ、うん……」

「そ、そうか……さばらえないでよかったな」

　ちなみに「さばらえる」じゃなくて「さらばえる」だぞ小鳩。

「うん……よかった……」

　小鳩はいつまでも、泣きそうな顔で笑っていた……。





　エアコンが壊れたある夏の日。

　小鳩はゴスロリをやめて薄着になり、それからトマトジュースの代わりに牛乳を飲むようになった。





聖女VS
 吸血鬼









　
小
 こ
 鳩
 ばと

 がゴスロリをやめた翌日。

　
俺
 おれ

 は薄着になってどうにか外を歩けるようになった小鳩と一緒に部室へ行った。

　部室には他の部員たち、そしてマリアが
揃
 そろ

 っていた。

「お兄ちゃん！」

　部屋に入るなりマリアが飛びついてきた。

「おー、久しぶり」

　マリアの頭を
撫
 な

 でながら言う。

　シスターの仕事が忙しかったらしく、最近は部室に行ってもマリアがいない日が続いていたのだ。

「あのなあのな！　今日は
幸
 ゆき
 村
 むら

 がおすしを食べさせてくれたのだ！　昨日はステーキだったし幸村はいいやつだ！　知ってたかお兄ちゃん！　トロってゆうのはとろけるからトロってゆうんだぞ！　あとお高いステーキはちょうやらかいのだ！」

「なっ、寿っ、ステ……!?
 」

　
愕
 がく
 然
 ぜん

 として幸村の方を見ると、幸村は
微
 かす

 かに誇らしげな顔をした。

「まりあ殿が
美
 お
 味
 い

 しく召し上がれるものを与えよとのご命令でしたゆえ、わたくし、ぜんしんぜんれいをもって美味しいものをご用意させていただきました」

「た、たしかに
美
 う
 味
 ま

 いものを食わせてやれとは言ったけど……寿司だの高級ステーキだのはやりすぎだろ……!?
 」

　意味がわからないらしく、きょとんとした顔で幸村は首を
傾
 かし

 げた。

　相変わらず極端から極端に突っ走ってくれる……。

　……いくらかかったんだろうなあここ数日のマリアの食事代……。

　後輩に
奢
 おご

 らせるわけにはいかないので、俺はこっそり幸村の財布にパンやヤンキー漫画の代金を返金している。

　思わぬ出費に頭が痛くなりそうだ……。

「変な薬みたいなのを食べさせられたときはこのおかま野郎ぶっころしてやると神に誓ったけど今は違うのだ！　ありがとなー幸村！」

　笑顔でマリアが言う。

「すべてはあにきのおぼしめしです。おれいはあにきへどうぞ」

「ありがとうお兄ちゃん！　お兄ちゃんのおかげで美味しいごはんが食べられてワタシはちょう幸せです！　お兄ちゃん大好きーっ！」

　くっ、幸せ全開で満面の笑顔を向けてくるマリアに、「明日から食費は三百円までな」なんて言えない……！

　と、

「ううー……！　あほー！　あほー！　あほー！」

　抱きついているマリアを
小
 こ
 鳩
 ばと

 が引きはがしにかかった。

「あんだなんか豚みたいにぶくぶく肥えてあんちゃんに嫌われればええんじゃ！」

「な、なんだとー！」

　マリアが小鳩に向き直り、そして不思議そうな顔をする。

「……？　オマエ
誰
 だれ

 だ？」

「うちはあんちゃんの妹じゃ！」

「うんー？」

　マリアはなおも首を
傾
 かし

 げながら小鳩の顔をじーっと見て、ようやく「ああーっ！」と
驚
 きよう
 愕
 がく

 の声を上げた。

「オマエ吸血鬼か！　なんで吸血鬼がいるのだ！　だましたな！」

　どうやらマリア、Ｔシャツにミニスカートという普通の格好をした小鳩のことを小鳩だと認識できなかったようだ。

「え？　あ、……ふ……ふんっ……まんまと
騙
 だま

 されたな愚か者め……ククク……それは我が、十字架も太陽の光をも超越した偉大なる
闇
 やみ

 の王だからだ……」

　小鳩は急に機嫌よさそうになった。

　……たぶん小鳩のことをちゃんと「吸血鬼」扱いしてくれるのは、この世でマリアくらいのものだろうと思う。

「くうーっ！　しばらく姿を見せないから油断してたのだ！　
忌
 い

 まわしき闇の化身め！　またワタシが神の力でぶっころしてやる！」

　十字架を振りかざして小鳩に襲いかかるマリア。

　がつんがつんっ！

　硬いところがおでこに当たって小鳩が半泣きになる。

「
 
 
 

 ッ！　おおおお
 前それ反則やぞ!?
 　効かへんってゆったのになんでするんじゃばかたれ！　うが──っ!!
 」

　がぶっ！

　反撃に小鳩がマリアの腕に
嚙
 か

 みついた。


「ギャ──────
 ッ!?
 」


　絶叫を上げて小鳩から離れるマリア。

「うう～！　嚙んだー！　吸血鬼が嚙んだー！　なんで嚙むのだあほあほうんこー！」

「そりゃ嚙むだろう吸血鬼は……」

　泣きべそをかくマリアに、ジト目で
夜
 よ
 空
 ぞら

 が言った。

　小鳩が含み笑いをしながら
告
 つ

 げる。

「ククク……知っているか忌まわしき神の手先よ……吸血鬼に嚙まれた者は吸血鬼の
眷
 けん
 属
 ぞく

 となってしまうのだ……クハハハハ
 、これで貴様も忠実なる我のしもべよ……！」

「ええーっ!?
 」

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 の言葉に
狼
 ろう
 狽
 ばい

 するマリア。

「ほ、本当なのかお兄ちゃん！」

「……たしかにそういう話はあるな」

　あれ、「
嚙
 か

 まれたら」じゃなくて「血を吸われたら」だっけ？

　逆に人間が吸血鬼の血を飲むことで吸血鬼になるって設定の小説も読んだことあるな。

「うええええ
 ん！　ワタシは吸血鬼になってしまったのだー！」

　泣き
喚
 わめ

 くマリアに、
夜
 よ
 空
 ぞら

 が心底うんざりした顔をした。

「……マリア。嚙まれてからすぐに太陽の光をたくさん浴びれば吸血鬼にならずに済むらしいぞ」

「ホントか!?
 」

　淡々と言った夜空の言葉に、マリアの目に希望が宿る。

「本当だ。私は真実しか言わない」

　真顔で
大
 おお
 噓
 うそ

 をつく夜空。

　夜空はマリアに優しげな笑みを浮かべる。

「ほら、手遅れになる前に外を走り回って太陽の光を浴びてこい！」

「わかった！　ありがとう夜空！」

　マリアは笑顔で
頷
 うなず

 く。……
騙
 だま

 されるなよ……。

「服を着ていたら意味がないから全裸でな！」

「うんっ！　全裸で走ってくる！」

　どたどたとマリアが部室から出て行った。

「……むう……あいつは本当に頭が悪いな……」

　自分で騙しておきながら困惑した様子の夜空。

「……あんたホントに外道ね……まあマリアの頭が心配なのは同感だけど」

　あきれ顔で
星
 せ
 奈
 な

 が言った。

　それから小鳩の方をじっと見つめる。

「くふっ」

「な、なんだ……下等な昼の
眷
 けん
 属
 ぞく

 が我の姿をジロジロ見るなど無礼であるぞ……」

　小鳩が警戒した顔で星奈に言う。

　にやけ顔の星奈の目には「♥」が浮かんでいた。

「ねーねー、なんで小鳩ちゃんゴスロリやめたの？　イメチェン？」

「……き、来るべき神との決戦に備えて真の力を解放したのだ……」

「ああん意味わかんないけどやっぱりか～わ～い～い～っ！　服が替わっても相変わらずイタ
可愛
 かわい

 いわあ
 
 っ♥」

「うう～……」

　小鳩が泣きそうな顔になって
俺
 おれ

 の背後に隠れる。

　その
怯
 おび

 えた様子がまた
星
 せ
 奈
 な

 の心をくすぐるらしく、

「あううううう
 
 
 
 
 
 

 ♥　ほんっとなんなのこの生き物ちょっと
可愛
 かわい

 すぎるんですけどっ!?
 　ね、ね、
小
 こ
 鳩
 ばと

 ちゃん、あたしの妹にならない!?
 」

「ううぅ……あんちゃぁん……」

　完全に怯えている小鳩。

　さらには
理
 り
 科
 か

 までハァハァと荒い息をついてにじり寄ってきた。

「うぇへへ～……お嬢ちゃん今どんなぱんつ
穿
 は

 いてるの？」

「お前はどこまでオッサン化すれば気が済む!?
 」

　全力でツッコむ
俺
 おれ

 に理科は変態全開のニヤニヤ笑いを浮かべた。

「本当に
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 兄妹は理科のツボを突いてきますねえ……くふふ、二人まとめて
脱
 ぬ

 ぎ
脱
 ぬ

 ぎしましょうねー♥」

「ハァハァ……どうやったら小鳩ちゃん攻略できるのかしら……」

「……いい加減にしろ変態ども」

　ばちこーんっ！　ばしっ！

　変態二人の頭を、うんざりした顔の
夜
 よ
 空
 ぞら

 がハエ
叩
 たた

 きで叩いて黙らせた。





　まあそんな感じの、夏モード小鳩の
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 初顔見せだった。

　余談だが、帰り際、礼拝堂内の『反省室』の中で『わたしははれんちなこういをしました。ごめんなさい』という手書きのプレートを首から下げて正座しているマリアを、俺たちは見なかったことにした。





ジョーズ









　八月になった。

　相変わらず猛暑日が続いている。

　
俺
 おれ

 と
小
 こ
 鳩
 ばと

 が部室に行くと、クーラーの効いた部室では、部員たちがダラダラしていた。

「いつものことだが、だらけてるな……」

　夏休みの宿題を
鞄
 かばん

 から取り出しながら俺が言うと、ソファにだらりと背中を預けてぐったりしていた
夜
 よ
 空
 ぞら

 が目を
開
 あ

 ける。

「外は暑いからな……やることもないし」

　夜空の通常時のテンションが低いのは前々からだが、夏休みに入ってからというものますますダウナーになっている気がする。

「宿題は？」

「終わったに決まっているだろう」

　あっさり答える夜空。

「お前はホントに学業面では優等生だなあ……」

　もともとの学力が高いのに加えて予習復習も欠かさないらしく、夜空は授業中に急に指名されても淡々と問題に答える。

「ふん、勉強くらいしか学校でやることないしな」

「寂しいこと言うなよ……まあ俺もだけど」

　友達がいない人間にとって、学校とは本当に退屈な場所だと思う。

「思うに、この学校の夏休みの宿題は少なすぎるのではないか？　あと十倍くらいでちょうどいいと思う」

「それはちょっと勘弁してくれ」

　とんでもないことを言う夜空に
呆
 あき

 れる。

　一般的な学校の夏休みの宿題の量がどうだか知らないが、少なくともこの夏休みに出された宿題の量は去年俺がいた高校の二倍近い。

　俺が暇じゃなかったらあまりの量に泣いていた自信がある。

　暇じゃない夏休みなんて想像もつかないけどな。

「
小
 こ
 鷹
 だか

 ……こんなに暇なのに他の連中はどうやって時間を
潰
 つぶ

 しているのだろう？」

「そりゃ友達と遊びに行ったり……」

「…………
 」

　夜空は不機嫌そうに押し黙り、それからぽつりと、

「……リア充はみんな死ねばいいのに」

　どんよりした目で言った。

　と、そのとき。

　部屋の隅のテレビ画面から陽気なＢＧＭと複数の女性の歓声が聞こえてきた。

　言うまでもなく
星
 せ
 奈
 な

 がプレイしているギャルゲーで、画面の中では赤や青やピンクといった様々な色の髪の女の子たちが水着姿で戯れていた。

「……あいつらも死なないかな」

「ゲームのキャラにまで殺意を向けるなよ。さすがに引くぞ」

「なにを言う。むしろゲームだからこそ
殺
 や

 りたい放題なのではないか。私があのゲームの作者だったら、そうだな……あのシーンでサメを出す」

「サメ!?
 」

「ちょっと
夜
 よ
 空
 ぞら

 なに物騒なこと言ってんのよ！」

　ゲームをプレイする手を止め星奈がこちらを振り返った。

　どうやら聞こえていたらしい。

「そのシーンでいきなりサメが出てきて画面の女どもを食い散らかしてくれたら神ゲー認定してやってもいいのだが、出ないのか？」

「そんなバカな展開になるわけないでしょ！　そもそもこのシーンの場所は海じゃなくてプールよ。どう考えてもサメなんて出るわけないでしょうが！」

「だがもしかしたらということも」

「ないわよバカ！」

「むう……残念だ」

　本気で残念そうな夜空。

「まったくもう。ろくなこと考えないんだからあんたは」

　
呆
 あき

 れたように言って星奈はゲームを再開した。

　画面では相変わらず美少女たちがキャッキャウフフと水をかけあったりビーチボールで遊んだりしている。

　しかし突然、






「キャー！　サメよー！」






　画面の中の美少女が突然顔に恐怖の色を浮かべて叫んだ。

　おどろおどろしいＢＧＭとともに水面にサメの特徴的な背びれが突き出たグラフィックが表示される。

「は？」

　いきなりの展開にぽかんとしていた星奈だったが、やがて「ふふん」と鼻を鳴らし、

「どうせ本物のサメなんかじゃないんでしょ？　博士のメカとかマリナのラジコンとか着ぐるみとかってオチねきっと。ま、ベタなお約束イベントってやつね」

　星奈は余裕の表情で文章を進め、






「ウワー！　なんでこんなところに本物のホオジロザメが！　ギャー！」






「ほんとになんでなのよ!?
 」

　悲鳴を上げる
星
 せ
 奈
 な

 。

　画面にはやたらリアルなグラフィックで描かれた、凶悪な口を大きく開いてプールの客に襲いかかる巨大なホオジロザメの姿が。

「で、でも大丈夫これはラブコメなんだから！　コメディなんだからいきなりプールにサメが出てくるってギャグもアリといえばアリね！　あたしの予想ではきっとこのサメを主人公がやっつけることでみんなの好感度がアップするってイベントに違いないわ！　あははっ、バレバレだってば！」

　そして文章を進める。





　ぐしゃっ！



「グギャアアアアアアアアア────！！！！！
 」






　真っ赤に染まる画面。

　断末魔の悲鳴を上げる哀れな犠牲者一号。

　星奈が言うようなギャグ要素など
微
 み
 塵
 じん

 も感じられない生々しく残虐な表現の文章が延々と表示される。

　血で染まったプールの中、突如現れたホオジロザメは今度はヒロインたちに
狙
 ねら

 いを定める。

「待っててそんなサメなんてあたしがやっつけてあげるから！」

　慌てて助けようとする主人公『星奈』だが間に合わない。






「イヤアアアアアア────！！！！！！！
 」



「ミズキ──！（主人公の
台詞
 せりふ

 。ボイスなし）」






「いやあああ────
 ッ!?
 　ミズキ────
 ッ!?
 」

　悲鳴を上げる星奈。

　血に染まる画面。

　そうこうしている間にもサメは他のヒロインたちにも襲いかかり結局主人公を含めた全員がサメの
餌
 え
 食
 じき

 になった。





　ＢＡＤ　ＥＮＤ






　あまりのことに
啞
 あ
 然
 ぜん

 として口をぱくぱくさせている
星
 せ
 奈
 な

 。

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 も同じくぽかんとしていたが、やがて冷や汗混じりに「……ふっ、まあ、神ゲーだったな」と
呟
 つぶや

 いた。

「神ゲーなわけないでしょうが！　クソゲーにもほどがあるわよ！」

　星奈は額に青筋を浮かべて叫び、乱暴にプレステからディスクを取り出すと
微
 み
 塵
 じん

 の
躊
 ちゆう
 躇
 ちよ

 もなくそれを真っ二つに割った。

「ハァ……ハァ……」

　ディスクをゴミ箱に捨てると、脱力した様子でソファでうなだれる。

　そこへ
理
 り
 科
 か

 が淡々と尋ねる。

「今のはもしかして『聖ジョーズ学園物語』ですか？」

「……そうだけど」と星奈。

「なるほど、
噂
 うわさ

 通りのすごいバッドエンドですね。ジョー学、各ヒロインのシナリオはごく普通の学園ラブコメなのですがフラグの立て方に失敗すると容赦なくバッドエンドになる上に、そのバッドエンドが全部サメだの空襲だの殺人鬼登場だのといった何の脈絡もない残虐シーンで終わるので、コアなギャルゲーファンの間ではある意味バカゲーとして愛されているようです」

「そ、そうなんだ…………
 ギャルゲヱの世界、奥が深いわね……」

　星奈は
戦
 せん
 慄
 りつ

 の表情を浮かべた。

「……やっぱりお前らは変態だな」

　夜空はジト目で星奈と理科を見ながら呟いた。

　星奈はそんな夜空の言葉を無視して、冷や汗を
拭
 ぬぐ

 いながら言う。

「はぁ……それにしてもプール行きたいわね……」

「「はあ!?
 」」

　啞然とする
俺
 おれ

 と夜空。

「な、なによ？」

　
訝
 いぶか

 しげな星奈に夜空が引き気味に、

「プールでヒロインたちがサメに
喰
 く

 い殺されるシーンを見た直後にその発言……貴様は自殺願望でもあるのか……？」

「な、なんでそうなるのよ！　んなわけないでしょ!?
 　べつにさっきのクソゲーのこととは関係なく、プール行って泳ぎたいなあって思っただけよ夏だし！」

「なんだ……てっきり、ついに貴様が本気で食用肉としての自覚に目覚めてしまったのかと思って心配したんだぞ。心配してやったことを感謝しろ」

「え？　あ、ありがとう……？」

　釈然としない顔で星奈が夜空にお礼を言った。

　と、

「……プール、うちも行きたい」

　
俺
 おれ

 のうしろで隠れるようにしていた
小
 こ
 鳩
 ばと

 がぽつりと言った。

「小鳩ちゃんプール行きたいの!?
 」

　俺に聞こえるか聞こえないかくらいの小さな
呟
 つぶや

 きだったのに、
星
 せ
 奈
 な

 は耳ざとく反応。

「じゃあ行こ！　あたしとプールに行きましょ小鳩ちゃんハァハァ……！」

　興奮した様子で詰め寄ってくる星奈を
夜
 よ
 空
 ぞら

 はハエ
叩
 たた

 きで叩いた。

「ぎゃうっ!?
 」

「キモいぞ肉」

　たしかに今のはキモかった。

　小鳩もすっかり
怯
 おび

 えてしまっている。

「むう……しかしプールか……プール……リア充どもの
巣
 そう
 窟
 くつ

 だな……友達ができたらプールに行くこともあるのだろうか……」

　難しい顔をする夜空に俺は、

「まあ、一度みんなで行ってみるのもいいんじゃないか？　予行演習みたいな感じで」

「……それもそうだな。どうせ暇だし……行ってみるか」

　夜空が言って、小鳩が「やたっ」と顔をほころばせた。

「
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩、
理
 り
 科
 か

 の水着姿に興奮しないでくださいね？」

　
悪戯
 いたずら

 っぽく言う理科に俺はげんなりしつつ、

「あー、どうせお前あれだろ？　水着の上に白衣とかのイロモノ担当だろ？」

「え、
何
 な
 故
 ぜ

 それを!?
 」

「ホントにそんな格好してたら俺は迷わず他人のフリするからな」

「むー。こうなったらうーんとセクシーな水着を選んで先輩を悩殺してあげますからね。覚悟してください」

「セクシー（笑）」

「鼻で笑われた!?
 」

　理科は不満そうな顔をし、

「これはちょっと本気出して考えてみるしかありませんね……ローレグ、ヒモビキニ、ブラジル水着、
絆
 ばん
 創
 そう
 膏
 こう

 、全裸、プライド……どれにしましょうか」

「……最後の三つはなんなんだ」





　……ともあれそんな感じで、三日後、俺たち
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 一同はみんなでプールに行くことになったのだった。





みんなでプール









　というわけで三日後。

　
俺
 おれ

 、
夜
 よ
 空
 ぞら

 、
星
 せ
 奈
 な

 、
小
 こ
 鳩
 ばと

 、
幸
 ゆき
 村
 むら

 、
理
 り
 科
 か

 の六人は、現在プールに向かうバスの中にいる。

　行き先はちょっと前に俺と星奈が二人で行った市営のスポーツセンター『
竜
 りゆう
 宮
 ぐう

 ランド』で、プールの他にスポーツジムやスパも入っているかなり立派な施設である。

　立派ではあるのだが最寄りの駅からバスで四十分という立地条件のせいで経営状態はかなり悪いらしい。

　実際、俺と星奈が行ったときもガラガラだった。

　だったのだが……今日はどうも違う様子だった。

　前に来たときは余裕でバスに座れたのに、今回はバス停に並んでいる人がいっぱいで、
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 の面々は
誰
 だれ

 も座ることができなかった。

　ぎゅうぎゅう詰めのバスの中、俺の目の前では夜空がものすごく疲れた顔をしている。

「……夜空顔色悪いぞ。大丈夫か？」

　心配になって尋ねると、

「……酔った」

　どんよりした顔で端的にそんな返事。

「酔った……って、ええ!?
 」

「……酔ったと言ってもバスにじゃない。人混みにだ」

「あー……」

　人混み苦手そうだもんなこいつ。

　俺もべつに得意というわけじゃないけど、長年バーゲンやタイムサービスで鍛えられてきたからけっこう耐性はあったりする。

「……気持ち悪い……」

「リ、リバースだけは勘弁してくれよ……？」

「当たり前だ……そんな無様なこと……私は絶対に、はかない……」

「一応ビニール袋用意しとくけど……」

「死んでもはかないから大丈夫だ……」

「……頑張ってください夜空先輩。理科も頑張ります……」

　俺の隣では理科が夜空と同じようにぐったりした顔をしていた。

　服装はいつもの制服＆白衣。

「……お前も大丈夫か」

「……引きこもりにこの混雑は辛いです。……でも平気です。いざとなれば
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩の下半身でエネルギー補充しますから」

　いつもの下品な軽口にも元気がない。

「……くふふ……ところで
夜
 よ
 空
 ぞら

 先輩がはかないはかないって言うとなんだかコーフンしますね……」

「何を言ってるんだお前は……」

　ちなみに
理
 り
 科
 か

 の隣には
幸
 ゆき
 村
 むら

 がいるのだが、いつもと同じぽーっとした顔でバスに揺られていた。

　幸村の格好は例によってメイド服で、めちゃくちゃ周囲の注目を集めている。

　夜空や理科とは正反対に元気なのは
星
 せ
 奈
 な

 で、運悪く密着して向き合う感じで乗車することになってしまった
小
 こ
 鳩
 ばと

 にしきりに話しかけている。

「ねーねー小鳩ちゃん、プールについたら何がしたい？」

　星奈の胸に頭を埋めるような形の小鳩は、嫌そうな顔でうつむきながら小声で、「……およぐ」と答えた。

「そっかー泳ぐかー。そりゃそうよねー。ね、あたしが泳ぎ教えたげよっか？」

「……いい」

「小鳩ちゃん泳げるの？」

「……ん」

「なにが得意？」

「……遠泳」

「遠泳かー。遠泳いいわよねー。やったことないけど。じゃあ一緒に遠泳しよっかー」

「……や」

　素っ気ない小鳩の態度だが、それも星奈にとっては
萌
 も

 えポイントらしい。

「くううう
 
 
 

 つれないところがまたいいわあ♥　これがツンデレってやつなのね」

「……ぅぅぅ助けてあんちゃん……」

　心底嫌そうな小鳩だった。

　星奈のギャルゲー脳は日増しに深刻になりつつあるな……。

　ちなみに星奈と小鳩の金髪
碧
 へき
 眼
 がん

 コンビ（行き先がプールなので小鳩も今日は赤のカラーコンタクトを外している）も幸村と同じくらいバスの中で注目を集めていて、ひそひそと男性乗客の「すげえ
可愛
 かわい

 い
姉
 し
 妹
 まい

 だよな」といった
囁
 ささや

 きがたまに耳に入ってくる。

　……小鳩は
俺
 おれ

 の妹なんだけどな。






　　








　そうこうしている間に、ようやくバスは目的地の『
竜
 りゆう
 宮
 ぐう

 ランド』にたどり着いた。

　途中で他の客が降りて座れるかと思いきや逆に新しく乗ってくる客ばかりで、車内の人口密度は増す一方だった。

　そして『竜宮ランド』に停車すると、乗客はみんな一斉に降りた。

「く……やっと、着い、た……」

「うぅ～……せんぱぁい……」

　バスを降りると、ぐったりした様子の
夜
 よ
 空
 ぞら

 と
理
 り
 科
 か

 が
俺
 おれ

 の両腕にしがみついてきた。

　俺でもかなりしんどかったので、この二人には拷問に等しかったのかもしれない。

「ふふ……どうだ
小
 こ
 鷹
 だか

 ……はかなかっただろう？」

「ああ、偉い偉い」

　素直に夜空を
褒
 ほ

 める。

　何度か本気でヤバそうだったからなこいつ……。

「はいてない夜空先輩……ハァハァ…………
 すううううう
 ……はああああ
 ぁ
 
 ……」

　理科が大きく深呼吸した。

「うう……理科もうバスは嫌です……。帰ったら理科『どこでも窓』か『ウメコプター』を作ろうと思います」

「……頑張れ。二十二世紀の科学はお前の手にかかってる」

　かなりマジな目をして言う理科にとりあえずそう言って周囲を見回す。

　バスから降りた人の群れの中に
幸
 ゆき
 村
 むら

 、
星
 せ
 奈
 な

 、
小
 こ
 鳩
 ばと

 の姿を見つける。

　三人もこちらに集まってきた。

　他の人々は、行列を作り吸い込まれるようにして『
竜
 りゆう
 宮
 ぐう

 ランド』の建物の中へと入っていく。

「なんかすげえ人だな」と俺。

　星奈も少し不思議そうな顔で、

「そうね。前に来たときはこんなんじゃなかったのに……。やっぱり暑いから庶民どももプールに群がってきたのかしら？」

　ちなみに今日も猛暑。

　空には雲一つない青空が広がっている。

「くっ……
忌
 いま
 々
 いま

 しい太陽め……しかし真の姿となった我を滅ぼすことなどできぬわクククククク…………
 はよプール入りたい」

　小鳩が含み笑いをしながら言った。

「それじゃまあ、俺たちも中に入るか」

　俺たちは列に並び、建物に入ってすぐの券売り場でプールの入場券を購入。

　そのときに混雑の理由が判明した。

　なんでも八月いっぱい『全ての施設の料金が半額』という捨て身のサービスを実施しており、連日の猛暑もあって普段とは段違いに多くの人が訪れているらしい。

「……七月に来ればよかった」

「でもまあ、安いからいいじゃないか」

　沈痛な面持ちで言う夜空に俺が返すと、

「人混みに行くくらいなら倍の料金を払った方がマシだ。バーゲンとかタイムサービスも滅びればいい」

「……それは困るな……」

　そんなこんなでプールへと向かう
俺
 おれ

 たち。

　俺と
幸
 ゆき
 村
 むら

 は男子更衣室へ、その他の四人は女子更衣室へと入っていった。

　……男子更衣室へ向かう俺と幸村（メイド服）が周囲からめちゃくちゃ奇異の目で見られたことは言うまでもない。






　　








　男子更衣室の中も、ガラガラだった前回と違って当然のように混んでいた。

　幸村が更衣室に入ると、近くで着替えていた人たちがギョッとした視線を向けてきた。

「あにき……」

　不安そうな声を漏らす幸村。

「やはりわたくしは、男の人に嫌われるなんじゃくものなのでしょうか……」

「いや軟弱者とかそういうのじゃなくて……」

　どう説明したものか。

　しかしその前に困惑している更衣室の人たちの誤解を解く方が先決だ。

　どうしようかな……「こう見えてこいつはれっきとした男なんだ！」と叫ぶのが手っ取り早いんだろうけど……。

　……無理、見ず知らずの人たちに向けて叫ぶとか無理……！

　しかし言わなければ伝わらない。

　めちゃくちゃ緊張するけど、俺は勇気を振り絞って、とりあえず一番近くでこちらをじろじろ見ている子供連れのおじさんをしっかり見据え、

「こ、こう……ゴホンッ……こ……ゴ、ルァッ！」


　…………
 あれ。

　なんか
恫
 どう
 喝
 かつ

 の
雄叫
 おたけ

 びみたいになっちゃった気がする。

「ひ、ひいっ!?
 」

　残念ながら気のせいではなかったようで、おじさんと子供が
怯
 おび

 えた様子で顔を
背
 そむ

 ける。

　その他、ちらちらとこちらを見ていた人たちも一斉に視線を
逸
 そ

 らした。

　前にいた人たちがまるで道を
開
 あ

 けるかのようにロッカーや壁に
身体
 からだ

 を寄せる。

「さすがあにきです……」

　尊敬の
眼
 まな
 差
 ざ

 しを向けてくる幸村。

「と、とりあえず奥に行くぞ！」

　俺は早足で幸村の手を引き、更衣室の奥の方へ向かった。

　空いているロッカーを二つ見つけたので、ここで着替えることにする。

　近くに着替え中の人が二人ほどいたけど、慌てた様子で水着を
穿
 は

 きながら半ケツの状態で出て行ってしまった。

　釈然としないが、ともあれ
俺
 おれ

 たちの周囲には
誰
 だれ

 もいなくなった。

　ロッカーの
陰
 かげ

 になっているので他の人たちからこの場所の着替えは見えない。

　いやまあ、見えても全然問題ないんだけど。

　……問題ない
筈
 はず

 、なんだけど。

「それじゃあ着替えるか……」

「はい、あにき」

　俺はバッグから水着を取り出す。先日と同じ、普通のトランクスタイプ。

　と、ふと気になって
幸
 ゆき
 村
 むら

 に尋ねる。

「……お前の水着ってどんなのなんだ？」

「ごらんください」

　幸村が取り出したのは、三枚の布きれ──セパレートの水着とパレオ。

　どう見ても女性用。

「なんで水着まで女物なんだよ!?
 」

　すると幸村はいつものぼーっとした顔で、

「
夜
 よ
 空
 ぞら

 のあねごが、水着も女性用にせよと」

「なにゆえに夜空に水着の相談をする……！」

「あねごはわたくしのあどばいざーですゆえ。女中さんのかっこうよりもさらに内面の男らしさが求められるので、まだわたくしには早いかもしれないといわれましたが、なにごともちゃれんじしてみようかと」

「チャレンジしすぎだ！」

　こいつ、夜空のことを信頼しきってるな……。

　幸村やマリアのように素直なヤツは、夜空にとって格好の遊び道具なのだろう。

「……やはりわたくしにはまだ早いのでしょうか。いちおう、男物の水着も持ってきたのですが」

「ぜひそっちにするべきだ」

　断言する俺。

「さようですか。あにきがそう
仰
 おつしや

 るならば……」

　少し残念そうな様子で幸村は女物の水着をしまうと、別の布を取り出した。

「……？」

　俺は
眉
 まゆ

 をひそめる。

　なんかけっこうなボリュームがある白い布で、その材質はナイロンやポリエステルなどの
化
 か
 学
 がく
 繊
 せん
 維
 い

 とは明らかに違う。

「……それが水着か？」

「はい。ふんどし
 というものです」

「女物の水着にしてくださいお願いします！」

　全力で頼む
俺
 おれ

 だった。

「わかりました。それではこちらのふんどしはあにきに……」

「遠慮しておく」

　丁重に断ると
幸
 ゆき
 村
 むら

 は少し残念そうな顔をした。

「それじゃ着替えるか……」

「はい」

　幸村はこくんと
頷
 うなず

 き、メイド服のエプロンを外す。

　エプロンを
丁
 てい
 寧
 ねい

 にたたみロッカーに入れる。

　ワンピースの胸元のリボンをしゅるしゅるとほどき、首の後ろに手を伸ばす。

「ん……ぅん……っ」

　妙に
艶
 なま

 めかしい吐息を漏らしながら、首の後ろにあるボタンを外そうと奮闘する幸村。

　しかしなかなか上手くいかない。

「手伝うか？」

「ふぁ……んっ。……おねがいします、あにき」

　俺が言うと幸村は頷いて俺に背を向けた。

　俺がボタンを外すと、白いうなじが
露
 あら

 わになって不覚にもドキっとした。

　お、お、お、落ち着け俺……こいつは男……男なんだ……！

「助かりましたあにき。恥ずかしながら、ここのぼたんにはいつも苦労するのです」

　やんわりと
微笑
 ほほえ

 んで、幸村は次に
袖
 そで

 から腕を抜く。

　男のものとは思えない細く白い腕が露わになる。

　さらにゆっくりと幸村の
身体
 からだ

 からずり落ちていくワンピース──。

「ま、まあたしかに一人では難しそうだよなメイド服って着るのも
脱
 ぬ

 ぐのも！」

　服が胸まで下がる直前、俺は思わず幸村に背を向けていた。

「どうしたのですか？　あにき」

　きょとんとした様子で尋ねてくる幸村。

　こいつは男だ……男なんだ……そう思ってちらりと後ろを見ると、ワンピースは腰まで下りた状態で、幸村は両手を交差して胸を隠していた。

　
華
 きや
 奢
 しや

 な腰、小さなへそ。

「つーか、なんで胸を隠す……!?
 」

　幸村は
微
 かす

 かに
頰
 ほお

 を赤らめ、

「普通の男子よりもむないたが厚くないので恥ずかしいのです……。しかしあにきがごらんになりたいとおっしゃるならば……」

「ごらんにならない！　俺のことは気にせず着替えを続けてくれ！」

　俺は再び幸村から顔を
背
 そむ

 け、いそいそと自分の服を脱ぎ始める。

「わかりました」と幸村の声。

　……む、無理……！

　とてもじゃないがこいつの生着替えを間近で直視することなんて無理！

　
幸
 ゆき
 村
 むら

 のクラスの男子が体育のときの着替えなどで幸村を
避
 さ

 ける気持ちが今の
俺
 おれ

 にはとてもよくわかった。

　これは健全な男子高校生には刺激が強すぎる……！

　すぐ後ろで聞こえる、しゅるしゅるという
衣
 きぬ
 擦
 ず

 れの音。

　うわーめちゃくちゃ緊張する……！

　幸村の方を見ないように見ないようにしながら、俺は着替えを続けた……。






　　








「遅い！　なんで男のほうが遅いのよ！」

　俺と幸村が更衣室を出てシャワーの前に行くと、
星
 せ
 奈
 な

 がふくれ面をしていた。

　星奈の隣には
小
 こ
 鳩
 ばと

 もいる。

　一人のときより倍以上時間かかったからなあ……星奈が怒るのも無理はないか。

　ちなみに星奈の水着は前回と同じく派手なビキニ。

　小鳩のは星奈のよりもさらに露出が激しい、布面積がやたらと小さい赤色のローライズビキニ。

　小六の
頃
 ころ

 からの小鳩のお気に入りの水着なのだが、兄としてはちょっとやめてもらいたいと常々思っている。











　買った当初は家の中でもこの水着を着て過ごすほどだったから、まあマシになったと言えなくはない。

「着替えにちょっと手間取ったんだ。すまん」

　
星
 せ
 奈
 な

 に謝る。

　と、その星奈の視線が
俺
 おれ

 のうしろ、
幸
 ゆき
 村
 むら

 へと
注
 そそ

 がれる。

「………………
 なんで水着まで女物なの？」

「……俺に言われても困る」

　ひそひそと尋ねてくる星奈に俺は答えた。

　改めて幸村を見るとやっぱり尋常じゃない美少女ぶりで、絶対に男には見えない。

　もちろん胸は真っ平らだが、世の中には胸のない女子もいるし……。

「あにき、わたくし、どこか変でしょうか……」

　少し
頰
 ほお

 を染めてもじもじする幸村。

「いや全然変じゃない……変じゃないのが問題なんだ……」

　俺は幸村から目を
逸
 そ

 らした。

「……あー、ところで
夜
 よ
 空
 ぞら

 と
理
 り
 科
 か

 は？」

「なんかちょっと休んでから来るって」

　星奈が答えた。

「バスで相当参ってたみたいだからな……なら先にそのへんで泳いでるか」

　俺が言って、星奈と
小
 こ
 鳩
 ばと

 と幸村が
頷
 うなず

 く。

　シャワーを浴び準備運動をして、俺たちは近くのプールへと入った。

　……入った。

　…………
 。

　………。

「泳いでるっつーか……ほんとに『入ってる』だけだよなこれ……」

　プールは当然のように人でいっぱいだった。

　どこを見ても人だらけで、思う存分に遊ぶどころか普通に泳ぐことさえ難しいという状態だった。

「
鬱
 うつ
 陶
 とう

 しいわね大衆どもが……サメでも出ないかしら」

　不機嫌そうに星奈が夜空のようなことを言った。

「……遠泳……できへん」

　小鳩が泣きそうな顔で言う。

「これではおよげませんね」

　ぴたりと俺の腕に張り付いている幸村は、それほど残念そうではなかった。

「流れるプールとかウォータースライダーだったら混んでても遊べそうだから、夜空たちが来たらそっちへ行こう」

　
俺
 おれ

 が言って、
星
 せ
 奈
 な

 たちも同意した。

　そして俺たちはプールに『入って』、
夜
 よ
 空
 ぞら

 たちを待つ。

　しかし。

「ああもう遅いわねなにやってんのよ！」

　星奈が
苛
 いら
 立
 だ

 った声を上げた。

　ほとんど適当に水にぷかぷか浮いているだけの時間を過ごすこと約二十分。

　夜空と
理
 り
 科
 か

 はまだ来なかった。

「ちょっと見てくるわ」

「頼む」

　星奈がプールを出て、夜空たちの様子を見に行った。

　俺と
幸
 ゆき
 村
 むら

 と
小
 こ
 鳩
 ばと

 は何をするでもなく星奈を待つ。

　数分後、星奈が一人で戻ってきた。

「どうだった？」

「……帰るってメールが入ってた。ったく、なにしに来たんだか……」

　ふくれ面で星奈は答えた。

「……せっかくあのバカにあたしの華麗な泳ぎを見せつけてやろうと思ってたのに」

　残念そうに独りごちる星奈だった。





　それから俺たちは、四人で流れるプールやウォータースライダーに行ったのだが、流れるプール（例によって人でいっぱいだった）は『水遊びがしたい』のではなく『思う存分に泳ぎたい』派の星奈や小鳩には不満で、ウォータースライダーも三十分待ちというすごい行列だったので
諦
 あきら

 めた。

　夜空と理科の離脱で下がった俺たちのテンションはついに底辺まで落ち、

「…………
 帰ろっか」

　ぽつりと星奈が言って、俺たちは力なく
頷
 うなず

 いた。





　……こうして、
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ
 揃
 そろ

 ってのプール行きはとても残念な結果に終わった。

　早い時間だったので帰りのバスはそれほど混んでなかったのだけが幸いだった。





出現！　魔人アシュタロス!!










　プールに行った翌日の午後。

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 から『水着を持ってくること』というメールがあったので
怪
 け
 訝
 げん

 に思いつつも水着を持って
俺
 おれ

 と
小
 こ
 鳩
 ばと

 は部室へ向かった。

　礼拝堂へ行く途中でうしろから
星
 せ
 奈
 な

 が追いついてきたので三人で歩く。

「夜空のバカが水着持ってこいとか言ってたけど持ってきた？」と星奈。

「まあ、一応。なんなんだろうな」

「『
竜
 りゆう
 宮
 ぐう

 ランド』の他にも市内にプールはあるからそっちに行くとかかしら」

「混んでるのはどこも同じだと思うけどな」

　今日も、とても暑い。

　早足で礼拝堂に入り、部室のドアを
開
 あ

 ける。





　馬の化け物がいた。







「「馬ァッ!?
 」」












　
俺
 おれ

 と
星
 せ
 奈
 な

 が同時に叫ぶ。

　部室の中に、頭は馬で、囚人服を思わせる白と黒の
縞
 しま
 模
 も
 様
 よう

 の首から足首までを覆うフルボディの水着を着ている変質者が立っていたのだ。

　やたらリアルな馬の頭。

　その近くのソファでは白衣姿の
理
 り
 科
 か

 が座っていて、水着姿の
幸
 ゆき
 村
 むら

 もいつもの位置でぼーっと立っていた。

　馬人間を見て
小
 こ
 鳩
 ばと

 が冷や汗を垂らす。

「……ククク……まさかこのような場所で魔人アシュタロスと遭遇しようとは……さては解放した我が
闇
 やみ

 の力に
惹
 ひ

 かれて魔界の
牢
 ろう
 獄
 ごく

 より
這
 は

 い
出
 で

 てきたか……しかし
魔界の門
 イヴイルゲート

 は先の神魔大戦で崩壊した
筈
 はず

 ……新たなる《ゲート》が開いたというのかククク……」

「いやそういうのはいいから」

　ジト目でツッコみ、馬人間をよく見る。

　馬の首のあたりから、さらさらの黒い髪がはみ出ている。

「……お前もしかして
夜
 よ
 空
 ぞら

 か？」

「その通りだ」

　馬人間改め
三
 み
 日
 か
 月
 づき

 夜空は馬マスクのせいでくぐもった声で答えた。

「なにやってんのあんた？　バカなの？　アホなの？」

　ストレートに尋ねる星奈に夜空がずいっと顔を近づける。

「ち、近づかないでよキモい！」

　本気で嫌そうな顔をする星奈の前で、夜空はぶんぶんと首を振る。

「痛っ！　ちょ、やめ、痛いっての！」

　硬い鼻の部分が星奈の額にゴツゴツ当たり星奈は泣きそうな顔をする。

「今日は水着デイなのです」

　理科が立ち上がり淡々と言った。

　普段は白衣の前を
開
 あ

 けているのだが、今日は前のボタンをしっかりと留めていた。

　
微
 かす

 かに開いた首もとに制服の
襟
 えり

 やタイはなく、素肌が見えている。

「……水着デイ？」

　なんとなく察しつつも聞き返す。

「水着で部活をしようという企画です」

　そのまんまだった。

「……なんのためにそんな残念なことを？」

「せっかく水着を買ったのに着ないのはもったいないからだ」

　馬夜空が不機嫌な声で言った。

「あんたたちが帰っちゃうのが悪いんでしょうが」と星奈。

「まあ、俺たちもすぐに帰ったんだけどな……プールめちゃくちゃ混んでて全然遊べなかった」

　すると馬マスクの下で
微
 かす

 かに「ほっ」という息が聞こえた気がした。

「だったら好都合だ。貴様らも水着になるがいい」

　胸を反らす
夜
 よ
 空
 ぞら

 。

「……いや夜空、水着デイとやらはともかく、その馬マスクはなんなんだ？　あとなんでそんな競泳選手みたいな水着なんだ」

「人が大勢いるところで肌を露出させるなど恥ずかしいではないか」

「そんな水着の方がよっぽど目立つだろうが」

「ふっ、そのためのこのマスクだ。肌をさらすことなく、顔も見られないから恥ずかしくないのだ」

　そして誕生したのが怪人馬女というわけか……。

「……昨日すぐに帰って正解だったな。その格好でプールに来てたら間違いなく怒られてたぞ」

「なに？　馬マスクをかぶって泳いではいけないという決まりはないだろう」

「変なものをプールに入れるなって決まりならあるぞ多分」

「なん……だと……」

　表情はわからないがどうやら本気で驚いているらしかった。

　続けて
理
 り
 科
 か

 の方に目をやる。

「……お前はなんていうか、予想通りだな」

　すると理科は自信ありげに笑う。

「ふふふ、この白衣の下を見ても同じことが言えますかね……？」

「？」

　白衣のボタンを順番に外していく理科。

「理科の水着はこれです……名付けて『バカには見えない水着
 』！」

「それお前ただの全裸だろ!?
 」

「いつもながら素早いツッコミさすがです
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩！　それでは御覧下さい！　理科の生まれたままの姿を！」

　露出狂の変質者のごとく白衣をバッと
脱
 ぬ

 ぎ捨てる理科。

「うわっ、や、やめろバカこの変態露出狂！」

　
俺
 おれ

 は慌てて目を閉じて顔を
背
 そむ

 ける。

　そんな俺の耳元で、理科は
悪戯
 いたずら

 っぽい声で
囁
 ささや

 く。

「なーんて、
噓
 うそ

 ですよ♥」

「え……」

　目を
開
 あ

 けると、目の前に理科の姿。

　着ているのはなんというか、ごく普通のワンピースの水着。

　まあ、無難に似合っていた。

「……普通だな」

　
俺
 おれ

 が言うと
理
 り
 科
 か

 は苦笑し、

「さすがの理科もプールで全裸になるほど変態じゃないですよ」

「そりゃそうか……」

　普段の言動がアレだからつい
騙
 だま

 されてしまった。

「ちなみにこの水着、お湯に
浸
 つ

 けると透明になる特殊素材でできています。
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩と一緒に混浴の温泉に行って、水着だと思って油断している先輩の目の前でお湯に入った理科がいきなり全裸に！　不意打ちに理性を失った小鷹先輩は
迸
 ほとばし

 る
獣
 じゆう
 欲
 よく

 の
赴
 おもむ

 くままおもむろに水着を
脱
 ぬ

 ぎ捨て理科に向かってダイビング！」

　前言撤回。

　やっぱり変態だった。

「心配しなくても俺がお前と一緒に温泉に行くことなんて絶対ないから」

「マジですか」

「マジ」

「がくり」

　理科はわざとらしくうなだれてみせた。

　と、そのとき。

　部室の扉が勢いよく開かれ、マリアが入ってきた。

「お兄ちゃん！」

「おう」

　飛びついてきたマリアの頭を
撫
 な

 でてやる。

「えへへ……」

　気持ちよさそうに笑うマリア。

　ちなみに先日のマリアの食事問題だが、
何
 な
 故
 ぜ

 かマリアは自分からあんまり高級なものはいらないと言いだし、現在は野菜の入ったサンドイッチやおにぎりなど、ごく普通の昼飯になっている。

「クッ、現れたな
忌
 い

 まわしき神の手先め……我が
眷
 けん
 属
 ぞく

 より離れよ……！」

　例によって
小
 こ
 鳩
 ばと

 がマリアを引きはがそうとする。

　が、それより早く、

「ぎょぎゃっ!?
 」

　突然悲鳴を上げてマリアは自分から
飛
 と

 び
退
 の

 き、床に
尻
 しり
 餅
 もち

 をついた。

　マリアの視線は俺のうしろに
注
 そそ

 がれていた。

　言うまでもなく馬マスク
夜
 よ
 空
 ぞら

 だ。

「か、怪獣！　怪獣がおる！」

　
怯
 おび

 えた顔で
震
 ふる

 えるマリア。

「大丈夫だ、こいつは──」

　夜空だ、と俺が教える前に、夜空がずいっとマリアへと近づいた。


「ギャア──────
 ッ!?
 」


　絶叫するマリアに
夜
 よ
 空
 ぞら

 は馬頭をぐいぐいと近づける。


「オレサマ、オマエ、マルカジリ」


　夜空が低い声で言って、マリアの顔が絶望に
歪
 ゆが

 む。

「食べられないです食べられません！　なまもの！　なまものだから！」


「チャントヨク焼イテタベル」


「ややや焼いてもワタシは
美
 お
 味
 い

 しくありません！　最近ちゃんと野菜も食べてるから野菜味です！　お野菜！　ベジタブル味なので！」


「ダイジョウブ、オレサマ、ベジタリアン……」


「ええー!?
 　うえええん！　こんなことならステーキ食べるのやめるんじゃなかったー！　ぶくぶくのお肉味になればよかったー！」

「ククク……ゆくのだ魔人アシュタロトよ……！　その生意気な神の手先を頭からぼりぼり食べてしまえ……！」

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 が夜空に便乗する。……アシュタロスじゃなかったっけ？

「ぐううう！　や、やっぱりコイツ吸血鬼の仲間か！　バカバカアホうんこ吸血鬼！　オマエなんか死んでまえ！」

「ククク……死ぬのは貴様だ愚かなる聖職者よ……豚骨スープになるがいい……」


「オレサマ、オマエ、ボリボリタベル。スナック感覚デタベル」


「ふ……ふえええええ
 ん！　ワタシは豚でもお菓子でもないのだー！　助けてお兄ちゃあああん！」

　マジ泣きしそうだったので、とりあえず夜空の頭を軽く
叩
 たた

 く。

「まあそのへんにしておけ夜空」

「……そうする」

　意外と素直に夜空は馬のかぶり物を取った。

　ばさあっと長い黒髪が広がる。

「ふう──」

　冷房の効いた部屋でもさすがに暑かったらしく、夜空の顔は紅潮し額には大粒の汗が
滲
 にじ

 んでいた。

「わあっ、馬が夜空になった!?
 　なんでなんでなんで!?
 」

　事情がよくわからず
驚
 きよう
 愕
 がく

 の声を上げるマリアに夜空は真顔で淡々と、

「……これは
呪
 のろ

 いのマスクだ。かぶると魔人
明
 あ
 日
 す
 太
 た
 郎
 ろう

 に意識を乗っ取られてしまう。私もちょっと危なかった」

「おー、そんな恐ろしいものがあったのかー……こわいなー」

　まじまじと馬マスクを見つめるマリア。

「おっと、手が
闇
 やみ

 の力に操られた」

　すぽっ！

　突然
夜
 よ
 空
 ぞら

 が馬マスクをマリアの頭にかぶせた。

「ギャ────
 ッ!?
 　真っ暗でなにも見えないぞー!?
 」

「ククク……それは貴様の精神が
闇
 やみ

 の力に浸食されている証拠だ……」

　ぶかぶかの馬マスクをかぶってふらふらしているマリアに
小
 こ
 鳩
 ばと

 が言った。

「うう～！　馬怪獣なんかになりたくない～！　助けてー！」

「ククク……助かりたくば二度とあんちゃんに近づかぬと誓え……」

「やだ！　お兄ちゃん好き！」

　即答するマリアに小鳩は
頰
 ほお

 を
膨
 ふく

 らませる。

「むー。で、では馬の怪物に成り果てるがよいわあほー！」

「それもやだ！　こうなったら吸血鬼をぶっころしてこの
呪
 のろ

 いを解いてやる！」

　言うが早いかマリアは小鳩の声を頼りに小鳩めがけて突進する。

　がっつんっ！

「ぼげえっ!?
 」

　腹に馬マリアの頭突きがクリーンヒットして小鳩が泣きそうになる。

　その衝撃でマリアの頭から馬マスクが外れた。

「やった！　呪いが解けたぞ！　くははざまあみろクソが！」

「ぐうう…………
 この、ええと……あほ────
 ッー！」

　小鳩がマリアにつかみかかる。

「あほって言うほうがあほだ！　うんこ吸血鬼め！」

「うっさいわこのうんこ聖職者！」

「はいオマエあほー！　うんこって言うオマエがあほうんこ決定ー！」

「ほんならあんだはうちのこと吸血鬼ってゆったから吸血鬼じゃ！」

「あ、そうか！　じゃあワタシが吸血鬼でオマエが聖職者か!?
 　あれれえ!?
 　も、もうワタシにはなにがなんだかわからないのだー!?
 」

「うっさいあほー！　うちにもようわからんわあほ！」

「だったらわからないなりにオマエをとりあえずぶっころすのだ！」

　いつものように、マリアと小鳩は取っ組み合いのケンカを始めてしまった。

「えへへ……十歳児にマジ切れする小鳩ちゃんも
可愛
 かわい

 い♥」

　二人の争いを見つめながら
星
 せ
 奈
 な

 がニヤニヤしている。

　それからふと思い出したように夜空の方を向き、

「ていうか夜空さあ、水着無駄にしたくないなら海に行くのはどう？」

　夜空は
憮
 ぶ
 然
 ぜん

 とする。

「海なんて人がいっぱいだろうが」

「プライベートビーチに行けばいいじゃない」

　あっさりと星奈は言った。

「……そんなものがどこにある」

「え、うち持ってるけど？　ビーチと別荘」

　これまたあっさり言う
星
 せ
 奈
 な

 に、
夜
 よ
 空
 ぞら

 は「……ちっ、これだからブルジョワは……」と憎々しげに舌打ちした。

「まあ、実はあたしも小さい
頃
 ころ

 に一回行っただけなんだけどね。遠くて泊まりになるからパパとママは忙しくて行けないし、一人で行っても仕方ないし」

「つまり星奈先輩のおうちの別荘で合宿ができるということですか？」

「合宿!?
 」

　
理
 り
 科
 か

 が言うと、星奈は
何
 な
 故
 ぜ

 か目を輝かせた。

「そっか、合宿かー……。単純に『別荘とビーチ使わせてあげるからあたしを神のようにあがめていいわよ』みたいなつもりで言ったんだけど、合宿かあ……ギャルゲーでもよくあるわよね、合宿……」

「部活っぽいな、合宿って」と
俺
 おれ

 。

「合宿……」

　夜空が
反
 はん
 芻
 すう

 する。

「合宿……リア充の響きがする……。……まあ、リア充になった時に備えてそういうのを経験しておくのもいいかもしれないな……」

「じゃあ決まり？　みんなで合宿」

　星奈が
嬉
 うれ

 しそうに言った。

「俺はいつでも行けるぞ。多分
小
 こ
 鳩
 ばと

 も」

「……ふん、私もだ」

「理科もＯＫです」

「わたくしも問題ありません」

「ふーん、じゃ決定ね」

　みんなの返事を聞いて星奈が軽く言った。

　なんか、とてつもなくあっさりとその場のノリだけで合宿が決まってしまったが、合宿って、プールやカラオケに行くのと変わらないノリでやるものだっけか。

　……基本的に全員友達いない暇人だけあって、フットワークが恐ろしく軽い
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 一同だった。

　そんなわけで、俺たちは唐突に合宿をすることになった。

　話し合った結果、行くのはお盆明けということに。

　……正直、かなり楽しみに思っている俺がいた。







柏
 かしわ
 崎
 ざき

 さんのお宅訪問









　土曜日の昼下がりのこと。

　自分の部屋で読書をしていた
俺
 おれ

 のケータイに、突然
星
 せ
 奈
 な

 から着信があった。

　メールは連絡のためにけっこう頻繁にやりとりしてるけど、通話というのはなにげに
夜
 よ
 空
 ぞら

 たちとアドレスを交換した日に部室で夜空と
喋
 しやべ

 って以来初めてのことだった。

　あのときは夜空が部室にいてケータイで喋る意味がまったくなかったので、普通に家族以外とケータイで通話するのはこれが最初ということになるかもしれない。

　少し緊張しながら通話ボタンを押す。


「も、もしもっ！」


　押すと裏返った声が響いた。

「……もしも？」

「もしもじゃないわよ！　もしもしあたしは柏崎星奈ですけど!?
 」

「ちょっと落ち着け星奈。画面に名前出てるからわかる」

「へ？　あ、そ、そう？　それもそうね……」

　妙に間が抜けた声で星奈が言った。

「お前なんでそんな緊張してるんだよ」

「う、うっさいわね。慣れてないから仕方ないでしょ」

　
憮
 ぶ
 然
 ぜん

 とした声。

「まあいいけど……で、なんか用か？」

「ん。あんた今日暇？　
小
 こ
 鳩
 ばと

 ちゃんも」

「ん……特に用事はないけど。小鳩も多分」

「じゃうち来て」

「は!?
 」

　さらりと言う星奈に驚く俺。

「前に言ってたでしょ。パパに
挨
 あい
 拶
 さつ

 したいって」

「あー」

　たしかに夏休みが始まる前にそんな話をしていた。

　クロニカ学園の理事長である星奈の父親は俺の父親と昔からの友達で、俺と小鳩が学園に編入する際いろいろ便宜をはかってもらったらしい。

「だから今日」

「行くのはいいけど……随分急だな」

「あたしもそう思うけど、なんかパパが急いで会いたいって言い出したのよ」

「……なんで？」

「さあ？　とにかくＯＫ？」

「……まあ、了解」

　疑問を感じながらも
俺
 おれ

 は
頷
 うなず

 いた。

　それから行き方や時間などの話をして、通話を終えた。

　そんなわけで俺と
小
 こ
 鳩
 ばと

 は今日の夕方、
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 家の屋敷を訪れることになった。






　　








　普段通学に利用している学園行きのバスに乗り、クロニカ学園前を通り過ぎて五つ目のバス停で降りる。

　ちなみに俺の服装はクロニカ学園の制服で、小鳩も私服通学可のため編入以来一度も着ていない中等部の制服を着ている。

　バス停からの道は、
星
 せ
 奈
 な

 が言うには「バスを降りて目の前だからすぐわかる」とのことだったのだが、実際すぐわかった。

　バス停の目の前、道路を挟んだ先に背の高い草花が生い茂る小高い丘があり、丘の上に一軒の大きな洋館が建っている。

　その洋館へと、石畳の坂道が伸びている。

　坂道の入り口近くには『この先私有地』と書かれた少し
無
 ぶ
 粋
 すい

 な印象の立て札がある。

　周囲に他の民家はほとんどなく、田園風景が広がっている。

　この街は別に都会というわけではないが、それでも同じ市内だとは思えないくらい、あるいは何十年も前にタイムスリップしてしまったのかと思うくらい、のどかな場所だった。

　ともあれ、あの洋館が星奈の家で間違いなさそうだ。

　俺と小鳩は車の全然通らない道路を横切り、坂道を上っていく。

　十分ほど歩き続け、ようやく坂道が終わった。

　さらに石畳を歩き玄関の扉にたどり着く。

　やたら威圧感のある大きな扉。

　……チャイムはどこにあるんだろう？

　緊張を覚えつつ扉の周りの壁をきょろきょろ見回すが、チャイムらしきものは見当たらなかった。

　と、いきなりギィィという重々しい音を立てて扉が開かれた。

　小鳩が
怯
 おび

 えた様子で俺の後ろに隠れる。

　開かれた扉の先にいたのはこんな洋館には不似合いな着流しの男性と、執事服を着た女性だった。

　扉を
開
 あ

 けたのは執事服の女性の方。

　すらりとした
体
 たい
 軀
 く

 のセミショートの金髪の美人で、年は二十代半ばくらいかもっと若く見える。

　
瞳
 ひとみ

 は
星
 せ
 奈
 な

 と同じ澄んだ
碧
 へき
 眼
 がん

 。

　人形のような無表情のため少し怖い印象がある。

　着流しの男は三十前後だろうか。

　長い黒髪で、髪型は前髪を後ろに
撫
 な

 で
付
 つ

 けて結んだ、いわゆる総髪。

　かなりの美男子だが険しい表情。

　なんというか、服装や髪型と相まって気難しい文豪のような雰囲気の男だった。

　こんな二人がいきなり目の前に現れて緊張するなという方が無理だろう。

「あ、あの……」

「どうぞ」

　執事服の女性が扉を
開
 あ

 けたまま
俺
 おれ

 たちを招き入れる。

　俺たちが屋敷内に入ると彼女は扉を閉めた。

　外装は古風な建物だが中は空調が効いているらしく涼しい。

　広々としたホールで、壁面には幾つかのドアや奥へと伸びる通路、正面には吹き抜けになっている二階へと上がる階段が見える。

「……
隼
 はや
 人
 と

 の子供たちだな」

　和服の男が威厳たっぷりの低い声で言った。

　ちなみに隼人──
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 隼人というのが俺たちの父親の名前だ。

「あ、はい」











「私が
星
 せ
 奈
 な

 の父だ。聖クロニカ学園の理事長をしている」

　この人が……。

　星奈
曰
 いわ

 く自分の容姿は母親似らしいが、たしかにあまり星奈とは似ていない。

　
俺
 おれ

 の父さんと同い年だとすると四十過ぎの
筈
 はず

 だが、それよりはずっと若く見えた。

「は、はじめまして理事長。
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 
小
 こ
 鷹
 だか

 です。こっちは妹の
小
 こ
 鳩
 ばと

 」

　理事長直々の出迎えに驚きつつ
挨
 あい
 拶
 さつ

 する。

「ふむ……
隼
 はや
 人
 と

 に似てふてぶてしそうな顔をしている」

　俺の顔を
睨
 にら

 むように凝視して理事長は言った。

「こっちは……」

「ぅぅ～」

　理事長にジロリと見下ろされ、小鳩はますます縮こまってしまった。

「……幼いがアイリさんの
面
 おも
 影
 かげ

 があるな」

　アイリ──それが今は亡き俺たちの母さんの名前だった。

　俺の両親と旧知であるというのは間違いなかったらしい。

「ついてきなさい。食事の準備をしてある」

「お待ちを
旦
 だん
 那
 な
 様
 さま

 」

　
踵
 きびす

 を返す理事長を、執事服の女性が呼び止めた。

「なんだ？」

　向き直る理事長に、彼女は淡々と言う。

「まだこちらの自己紹介が終わっておりません。小鷹様と小鳩様にだけ名乗らせるというのはいかがなものかと」

「ぐ……」と理事長はなぜか苦々しげに
呻
 うめ

 いた。

「私は星奈の父で、理事長で……学校案内の資料に私の名前も載っていただろう」

「え……すみません、よく読んでなくて……」

「ぐ……！」

　俺が言うと
凄
 すご

 い目で睨まれた。

　それから理事長は俺から顔を
逸
 そ

 らし、小声で、

「
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 …………
 
天
 てん
 馬
 ま

 ……天の馬と書く
 」

「……柏崎天馬、さんですか」

　ちょっと珍しいかもしれないが、特に変な名前だとは思わなかった。

「『天馬』と書いて『ぺがさす
 』と読むのです」

　心なしか大きな声でそう言ったのは執事服の彼女だった。

「ぺがさす？」と俺が聞き返すと、


「その名前で俺を呼ぶんじゃない！」


　耳まで真っ赤にして大声で怒鳴られた。

　……それからハッとした顔で「ゴホン」と
咳
 せき
 払
 ばら

 いする……ええと、
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 
天馬
 ぺがさす

 理事長。

　しどろもどろになりながら、

「あ、いや、まあ……その、なんだ。あまりその、威厳がある
類
 たぐい

 の名ではないだろう……で、あるから、理事長的には、なるべく他人に呼ばれたくないというか……」

「わ、わかりました」

　最初の印象とのギャップに戸惑いつつ、まあ気持ちはわかるので
俺
 おれ

 は
頷
 うなず

 く。

　ペガサス……子供の
頃
 ころ

 ならまだしも、大人になるとキツいものがあるお名前だった。

「ええと、ちなみにあなたが
星
 せ
 奈
 な

 ……さんのお母さんですか？」

　いくら何でも若すぎるから違うだろうと思いつつも話題を
逸
 そ

 らすために執事服の女性に話を振ると、

「違う。妻は現在国外にいる」と理事長。

　執事服の女性は優雅に一礼し、

「私は
家
 か
 令
 れい

 のステラと申します」

「カレー？」

　聞き返すとステラと名乗った女性は淡々と、

「『家令』──要は執事のことです。代々柏崎家にお
仕
 つか

 えしております」

「はあ……執事……」

　ステラさんを、思わずまじまじと見つめてしまう。

　星奈がお嬢様だと知ってはいたが、本当にそうだったんだなあと改めて思った。

「そのようにまじまじと見つめないでください
小
 こ
 鷹
 だか

 様。子供ができてしまいます」

「「ぶっ」」

　俺、そして理事長が同時に噴いた。

　表情一つ変えずになんてこと言うんだこの人は……。

「相変わらず貴様は……。とにかく行くぞ」

　うんざりした顔で理事長は
踵
 きびす

 を返した。

　星奈の
親父
 おやじ

 さんに家令のステラさん、か。

　星奈の身内だけあって『変人オーラ』をビシビシ感じるぜ……。

　と、そのとき、

「あ、小鷹に
小
 こ
 鳩
 ばと

 ちゃん！」

　声が響き、階段から星奈が降りてきた。

　私服姿だが、一緒にプールやカラオケに行ったときの格好よりは少し大人しめ。

「よう」と俺が軽く
挨
 あい
 拶
 さつ

 する。

「もうパパと挨拶済ませちゃったの？　ていうかパパが自分から玄関にお客さんを迎えに行くのって珍しいわね」

「……ついでだ」

　ぶすっとした顔で理事長が言った。

　なんのついでなのかはよくわからない。

「
小
 こ
 鷹
 だか

 様と
小
 こ
 鳩
 ばと

 様に早くお会いしたくてずっとそわそわしておられたのです」

　ステラさんが小声で言った。

「べ、べつにそういうわけではない」

　聞こえていたらしく、理事長は動揺した声を漏らし「とにかく行くぞ」と早足で歩き出した。






　　








　食堂に通され、
俺
 おれ

 たちは席についた。

　広い食堂のわりには小さなテーブルだがこの方が話しやすくていいと思う。

　ちなみに、ステラさんだけは入り口の扉の前で控えている。

　席につくとすぐに料理が運ばれてきた。

　運んできたのはステラさんとは別のエプロン姿（メイド服というわけではなく普通の服の上からエプロン）の女性二人。

「メイドさんってわけじゃないんだな……」

「なにあんた、やっぱりメイド服が好きなの？」

　俺の
呟
 つぶや

 きに
星
 せ
 奈
 な

 がジト目を向けた。

「ち、違う！　執事がいるならメイドもいるのかと思っただけで……」

　慌てて言う俺に、星奈は疑わしげな表情のまま、

「正式にうちに
仕
 つか

 えてるのはステラと料理人の
氷
 ひ
 川
 かわ

 さんだけで、他の人たちはパートのお手伝いさんだから」

「へえ……」

　そういうものなのか。

「じゅるり」

　隣に座っている小鳩が料理を見て舌なめずりをした。

　洋食ではなく刺身、天ぷらなどの和食がメインなのが意外だったけど、とても豪華で
美
 お
 味
 い

 しそうだった。

「では、いただくとしよう」

　理事長は右手で十字を切りながら「いただきます」と呟き
箸
 はし

 を取る。

　星奈は普通に「いただきまーす」と言っただけ。

　俺と小鳩も「いただきます」と普通に言って食べ始める。

　さすがと言うべきか、美味しい。

　美味しいのだが、どうもあまり食が進まない。

　最大の理由は、同じテーブルで険しい顔で食事をしている理事長だろう。

　なんか少しでも音を立てたら怒られそうな雰囲気がある。

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 もまだ緊張しているらしく、表情を硬くしてちびちびとご飯を食べている。

「あ、あの」

　勇気を出して理事長に話しかける。

　
箸
 はし

 を置いて「なんだね」と理事長。

「あの……ええと、編入の際はありがとうございました。なんか
親父
 おやじ

 が無理を言ったみたいで……」

「まったくその通りだ」

　不機嫌そうに理事長。

「入学シーズンが終わってようやく一息ついた
頃
 ころ

 になっていきなり『ちょっとそっちの学校で息子と娘の面倒みてやってくれ』などと言ってきたときはふざけるなと怒鳴りたくなったぞ。７１６日間も何の連絡も寄越さなかったくせにあのバカは……！」

　こめかみを引きつらせる理事長に
俺
 おれ

 も慌てる。

　父さんからは昔からの親友だと聞いてたのに、もしかして実はあまり仲がよくなかったりするのか……!?


「な、なんかすいません……」

「ふん……君が謝ることではない。だが、
奴
 やつ

 の息子のくせになかなか礼儀をわきまえているようだな。わざわざ
挨
 あい
 拶
 さつ

 に来るなどいい心がけだ」

「あの人の息子だからこそ、逆に自分がしっかりしないといけないって心懸けてきた感じもします」

「ふっ、なるほど」

　理事長は
微
 かす

 かに笑った。

　場の空気が緩んだのは気のせいではないだろう。

「あ、そうだこれ、ささやかなものですが……」

　出すタイミングがつかめずにずっと持っていた土産物を理事長に手渡す。

「……本当に
隼
 はや
 人
 と

 の息子とは思えんほど礼儀正しいな」

「いえ、それほどでも」

　昼間に
星
 せ
 奈
 な

 と電話した直後にインターネットで「訪問　マナー」といった単語で検索かけまくって手土産を持参した方がいいと知り慌てて買いに行ったのだが、それは言わないでおく。

「なに持ってきたの？」と星奈。

「『しょっぱくもあり辛くもありしかし味わい深い人生にも似たラー油』詰め合わせ」

「なにそれ……」

　露骨に変な目をする星奈に俺は説明する。

「いやこれ本当に
美
 う
 味
 ま

 いんだって。ラー油だけどご飯でもパスタでも唐揚げでも何にでも合うし辛いのが苦手な小鳩もこれは好きだし」

「……
開
 あ

 けてもいいかね」

　理事長が言った。

「ど、どうぞ」

　包装を
丁
 てい
 寧
 ねい

 に
剝
 は

 がし、箱詰めされた中から
瓶
 びん

 を一つ取り出す。

　残りはステラさんが運んでいった。

　瓶のフタを
開
 あ

 け、理事長は『しょっぱくもあり辛くもありしかし味わい深い人生にも似たラー油』をスプーンですくいご飯にかけて食べる。

　
俺
 おれ

 たちはその様子を妙に緊張して見守る。

「…………
 
美
 う
 味
 ま

 い」

　まったく美味そうな顔もせず理事長はぽつりと言った。

「え、ほんとに？」

　
星
 せ
 奈
 な

 が理事長から瓶を受け取り天ぷらにかけて食べた。

「へー、
美
 お
 味
 い

 しいじゃない」

「好評で何よりだ」

「……あんちゃん、うちもほしい」

　小声で
小
 こ
 鳩
 ばと

 がそう言ったので星奈から瓶をもらって小鳩に渡す。

　小鳩がご飯、天ぷら、冷ややっこにラー油をごっそりかける。

　そのあと、俺もご飯に
一
 ひと
 匙
 さじ

 分かけた。

「ふん……そういえば
隼
 はや
 人
 と

 もこういう変わった食べ物や調味料を見つけてくるのが上手かったな……」

　どこか懐かしそうに言う理事長だった。

　それから、俺は理事長に、十年前にこの街を出てから日本全国を転々としてきたことを詳しく話した。

　十年前にふらりとやってきて急に引っ越すことを
告
 つ

 げて以降、父さんは理事長とほとんど連絡をとっていなかったらしい。

　数ヶ月とか数年に一回思い出したように電話がかかってくるだけで、理事長の方から連絡しようと思っても既に別の土地へ行ったあとだったということが何度もあったとか。

　理事長が思っていた以上にうちの家族の引っ越しの回数は多かったらしく、理事長は吐き捨てるように言う。

「本当に昔から変わらんなあの男は……。君たちも大変だったな。子供まで巻き込んで遺跡掘りなんぞにうつつをぬかしおってあのクズめ」

「クズじゃっ、」

　ガタン！

　俺は反射的に乱暴に席を立ち、叫んでいた。

　立ち上がってから、星奈と小鳩がぎょっとした顔で俺を見ているのに気づいて顔が熱くなる。

　しかしとりあえず、これだけは言っておかないと。

「……うちの父さんは、クズでは、ないです。……バカかもしれないですけど」

　静かに
椅
 い
 子
 す

 に座る。

「……ふん……そんなことは知っている」

　理事長は不機嫌そうな声を、口の端を
微
 かす

 かに
吊
 つ

 り
上
 あ

 げて
洩
 も

 らした。






　　








「今日は泊まっていきたまえ」

　緊張することもあったけど『しょっぱくもあり辛くもありしかし味わい深い人生にも似たラー油』のおかげもあってそれなりに
和
 なご

 やかな夕食を終え、
俺
 おれ

 たちがそろそろ帰ることを
告
 つ

 げると、理事長がそんなことを言った。

「いや、ご
馳
 ち
 走
 そう

 になった上にそこまでご迷惑をおかけするのも……」

「遠慮することはない」

　……遠慮とかじゃなくて、他人の家に泊まったことがないので本気で勘弁してもらいたかった。

　家を訪問して夕飯をご馳走になるだけでもかなりの覚悟を要したというのに、この上宿泊なんて今の俺にはまだ難易度が高すぎる。

「ちなみに、土日は二十時以降クロニカ学園方面行きのバスはありません」

　ステラさんが足音も立てず理事長の後ろに歩み寄り、淡々と言った。

「え……」

　ケータイで時間を確認すると、ちょうど午後八時をまわったところだった。

　たしかに民家もほとんどないこんな場所ではバスも少ないかもしれないが……しまった……ちゃんと時間を調べておけばよかった……！

「どうしてもお帰りになると
仰
 おつしや

 るのでしたら私が車をお出ししますが、正直めんどくさいです」

「いやめんどくさいって……」

　この
家
 か
 令
 れい

 さんぶっちゃけすぎだ。

「泊まっていけばいいじゃない
小
 こ
 鷹
 だか

 」

　さらりと
星
 せ
 奈
 な

 が言った。

「いやでも、パジャマとか持ってきてないし……」

「私の寝間着を使えばいい。
隼
 はや
 人
 と

 が急に泊まりに来たときはいつもそうしていた」

　理事長が淡々と言う。

「でも
小
 こ
 鳩
 ばと

 のは……」

「あたしが昔着てたのがまだとってあると思うわ」

「あ、そうだ部屋とか、」

「問題ない。来客用の部屋がある」

「ええと……」

　ふと、隣の
小
 こ
 鳩
 ばと

 に目をやる。

「んふにゅ……」

　満腹になって眠くなったのか、小鳩はうつらうつら船を
漕
 こ

 いでいた。

「ほらほら、小鳩ちゃんも疲れてるみたいだし」

　
星
 せ
 奈
 な

 が
嬉
 うれ

 しそうに言う。

「そういや昨日は夜更かししてたなこいつ……」

　……
俺
 おれ

 は
諦
 あきら

 めてため息をついた。






　　








　星奈に案内され、俺は寝ている小鳩を背負って客室に入った。

　まるでホテルの一室のように、ベッドだけでなくテーブルやクローゼット、テレビまである。

　ベッドの準備がまだされていなかったので小鳩はとりあえずソファに下ろす。

「にしてもあんた、パパに随分気に入られたみたいね」

　星奈が言った。

「あんなに機嫌がいいパパ、久しぶりに見たわ」

「……あれで機嫌がいいのか？」

「超いいわよ。普段必要ないこと全然
喋
 しやべ

 らないもん。特に食事中は」

「へえ……」

「ま、喋ってたのは主にあんたとばっかだったけどね……」

　少し不満そうに星奈は唇を
尖
 とが

 らせた。

　と、そのとき。

「ぅん……あんちゃんここどこ……」

　小鳩が目を
開
 あ

 けて起き上がった。

「うぇへ」

　星奈がにやけた顔を浮かべる。

「寝起きの小鳩ちゃんもか～わ～い～い～♥」

　じりじりとにじり寄り、

「ねーねー小鳩ちゃん、寝る前に一緒にお
風
 ふ
 呂
 ろ

 入ろっか」

「ん……おふろ……はいる……」

　寝ぼけているらしく、いつものように星奈を拒絶しない。

「うんうん、それじゃ行きましょお風呂」

　小鳩の手をとり星奈が部屋を出て行く。

　心配だったが、風呂に入ったほうがいいのは確かなのでとりあえず「あんまり無茶するなよ」とだけ言っておく。

　
星
 せ
 奈
 な

 と
小
 こ
 鳩
 ばと

 が出て行ったあと特に何をするでもなくソファに座ってボーッとしていると、扉がノックされた。

　扉を
開
 あ

 けると理事長とステラさんがいた。

　ステラさんはシーツや布団を抱えており、理事長の方は
何
 な
 故
 ぜ

 かワインのボトルとグラスを持っていた。

「……あの、理事長？」

　てきぱきとベッドメイクを始めるステラさんを横目に、理事長はテーブルの上にワインを置いてソファに座り、ワインのコルクを抜いた。

「
隼
 はや
 人
 と

 もアイリさんもザルだった。どうせ君もそうだろう？」

「……まあ、一応は」

　父さんにいろいろ飲まされて、自分がそこそこ酒に強いことは知っている。

「そうか。では座りたまえ」

　理事長は二つのグラスにワインを
注
 そそ

 ぎ、片方を
俺
 おれ

 の方に差し出した。

　仕方なくグラスを受け取り、理事長と
対面
 トイメン

 のソファに座る。

「……学校の理事長が未成年にお酒
勧
 すす

 めていいんですか？」

「
真面目
 まじめ

 で勤勉な学生だった私に無理矢理酒を飲ませたのは君の父親だぞ」

　……そんなことを言われても困る。

「ワインはキリストの血。多少飲んでも罰は当たるまい」

「……それも父さんが？」

「うむ」

　言って、ワインを一息に飲み干す。

　仕方なく俺もゆっくり飲む。

「あ、
美
 お
 味
 い

 しい」

「そうだろう」

　とろんとした顔で理事長は言った。

　あれ……もしかして一杯で酔った？

　理事長はさらにワインを注ぎ、また半分ほど一気に飲む。

「学生時代はよくこうして隼人と飲んだものだ……」

　遠い目をして言う理事長。

　理事長にとっては親友との若き日々を思い出すひとときなのかもしれないが、俺にとっては今日会ったばかりのおっさんとマンツーマンで向き合っているわけで、くつろげるわけもない。

　……ああもう、こうなりゃ俺もお酒に頼るしかないのか！

　とりあえずワインをぐいっと飲み干す。

「いい飲みっぷりだ」

　理事長は上機嫌で、さらにワインを
注
 そそ

 いできた。

「どんどん
吞
 の

 みたまえ」

　自分のグラスにも注ぎ、かなりのハイペースで吞んでいく理事長。

「……あの、大丈夫っすか？」

「
 
 ？　にゃにがだにぇ？」

　……大丈夫ではなさそうだった。

　それから理事長は、父さんとの思い出話などを語り始めたのだが、いかんせんろれつが回ってなくて内容はよくわからなかった。

　でもまあ、とにかく、理事長が父さんのことを今でも無二の親友だと思っていることは十分に伝わってきた。

　口では父さんのことをバカだのロクデナシだの
罵
 ののし

 ってるけど、どう見ても父さんのこと好きすぎるだろこの人。

　そして父さんも、きっとそうなんだと思う。

　十年経っても理事長が変わらずに友達でいてくれると信じていたから、
俺
 おれ

 と
小
 こ
 鳩
 ばと

 を日本に残して一人外国に旅立つ決断ができたのだと思う。

　俺にもいつか、そんな親友ができるだろうか。

　十年、何十年と経っても互いを信じ合える親友が……。

　十年間のことが頭をよぎる。

　俺の引っ越しを機に離ればなれになってしまったかつての親友のこと。

　転校を繰り返し、俺の頭ではとても把握しきれないほど大勢の人間と出会ってきたとはいえ、顔も名前も思い出せないなんて……もしかしたら、俺たちは本当の親友なんかじゃなかったのかもしれない……。

　そんなことを考えながらちびちびワインを吞むこと、約十五分。

「んぐぐ…………
 」

　ワインは空になり、理事長は酔いつぶれてテーブルに突っ伏していた。

「酒弱いのにハイペースで吞みすぎだろ……」

　ちなみに俺はまったく酔っていなかった。

　ステラさんはとっくにベッドメイクを終えて部屋を出て行ってしまった。

　とりあえず彼女を呼びに行くため、俺は部屋を出た。

　客間などが並ぶ長い通路を歩き、ホールに出る。

　と。

　突然遠くでばたんと扉が開く音がして、聞き覚えのある悲鳴とドタドタという足音がこちらに近づいてきた。

「ふえええええ
 ん！　あんちゃああああ
 ん！」

「うふふ、待って～小鳩ちゃ
 
 ん♥　背中流しっこしましょうよ
 
 ♥」

　そこで俺が目にしたものは、











　
俺
 おれ

 の脳内をその巨大な一文字が支配する。

　肉。

　ただ圧倒的な肉。

　脚肉腕肉腰肉首肉腹肉肩肉
頰
 ほお

 肉
腿
 もも

 肉手肉乳
 かたロースリブロースカルビサーロインそとももフィレハラミすねランプネックビーフポークチキンささみももかわ手羽胸乳
 。

　
貼
 は

 り付いた金色の髪、滴る水滴、火照った頰、
仄
 ほの

 かに立ちこめる湯気、揺れる双丘、
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 
小
 こ
 鷹
 だか

 の目の前に、暴力的なほど肌色の、





　肉が、













　…………
 いかん頭がショートした。

　
俺
 おれ

 も実はちょっと酔ってるのかもしれない。

　要するに、全裸の
小
 こ
 鳩
 ばと

 を追いかけて全裸の
星
 せ
 奈
 な

 が俺の目の前に走ってきたわけだ。

　豊満な胸をぶるんぶるんと揺らしながら。

「待って
 
 
 

 小鳩ちゃ────
 」

　小鳩が俺の背後に隠れる。

「こ、こだっ!?
 」

　星奈が俺の姿を視界に認め──ボッと火がついたように顔を赤らめた。

「ぎゃあああああああああああ
 !?
 　な、なななな
 んでこんなとこに
小
 こ
 鷹
 だか

 がいるのよバカアホエッチバカ痴漢うんこ変態鬼畜エロゲー主人公！」

「なんでってそりゃ１００％こっちの
台詞
 せりふ

 なんですが!?
 」

　俺は慌てて星奈に背を向けて叫んだ。

「それはたしかにそうだけど！　でも、ええと、あの、ええと、あうあうあうああああああああああ
 、この、ええとええとええと──ユニバァァァァ
 ス!!
 」


　意味のわからない叫びを残し、星奈がドタドタと階段を駆け上っていく音が聞こえた。

　遠くで扉が閉まる音が聞こえ、ようやく俺は振り向いた。

　と、いつの間にかそこにステラさんが立っていた。











「うおっ!?
 」

　驚く
俺
 おれ

 に、ステラさんは
微
 かす

 かに笑みを浮かべ「いやあん
小
 こ
 鷹
 だか

 さんのえっち」と
平
 へい
 坦
 たん

 な声で言った。

「……いやあの、今のは事故なんで……」

「わかっております」

　そしてステラさんは、手に持っていたタオルをびしょぬれの
小
 こ
 鳩
 ばと

 に渡した。

「さ、お嬢様がお部屋に引きこもっている間にお
風
 ふ
 呂
 ろ
 場
 ば

 へ戻りましょう小鳩様」

「ん……」

　タオルで
身体
 からだ

 を
拭
 ふ

 きながら、小鳩はステラさんと歩いていく。

　俺は仕方なく客室に戻った。





　部屋に入るとテーブルに突っ伏していた理事長がベッドでうつぶせになっていびきをかいていた。

　俺が出て行ったあと一度意識を取り戻し、近くにあったベッドに倒れ込んだというところだろう。

　どうしたものかと途方に暮れていると、部屋にステラさんが入ってきた。

「これは困りましたね。
旦
 だん
 那
 な
 様
 さま

 は一度眠ってしまわれるとどれだけ騒いでも朝まで起きないのです」

　さらに続けてステラさんはとんでもないことを言う。

「幸いベッドは大きいですし、申し訳ありませんが小鷹様は旦那様と一緒にお休みになってくださいませ」

「は!?
 」

　たしかにベッドは大人二人が並んで寝られるキングサイズだったけど、

「ほ、他の部屋を使うわけにはいかないんですか」

「いかないですね」

「なんで!?
 　他にも客室らしき部屋があったような……」

「あれらは現在、物置となっています」

「物置!?
 」

「はい。旦那様の代になって、この屋敷に宿泊されるかたは
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 
隼
 はや
 人
 と

 様くらいのものでしたから」

　完全に無表情のため、この人が本当のことを言っているのかどうかまったく判断がつかない……。

「あ、そ、そうだ、それじゃ小鳩はどこで」

「小鳩様には申し訳ありませんが私どもと使用人室で寝ていただきます。あそこならベッドも余っておりますし」

「だったら俺もそこで……」

「私はかまいませんが、料理人の
氷
 ひ
 川
 かわ

 は女性です。ついでに、私は寝るとき全裸です」

　全裸という単語にさっきの
星
 せ
 奈
 な

 の裸が脳裏をよぎって顔が熱くなった。

　
俺
 おれ

 はがっくりうなだれ、「……ここで寝ます」と答えた。





　
小
 こ
 鳩
 ばと

 が入浴を終えたあと俺も
風
 ふ
 呂
 ろ

 をいただき、再び部屋に戻ってきた。

　理事長はやっぱりまだ寝ていた。

　一度眠ると絶対起きないというステラさんの言葉通り、理事長の
身体
 からだ

 をベッドの片側に押しのけてもまったく起きる気配はなかった。

　やることもなかったので仕方なくベッドに入り目を閉じる。

　女の子の家に招かれ──その父親と一緒のベッドで寝る。

　なんだこの状況……。

　こんな状況で眠れるわけねえと思っていたのだが、ベッドの寝心地がびっくりするほど最高だったため、俺は
呆
 あつ
 気
 け

 なく眠りに落ちた。






　　








　翌朝。

　目を
開
 あ

 けたらおっさんのドアップが目の前にあるという最悪な目覚めではあったものの、よく眠れたので身体は快調だった。

　朝食をご
馳
 ち
 走
 そう

 になったのち、俺と小鳩は
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 邸をあとにする。

「
小
 こ
 鷹
 だか

 ……ほ、本当に覚えてないのね？」

「だから何が？」

　玄関先で小声で確認してきた星奈に俺は全力でとぼける。

　星奈には、昨夜は理事長のお酒につきあって酔っぱらってしまい、ホールでのハプニングなど一切記憶にないということにしてある。

　星奈は釈然としない様子ながら、一応「それならいいけど……」と納得してくれた。

　たぶん心から信じてくれたわけではないだろうけど、星奈としてもなかったことにするのがベストだと判断したのだろう。

　星奈、ステラさん、理事長に見送られ、俺たちは屋敷を出た。

「……小鷹君」

　まだ少し調子が悪そうな理事長が俺を呼び止めた。

　険しい
眼
 まな
 差
 ざ

 しで俺を見据え、





「……星奈を
宜
 よろ

 しく頼む」





　普段よりもさらに重々しい
声
 こわ
 音
 ね

 で理事長は言って、軽く頭を下げた。

　
俺
 おれ

 も
微
 かす

 かに笑って答える。





「もちろんです──
天馬
 ぺがさす

 さん」





「んな……！　き、貴様……」

　赤面する理事長から逃げるように、俺は
小
 こ
 鳩
 ばと

 と一緒に早足で丘を下りる。

　理事長の言っていた「
星
 せ
 奈
 な

 を
宜
 よろ

 しく頼む」という言葉に込められた意味を、このときの俺は知る由もなかった。





海









　お盆が終わって数日。

　ついに
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 合宿の日がやってきた。

　二泊三日、
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 家のビーチ付きの別荘で俺たちは過ごすことになる。

　俺と小鳩が集合場所である
遠
 とお
 夜
 や
 駅
 えき

 の中央改札前に到着すると、すでに他の連中も全員集まっていた。

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 、星奈、
幸
 ゆき
 村
 むら

 、
理
 り
 科
 か

 、それにマリア。

　例によって理科は制服の上に白衣、幸村はメイド服で、マリアも学園にいるときと同じくシスター服を着ている。

　遠夜駅は遠夜市の中心とも言えるけっこう大きな駅なので人も多く、大勢の人から奇異の視線を向けられていた。

　ほんとになんでこいつら外出するときも同じ服ばっかなんだろう……。

「む……
何
 な
 故
 ぜ

 神の手先までいるのだ……」

　いつものように小鳩がマリアに敵意を向ける。

「ふふん、ワタシは顧問の先生だからな。オマエたち腐ったミカンどもが問題をおこさないように監督してやるのだ。ありがたく思え！」

　胸を張るマリアに、
夜
 よ
 空
 ぞら

 が無造作に空き缶を渡した。

「おいありがたいマリア先生。これを捨ててこい」

「へ……？」とマリアはきょとんとして、

「な、なんでワタシが夜空が飲んだジュースの缶を捨てなければいけないのだ！」

「ジュースではない。コーヒーだ」

「そんなんどっちでもいいのだ！」

「困ったな……こんなことを頼めるのは頼れる天才のマリア先生しかいないと思ったのだが……」

「そ、そうなのか？　むーん、仕方ないなあ！　頼れるお利口さんのワタシがゴミを捨てにいってやろう！」

「ん。やっぱり先生は頼りになるな。ゴミ箱はあっちの方にあったぞ。さっさと行けお利口さん」

「わかったのだ！　頼りになるワタシに任せておけあはは！」

　ぞんざいに言う夜空に、笑顔でゴミを捨てに行くマリア。

　相変わらず乗せやすい子だった。

　マリアの姿が小さくなると夜空は
俺
 おれ

 たちの方に向き直り、

「さて、全員
揃
 そろ

 ったことだし行くぞ。切符はもう買ってある」

「鬼かお前は!?
 」

「冗談だ」

　ツッコむ俺に、夜空は心なしか普段よりは多少機嫌がよさそうに言った。

　とりあえずマリアが戻ってくるのを待ち、俺たちは改札を通って電車に乗り込んだ。






　　








　目的地である
星
 せ
 奈
 な

 の別荘は他県にあり、最寄りの駅までは
遠
 とお
 夜
 や
 駅
 えき

 から電車で二時間半ほどかかるという。

　遠夜駅を出発したばかりの
頃
 ころ

 は電車の席が埋まっていて座れなかったのだが、三十分くらい行ったところの大きな駅で他の乗客がごっそり降りて、それから乗客の数は減っていく一方だった。

　混んでいるうちは生気がなかった夜空と
理
 り
 科
 か

 は、人がいなくなると元気になった。

　現在、俺たちは二組に分かれてボックス席に座っている。

　俺、
小
 こ
 鳩
 ばと

 、
幸
 ゆき
 村
 むら

 、マリアの四人と、夜空、星奈の二人。

　俺が適当な席に座ると、取り合うように小鳩とマリアと幸村が俺と同じボックスに座り、自然とこういう組み合わせになった。

　ちなみに理科は、人が少なくなるとすぐに「列車の連結部分でハァハァしてきます」と言って行ってしまった。

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 は読書、
星
 せ
 奈
 な

 は携帯ゲームと、無言でそれぞれ普段の部室と変わらない時間つぶしをしている。

　
俺
 おれ

 たちの方はトランプのババ抜きをやっていて、今は
小
 こ
 鳩
 ばと

 とマリアの間で
熾
 し
 烈
 れつ

 な三位決定戦の真っ最中だった。

「ぐぐう、またババなのだ……！」

　ジョーカーを引きマリアが
唸
 うな

 る。

「ククク愚か者め……貴様は既に
闇
 やみ

 に魅入られている……抜け出すことなど出来ぬ……そろそろ終幕の
鎮魂歌
 レクイエム

 を奏でよう……ドロー……！」

　含み笑いをしながら小鳩がマリアの手札からカードを引く。

「う～……ババ引いたばい……」

「くははざまあみろ！　それが神に
背
 そむ

 いた罰なのだうんこ吸血鬼め！　あははこれでワタシの勝ちだ──ギャーッ！　またババだー!?
 」

　……もう十回以上やってるけど、毎回俺と
幸
 ゆき
 村
 むら

 はさっさと上がってしまい、いつも最後はこの二人の争いになる。

　二人とも表情がものすごく読みやすい上に素直なのでババ抜きが超弱いのだ。

　逆に常にやんわりした無表情の幸村はめちゃくちゃ強く、俺は最初の一回しか幸村に勝てず常に二位に甘んじていた。

　しかもその一回は幸村が俺に勝ちを譲るために自分からババを引くという接待プレイによるもの。

　そんなことをされても
嬉
 うれ

 しくないから本気でやれと言った結果、幸村は圧倒的な強さで毎回最初に上がるようになった。

　何度やっても一位幸村、二位俺、小鳩とマリアがビリ争いという結果になるため、正直あまり楽しくはない。

　しかし全員がルールを知っているのがババ抜きくらいしかないので、他のゲームをすることもできない。

　まあ、俺がつまらなくても小鳩とマリアは熱中してるからいいやと思い、俺たちは延々とババ抜きを続けるのだった。






　　








　そんな感じで揺られること二時間半。

　電車はようやく目的の駅へと到着した。

「あっという間でしたねー。
理
 り
 科
 か

 、あそこでなら一日中過ごせます」

　ずっと列車の連結部分で過ごしていたらしい理科が、俺たちと合流して言った。

「なにがそんなに楽しいんだ？」

「無骨な鉄のカタマリ同士がガッチリ
繫
 つな

 がって走行中ずっとギシギシアンアンやっているのですよ！　あんなエロエロ空間は他にないです！　あそこに立っているだけで
理
 り
 科
 か

 までエッチな気持ちになってしまいます！　先輩っ、理科のみなぎるこの気持ち、一体どこにぶつけたらいいんでしょうか！」

「知るか」

「そこは『
俺
 おれ

 にぶつけろ！』って答えてほしかったです」

「そのへんの電柱にでもぶつけてろよ」

「いやー、電柱はちょっと微妙でしたねー」

「ぶつけたことあるのかよ!?
 」

　相変わらず理解不能だった。

　電車が止まって扉が開き、俺たちは外に出る。

　途端にギラギラの太陽が照りつけ、俺たちは顔をしかめた。

　
遠
 とお
 夜
 や
 市
 し

 に比べて涼しい気候らしいが、それでもやっぱり暑かった。

「……で、肉。別荘はどこにあるのだ」

　くたびれた木造の無人駅を出て、シャツの胸元をぱたぱたやりながら
夜
 よ
 空
 ぞら

 が尋ねる。

　
星
 せ
 奈
 な

 が指さして答える。

「あっちの方。歩いて一時間くらいらしいわ」

「一時間……!?
 」

　俺たちは
頰
 ほお

 を引きつらせた。

　周囲には民家もなく、やたらと見通しがいい。

　長らく舗装されていないらしくアスファルトが所々ひび割れた道路のはるか先に、背の高い木々が生い茂る林が広がっているのが見える。

「まさかあの林の先にあるって言うんじゃ……」

「そうだけど？　大丈夫よ一本道だから迷わないって」

　冷や汗混じりで言う俺に星奈はあっさり言った。

「バスとかタクシーはないんですかね…………
 ないみたいですね……」

　理科が周囲をきょろきょろ見回した後、がっくりとうなだれた。

　電車が止まるのが不思議なくらいの場所だから、バスが走っているわけもなかった。

　星奈は林とは反対の方向を指し、

「ちなみにあっちに五キロくらいのとこに町があるみたい。お店は八時にはみんな閉まっちゃうから買い出しに行くときは気をつけろってパパが言ってたわ」

「うう……なんて不便な場所。文明に慣れきった理科には辛いです。でも
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩と一緒にお
風
 ふ
 呂
 ろ

 に入るためなら耐えられます」

「無理せずに今すぐ帰っていいぞ」

「小鷹先輩……優しい……」

「別に優しさで言ってるわけじゃねえよ」

　
何
 な
 故
 ぜ

 か頰を染める理科にジト目でツッコむ。

「ふふ、ツンデレですね。わかります。べ、べつに
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩は
理
 り
 科
 か

 のことを心配してるわけじゃないんだからねっ！」

「そのツンデレ
台詞
 せりふ

 は
誰
 だれ

 視点なんだ」

「さあ？　でも三人称神視点の小説で地の文がツンデレというのは新しいと思いませんか」

「新しいけど……」






「そのツンデレ台詞は誰視点なんだ」


　と、小鷹はツッコんだわけじゃないんだからねっ！



「三人称神視点の小説で地の文がツンデレというのは新しいと思いませんか」


　なんて理科が言ったと思ったら大間違いなんだからねっ！



「新しいけど……」


　と小鷹は言ったけど、べ、べつに小鷹は理科のアイデアを新しいと思ったわけじゃないんだからねっ！






　……ちょっと想像してみたらわけがわからなくなった。

　お前は一体誰に向かってツンデレてるんだよ。読者か。

「新しければいいってもんじゃねえな……」

　べつに心の底から
俺
 おれ

 はそう思ったわけじゃないんだからね。

「ふん……漫画などでは、こういう不便な場所で合宿をするときは顧問の先生が車で乗せていってくれたりするのだがな……」

　不快そうに汗を
拭
 ぬぐ

 い、
夜
 よ
 空
 ぞら

 がじーっとマリアを見た。

「む、無茶を言うな！　いくらワタシが天才だからといって車の免許なんて取れるわけがないのだ！」

「わかっている。貴様には最初から何も期待していない。貴様のような幼女がこの合宿で何かの役に立つことなど期待するほうが愚かというものだ」

「そ、そんなことないぞ！　ワタシは幼女なのにとても役に立つぞ！」

　ムキになって言うマリア。

「そうか。では私の言うことをよくきくんだぞ」

「わかったのだ！」

「なんでもするんだぞ」

「うん！　なんでもする！」

「神に誓えるか？」

「神に誓う！」

　誓っちゃった……。

「またお前はそうやってマリアを乗せて……つーか、こんな幼女に何をさせようっていうんだ？」

「特に決めてない。ただ、私は飼い犬の
躾
 しつけ

 はこまめにする派というだけだ」

　
俺
 おれ

 の疑問に
夜
 よ
 空
 ぞら

 は淡々と答えた。

「ほら、
喋
 しやべ

 ってないでさっさと出発するわよ」

　
星
 せ
 奈
 な

 が
急
 せ

 かす。

「しゃーない……行くか」

　俺は地面に置いていたリュックを
担
 かつ

 いで言った。

　リュックの中には着替えや水着などの他、料理の食材などがいろいろ入っている。

　他の部員にも分担して食料を持ってきてもらったが、俺が持ってきたのが一番多い。

　七人分の食料なのでかなりの量があり、肩にずっしりとした重みがのしかかる。

　これ担いで一時間か……しんどいな……。






　　








　炎天下の中歩き続けること約一時間。

　薄暗い林の中を歩いていると、だんだん潮の香りがしてきた。

　足早に林を抜け、俺たちはようやく別荘にたどり着いた。

　林を抜けるとそこは高台になっていて、その下に砂浜が広がっている。

　高台の上、海に面して
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 家の別荘はあった。

　ちょっと小さな普通の家という感じで、家の近くにはガレージもある。

「う、海っ！　海っ！　海っ！」

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 が
弾
 はず

 んだ声を上げた。

　別荘の方には目もくれず、眼前に広がる海を見つめて目を輝かせている。

　太陽の光できらきら光る群青の海。

　海の近くに住んでいたことは過去に何度かあるのだが、ここ二年ほどは海が遠い地での生活が続いていたので、こうして間近で海を見るのは久しぶりだった。

　プライベートビーチなので、もちろん海にも砂浜にも
誰
 だれ

 もいない。

「ここ、ほんとに俺たちだけで使っていいのか……」

　思わず感嘆のため息が出た。

「お、おおお、泳ぐっ！　あ、あんちゃん泳ぐっ！」

　興奮して今にも荷物をほっぽり出して行ってしまいそうな小鳩。

「ふふん、海くらいでそんなに興奮するなんて、オマエはワタシよりお姉さんのくせに子供だなあ！」

　マリアが言った。

　口では澄ましたことを言いながら、マリアは
頰
 ほお

 を上気させそわそわと全身を揺らしていた。

　ちょっと変な踊りを踊っているようにも見える。

「泳ぐのはまずは荷物を運んでからな」

　テンション上がっている二人に言って、
俺
 おれ

 たちは別荘の中に入った。

　あまり使われていなかったとはいえちゃんと管理はされているらしく、建物の中は
綺
 き
 麗
 れい

 だった。

　
星
 せ
 奈
 な

 に聞いていた通り、電気も通っているらしい。

　テレビやエアコンなどの家電も完備されており、交通の便が悪いことを除けば何日でも快適に暮らせそうだった。

　とりあえず持ってきた食材のうち生ものを冷蔵庫に入れたあと、寝泊まりするための部屋に案内してもらう。

　部屋割りは前もって決めてあり、俺と
幸
 ゆき
 村
 むら

 、
夜
 よ
 空
 ぞら

 と星奈、
理
 り
 科
 か

 と
小
 こ
 鳩
 ばと

 とマリアの三組となった。

　俺と幸村は男同士ということで自動的に決まったが女子の分け方がなかなか決まらず、最終的にはアミダで決めた。

　……夜空と星奈、小鳩とマリアというのは最悪な組み合わせのような気がするが、まあ決まってしまったものは仕方ない。

「小鳩とマリアがケンカしたらお前が止めるんだぞ」

　理科に注意すると、

「安心してください先輩。理科の手にかかればやかましい子供なんてあっという間に静かにできます」

「へえ、意外だな」

「はい。スタンガンの準備はバッチリです」

「それでどう安心しろと!?
 」






　　








　部屋に荷物を置き、俺たちは水着に着替えてリビングへ。

「あんちゃん遅いっ！」

　先に来ていた小鳩が
頰
 ほお

 を
膨
 ふく

 らませて言った。

　リビングにやってきたのは俺が最後で、他の連中はもう集まっていた。

　普通なら一番早く着替えられるはずの俺が最も遅かったのは、幸村の着替えが終わるまで部屋の外で時間を
潰
 つぶ

 していたからだ。

　星奈と小鳩はビキニ、幸村はパレオを巻いたセパレートと、前と同じ。

　理科は前に部室で着ていた水着に白衣で、夜空も馬マスクこそ
被
 かぶ

 っていないがシマシマの囚人服みたいなフルボディ。

　……まあ、プライベートビーチで他に人がいないならアレな水着でも問題ないか。

「お兄ちゃんっ！　はやくいこはやくいこっ！」

　マリアが駆け寄ってきて
俺
 おれ

 の手を引っ張る。

　そのマリアの水着は白いスクール水着で、胸元に「まりあ」と書かれたゼッケンが縫いつけてあった。

　やっぱり子供はビキニとかよりこういう健全な水着の方がいいよな。

「く……離れるがいい神の手先め……」

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 がマリアに言った。

「そのような姿で我が
眷
 けん
 属
 ぞく

 を
誑
 たぶら

 かそうとするとは……
小
 こ
 癪
 しやく

 なやつめ……！」

「誑かす？」と
星
 せ
 奈
 な

 が首を
傾
 かし

 げる。

「むう……く……！」

　小鳩の視線がマリアの
身体
 からだ

 の一部分──胸元へと
注
 そそ

 がれていることに気づく。

「ゼッケンがどうかしたのか？」

「べ、べつに、なんでもないのだ……」

　小鳩は誤魔化すように顔を
背
 そむ

 けた。

「あ、もしかして小鳩ちゃん、マリアより胸がないの気にしてる？」

「ちゃ、ちゃうわ！」

　星奈の指摘に小鳩は顔を真っ赤にした。

「胸……？」

　たしかに言われてみれば、普段ゆったりしたシスター服を着ているのでわからないマリアの胸は、それなりに
膨
 ふく

 らんでいるようだった。

　あくまで小学生にしてはやや大きいんじゃないかなという程度だが、ほぼ真っ平らの小鳩よりは明らかに大きい。

「う～……」

「ぷぷー！」

　悔しげに自分の胸とマリアの胸を見比べる小鳩を見て、マリアが噴き出した。

「あはははは
 ！　オマエはワタシよりお姉さんなのに、ワタシよりおっぱいちっちゃいでやんのー！　あはは聞いたことあるぞ！　男はおっぱいが大きいのが好きなのだ！　なーなーお兄ちゃん！　お兄ちゃんも大きいおっぱい好きか!?
 」

　無邪気な顔でなんてこと聞くんだこいつは！

「あ、あんちゃんはそんなん全然興味ないわあほー！」

「え！　そうなのか!?
 」

「……そうなの？」「そうなんですか？」

　マリアだけでなく、
何
 な
 故
 ぜ

 か星奈と
理
 り
 科
 か

 まで真顔で尋ねてきた。

「きょ、興味がない、わけじゃない……です」

　思わず
真面目
 まじめ

 に答えてしまう俺。

　だって男の子だから！

　男の子ですから！

「あははは！　ほらみろお兄ちゃんもおっきいおっぱい好きだ！　ワタシは知ってるぞ、こういうのはええと……あ、『きょにゅう好き』とゆうのだ！　お兄ちゃんはきょにゅう好きー！　あははははは
 ！」

「うううなにがそんな面白いんじゃあほたれぇ……」

　涙目で歯ぎしりする
小
 こ
 鳩
 ばと

 。

「あにきはきょにゅう好きなのですか……」

　
何
 な
 故
 ぜ

 か少し残念そうな声で
幸
 ゆき
 村
 むら

 がぽつりと言った。

「…………
 」

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 まで
蔑
 さげす

 むように
俺
 おれ

 を
睨
 にら

 んできた。

「あーもう！　そんなのどうだっていいだろ!?
 　ほら早く海行こうぜ海！」

　俺は強引にこの話題を打ち切った。






　　








　浮き輪、タオル、ゴムボート、ビニールシート、ビーチパラソルなどを手分けして持ち、俺たちは別荘から出て浜辺へと下りる階段に向かう。

　ちなみにゴムボートやビーチパラソル、ビーチチェアなどはもともとこの別荘にあったものだ。

　ガレージには軽トラ、電動自転車、原付があるらしく、町に買い出しに行くのは思っていたよりは楽そうだった。

「そういえばあれはやらないんですか？」

　歩きながら海を見て
理
 り
 科
 か

 が言った。

「あれ？」

「なんかみんなでポーズ取りながら海に向かって『海だーっ！』って叫ぶという
羞
 しゆう
 恥
 ち

 プレイのことです」

「羞恥プレイとか言うな」

　ジト目でツッコむ俺。

「そういえば『もふ？　モフ！』でもみんなで海に行ったときにそれやってたわね。『海だーっ！』て叫ぶやつ……」

　
星
 せ
 奈
 な

 が何かを期待するような声で言った。

「……あれか……私も漫画などで見たことはあるが……あれは一体なんなのだ？　リア充の儀式かなにかか？」

　不可解そうに夜空。

「リア充になれば理解できるのかもしれませんね」と理科。

「じゃ、よくわかんないけど、やっとく？　練習しとく？」

「……そうだな。将来友達と海に来る機会があったときに、ちゃんと叫んだりポーズをとったりできないと困るからな」

　
星
 せ
 奈
 な

 が言って
夜
 よ
 空
 ぞら

 が
頷
 うなず

 いた。

「……そうかなあ……あれはテンションに任せて叫ぶものであって練習するようなもんじゃないと思うんだけど……」

　そんな
俺
 おれ

 の疑問は当然のようにスルーされ、

「よし、とりあえずやってみよう。一列に並べ」

　夜空が言って、
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 一同はとりあえず荷物を下ろし、堤防の先で海に向かって横一列に並んだ。

「んー、海に向かって『海だーっ！』って叫ぶのか？　わけがわからんなー」

　マリアが不思議そうに首をひねった。

「よし、では私が合図したらみんな一斉に叫ぶのだぞ。ポーズは任せる」

　みんなが少し緊張した様子で頷き、

「よし。ではいくぞ。……せーの！」

　夜空のかけ声。





「う、海だー……
 」「っ……」「う
 み
 ──……」「海ですね」「──う、みっ、ゲホッゲホッ、
理
 り
 科
 か

 
潮
 しお
 風
 かぜ

 苦手です……」「ククク……」「海だぞ────
 っ!!
 」






　ちゃんと元気よく叫ぶことができたのはマリア（ちなみにポーズはばんざい）一人だけで、他は全員、俺を含めてダメダメだった。

　俺はなんかめちゃくちゃ恥ずかしくてポーズもとれず小声になった。

　夜空も少し
頰
 ほお

 を赤くして無言（一応、何か叫ぼうとした気配はあった）。腕組みしているのは一応夜空なりの決めポーズなのだろうか。

　星奈はちゃんと叫ぼうとしたもののマリア以外
誰
 だれ

 も叫ばなかったことに気づくと急に赤面し叫ぶのをやめ、荒ぶる
鷹
 たか

 のポーズで固まっていた。

　
幸
 ゆき
 村
 むら

 は棒立ちでいつものように平淡な声で「海ですね」と言っただけ。

　理科は叫ぶ直前に大きく息を吸い込んだら
噎
 む

 せた。

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 は
闇
 やみ

 の魔力を集める動作をしながら
微
 かす

 かに笑った。

「な、なんか、アレだな」

「そ、そうね」

「……だよな」

　夜空と星奈と俺は互いに顔を見合わせた。

　やはり本物のリア充でなければ、海に向かって叫ぶのは難しいようだ。

　自由なポーズと言われても、そんなもんアドリブでできるわけがない。

「……こういうのは一人で練習するべきだな、うん。きっとリア充どもも家で一人でかっこいいポーズの練習とかをしているに違いないのだ」

　誤魔化すように
夜
 よ
 空
 ぞら

 が言って、
俺
 おれ

 たちも
頷
 うなず

 いた。

「『海だー』と叫ぶ練習は、もうちょっと上達してからにしよう……よし、では行くぞ」

　上達ってなんだ。

　微妙な空気になりつつ、俺たちは再び荷物を持って歩き始めた。






　　








「海っ！　海っ！　海ーっ！　くはははは
 ！　
蒼
 あお

 い空と白い波と真っ赤な太陽が我を呼んでおるわイエーイッ！」

　砂浜に下りるが早いか、変なテンションで海に向かって走り出そうとするレイシス・ヴィ・フェリシティ・
煌
 スメラギ

 （吸血鬼）。

「こら待て
小
 こ
 鳩
 ばと

 」

　俺はそんな小鳩の手を
摑
 つか

 んで引き止めた。

「ふぇ？　なにあんちゃん」

「遊ぶのはちゃんと日焼け止め塗ってからな」

　俺はポーチから日焼け止めクリームを取り出した。

　聖クロニカ学園中等部のプールや
竜
 りゆう
 宮
 ぐう

 ランドは屋内プールなので必要なかったが、白人系の小鳩は海で遊ぶとすぐに真っ赤になってしまうので日焼け止めは
必
 ひつ
 須
 す

 なのだ。

　ただでさえバカみたいに布面積が小さい水着だし。

「む……忠告大義である我がしもべよ……日焼けしてお
風
 ふ
 呂
 ろ

 に入るととても痛いからなククク……まったく
忌
 い

 まわしきはあの
灼
 しやく
 熱
 ねつ

 の星よ……」

　前に日焼け止めを塗らずに屋外プールで遊び
酷
 ひど

 い目にあったのを思い出したのか、小鳩は顔をしかめながら頷いた。

　俺がビニールシートを敷きパラソルを立てると、小鳩は水着の
紐
 ひも

 をほどいてシートの上に寝そべった。

「ちべたっ!?
 」

　俺が手に日焼け止めをつけて小鳩の背中に触れると、小鳩が悲鳴を上げた。

「我慢しろ」

　言いながら、俺は小鳩の背中、腕、首筋、
尻
 しり

 、脚と、丹念にくまなく日焼け止めを塗っていく。

「わ……なんかすごくいやらしいです先輩……ゴクリ……」

　顔を真っ赤にして
理
 り
 科
 か

 が意味のわからないことを言った。

「お前らもちゃんと塗っておけよ」

　塗りながら注意する。

「……私は日焼け止めなんて持ってきてないのだが。……まあ大丈夫か」

　全身水着の
夜
 よ
 空
 ぞら

 が言った。

「顔にもちゃんと塗った方がいいですよ夜空先輩。紫外線をなめてはいけません。
理
 り
 科
 か

 の特製日焼け止めクリーム貸してあげます」

「……なんかおかしな物質が入ってそうだな」

　いかがわしそうな顔をする夜空。

「あは、大丈夫ですよー。多少いつもよりキモチよくなっちゃうだけでお肌にも優しいですから。ちょっとくらいなら気分もスッキリで
身体
 からだ

 にもいいです」

「……
小
 こ
 鷹
 だか

 。あとでそのクリーム貸してくれ」

　夜空の
台詞
 せりふ

 に理科は不満そうな顔をした。

「しがいせんって知ってるぞー！　怖いやつだな！　お兄ちゃん！　ワタシにもしがいせんバリヤ塗って塗って！」

　マリアが寄ってきた。

「おー。マリアも肌弱そうだからしっかり塗らないとな」

「あにき、わたくしもお願いできますか」

　おずおずと
幸
 ゆき
 村
 むら

 が言った。

「……お、おう。わかった。マリアの次な」

　妙な緊張感を覚えつつも
俺
 おれ

 が返事をすると、幸村はやんわりと
微笑
 ほほえ

 み、

「きょうしゅくです、あにき。ではわたくしがあにきの後ろを」

「あー、頼む」

　と、いきなり理科が
謎
 なぞ

 の歓声（？）を上げた。

「こにえおふぃおんｖそ
 いのｗｇじあをｇｊｐわｍばうぇじｇひおｗｇひおえｒｓじｇさぺまんｓｍｌょぐぁｊごｐうぇｊ!!
 」

　どうやって出しているのかわからない奇声にぎょっとして理科を見ると、理科は怪しげな笑みを浮かべて荒い息をついていた。

「ゆゆゆゆゆ
 幸村くんが小鷹先輩のバックを……小鷹先輩はちょっぴり緊張しながらも期待に胸を高鳴らせて幸村くんの意外なほど立派なそれを受け入れ……すごく……大きいです……ハァハァ……ハァハァ…………
 エクスカリバーッ!!
 」


　理科は絶叫し、白目を
剝
 む

 いてばったりと砂の上に
仰
 あお
 向
 む

 けに倒れた。

　……本当にこいつは意味がわからない生き物だな……。

　そこでふと、
星
 せ
 奈
 な

 と目が合った。

　
何
 な
 故
 ぜ

 か
頰
 ほお

 を赤くして俺と
小
 こ
 鳩
 ばと

 の方を見ていた星奈は、目が合うとさらに顔を真っ赤にして俺から顔を
背
 そむ

 け、

「よ、夜空っ！」

「……なんだ肉」

　裏返った声で言う
星
 せ
 奈
 な

 を、
夜
 よ
 空
 ぞら

 は不機嫌そうに見る。

「あ、あたしに日焼け止めを塗りなさい！」

「
 ぁ？　なぜ私が肉の加工を手伝わなければならないのだ」

「べ、べつにいいでしょ手が空いてるんだし！」

　星奈は強引に日焼け止めを夜空に渡し、
俺
 おれ

 たちから少し離れたところにビニールシートを敷いた。

「ふん……まあいい。塗ってやる」

　夜空は日焼け止めクリームのキャップを
開
 あ

 けながら星奈の後ろにまわった。

「そうそう。素直にあたしの言うこときいとけばいいのよ」

　星奈は満足そうに言ってシートの上に寝そべり、ビキニのトップスの
紐
 ひも

 を外した。

　夜空がクリームをつける。

　……
何
 な
 故
 ぜ

 かサンダルを
脱
 ぬ

 いで、自分の足の裏に。

　クリームを塗った足で、夜空は星奈の背中を軽く踏みつけた。

「冷たっ」

「我慢しろ」

　足の裏で星奈の背中に日焼け止めを塗っていく夜空。

　その顔には
微
 かす

 かに邪悪な笑みが浮かんでいた。

「ん……あ痛っ……！　もうちょっと
丁
 てい
 寧
 ねい

 に塗れないの？　力入りすぎじゃない？」

「力の加減が難しいのだ。慣れてないからな。お前もあまり動くな」

　文句を言う星奈に、夜空はとても誠実そうな
声
 こわ
 音
 ね

 で言った。踏みながら。

「ふーん……まあ慣れてないのは仕方ないわね。あんた
誰
 だれ

 かの背中に日焼け止め塗った経験なんてないでしょうし」

　踏まれていることに気づかず、どこか満足そうに星奈が言った。

　なんか見ているこっちがハラハラしてきた……。

「ま、しっかり塗り込んだ方がいいと思うし、あんたの下手くそな塗り方で我慢してあげるわ。ちゃんとムラなく塗りなさいよね」

「ああ、まかせておけ」

「ふふん、今日は素直じゃない。やっとあたしの偉大さがわかった？」

「まあそんなところだ」

「ふふ、いつもそんなふうに素直なら
可愛
 かわい

 げがあるのにね」

「そうか。では今後は気をつけよう。私は度量の大きな人間だからな」

「はいはい、まあそういうことにしておいてあげるわ」

　肉は機嫌よさそうに笑い、

「……ねえ、大きいといえばあんたの手、けっこう大きくない？　なんか肌に触れてる面積が広い感じがするんだけど」

「気のせいだろう」

「そう？　背中だから感覚が違うのかしら──」

　言いながら
星
 せ
 奈
 な

 は頭を動かして横を見た。

「ぎゃあああああ
 !?
 　あ、あああああ
 んたなにやってんのよ!?
 」

　ようやく
夜
 よ
 空
 ぞら

 が足で日焼け止めを塗っていることに気づき、星奈は悲鳴を上げた。

「おっと、まだ起きるな肉」

　夜空は起き上がろうとする星奈の背中の中心から少し上あたりを踏みつける。

「……!?
 　な、なに、う、うご、け、ない……!?
 　なんで!?
 」

「重心を押さえているからな。どれだけ力を入れても立ち上がれまい」

「ぐぐ……！」

「ふ……私の前で背中を
晒
 さら

 すとは間抜けな肉め……。大人しく私が日焼け止めを塗り終えるまで待つがいい」

「くうう油断したっ！　夜空がまともなことするわけないのにふがぐぐぐ……！」

　顔を真っ赤にして起きようとする星奈の背中の上で足をぐりぐりと動かす夜空。

「うう～、ちゃんと手で塗りなさいよバカァッ！」

「べつに手で塗るのも足で塗るのも変わらないだろう」

「大違いよ！　他人の背中を踏んでもいいのはあたしだけなんだから！」

　涙目になって叫ぶ星奈。

「そういえば貴様は、学校で取り巻きの男どもを『ご褒美』と称して踏んでいるらしいな。どうだ？　私の『ご褒美』は
嬉
 うれ

 しいか？」

「う、嬉しいわけないでしょバカ夜空！　あれは神であるあたしの足だから価値があるのよ！　あんたの汚い足に踏まれて喜ぶ
奴
 やつ

 なんているわけがないわ！」

「そうか？　本当は貴様、踏まれて喜んでいるのではないか？　ククク……
身体
 からだ

 は正直だぞ……」

「え!?
 　……そ、そんなこと、ない……」

　顔を真っ赤にして否定する星奈だったが、その語気は少し弱かった。

　夜空がドＳ全開の
嗜
 し
 虐
 ぎやく
 的
 てき

 な笑みを浮かべる。

「ふんっ、どうやら図星のようだな！　いつも貴様が踏んでいる
馬
 ば
 鹿
 か

 な男どものように、地面に身体を押しつけられて起き上がることもできず、誇りも尊厳も奪われた屈辱的な格好でただ
蹂
 じゆう
 躙
 りん

 されるがままになっている──……こんな状況を喜ぶなんて、貴様はとんだ変態だな！　この
雌
 めす
 豚
 ぶた
 肉
 にく
 奴
 ど
 隷
 れい

 め！」

「う……うう……そんなことない……気持ちよくなんか、ない、のに……」

　夜空の
罵
 ば
 倒
 とう

 に星奈は目に涙を浮かべた。

「くくく……認めてしまえ肉。普段は女王気取りで愚民どもを虐げていても、貴様の本質は根本的に虐げられることに
悦
 よろこ

 びを
見
 み
 出
 いだ

 す
雌
 めす
 犬
 いぬ

 だ。貴様は生まれながらの変態肉なのだ。動く
猥
 わい
 褻
 せつ
 物
 ぶつ

 ……粘液まみれの
雌
 めす
 肉
 にく

 め……大人しくこんがり焼かれて食われるがいい……！　ほらほら、もっと無様におねだりしてみろ……！　もっと強く、貴様の下品な胸が
潰
 つぶ

 れるほどに強く踏みつけてくださいと叫べ！　汚らしい自分の
身体
 からだ

 に粘液を塗りたくってくださいと
媚
 こ

 びた駄犬のように懇願しろ！　思う存分めちゃくちゃに
蹂
 じゆう
 躙
 りん

 してくださいと、神であるこの私に慈悲を
乞
 こ

 え！」

「ぐ……ぐぐぐ……調子に……乗るなああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！！！！！！！！！！！！
 」

　
星
 せ
 奈
 な

 が絶叫し、思い切り腕に力を込めた。

　星奈の手がずぶずぶと地面へと沈み、重心がズレる。

「なに!?
 」

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 の顔に
驚
 きよう
 愕
 がく

 の色が浮かぶ。

　その一瞬の
隙
 すき

 を突き、星奈は身体全体で跳ねるようにして起き上がった。

「くっ！」

　踏んでいた足をはね除けられ、夜空はバランスを崩して
尻
 しり
 餅
 もち

 をついた。

　涙目の星奈はそんな夜空に泣き顔と怒り顔を混ぜたような引きつった笑みを向け、

「はぁ……はぁ…………
 あ、あたしは、変態なんかじゃないんだから!!
 　あたしこそが女王様で女神なんだからね!!
 　わかった!?
 」

　胸を張って、力強くそう宣言したのだった。

「……ふん、貴様はまったく生意気な肉だ……」

　そう言った夜空の口には、
微
 かす

 かな笑みが浮かんでいた。

　誇りを守り抜いた星奈と、彼女の力を認めた夜空──……そんな感動的な場面に見えなくもなかった。

　…………
 ところでちなみに。

　星奈は日焼け止めを塗ってもらう際、トップスの
紐
 ひも

 を外している。

　そんな状態で勢いよく立ち上がったらどうなるかは、言うまでもない。

　
俺
 おれ

 は星奈の方など最初から見ていなかったように装って、黙々と
小
 こ
 鳩
 ばと

 に日焼け止めを塗り続ける。

「おおー、星奈はおっぱいおっきいなー！」

「え？　お？」

　マリアの感嘆の声で、星奈はようやく自分がどういう状態になっているか気づいた。

　…………
 。

　………。

　……星奈の悲鳴が浜辺に響き渡る。

「夜空のド畜生外道スライム────
 ッ!!
 　女王様はあたしなんだから────
 ッ!!
 」

　泣きながら水着を引っつかみ、星奈は走り去っていってしまった。

　部室じゃなくても結局こうなるのかあいつは……。

「……スライムは貴様だろうが」

　胸を揺らして走り去る
星
 せ
 奈
 な

 に、
夜
 よ
 空
 ぞら

 は
忌
 いま
 々
 いま

 しげに吐き捨てた。






　　








　日焼け止めを塗り終わったあとは、それぞれ好き勝手に過ごした。

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 はもちろん、思う存分に海で泳いでいた。

　三歳か四歳くらいのときに
九
 きゆう
 州
 しゆう

 の海沿いの街に引っ越し、そのころから海で泳ぎ回っていた小鳩の泳ぎは、
俺
 おれ

 よりも上手かったりする。

　そんな小鳩に、マリアが互角に水泳で競い合っていた。

　どうやらマリアが昔暮らしていた孤児院が海辺にあったらしく、マリアも物心ついたころから海で遊んでいたらしい。

　俺は小鳩とマリアの競争の審判兼監視員。

　ゴール地点でゴムボートに乗って、スタートの合図をしたりどっちが早く着いたかを判定したりする。

　二人とも泳ぎが得意とはいえ、もしものことがあったら大変なので、二人が疲れ果てるまでずっと競争に付き合っていた。

　
幸
 ゆき
 村
 むら

 は俺のそばで浮き輪を使ってぷかぷかと漂っていた。

　夜空と
理
 り
 科
 か

 は、海だというのにビーチチェアに寝そべって読書。

　理科は大量のＢＬ同人誌をわざわざ家から持ってきたらしい。

「水着で日光浴をしながらエッチな本を読むのもオツなものですね」などと言いながらハァハァしていた。

　星奈は走り去ったきり戻ってこなかった。






　　








　空がオレンジ色に染まり始めたころ、俺たちは別荘に引き上げた。

　夜空も理科も幸村もマリアも料理ができないということだったので、夕飯は俺一人で作った。

　夜空と理科に家庭科の調理実習はどうしていたんだと
訊
 き

 いてみたら、

「理科、昔から料理をすると絶対に爆発するか薬みたいな味になっちゃうんですよ。中学のときはとうとう家庭科室に出入り禁止になっちゃいました。変なものを入れるから悪いってことはわかるんですけど、どうしても入れちゃうんですよねー。
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩ならわかるでしょう？　ついムラムラして入れたくなってしまう気持ちが」

　わかんねえよ。

　一方夜空はというと、

「……調理実習のときはいつも部屋の隅でぽつんと立っていた。同じ班の連中は私などいないかのように料理を作る。作り終わったら、端っこの席についてお情けのように盛りつけられた私の分の料理を気まずい思いをしながら黙々と食べるだけ。真っ先に食べ終えて、自分の食べた料理の食器を洗う──私が調理実習でやることは、いつもそれだけだった……。他のテーブルではみんなが
和
 わ
 気
 き
 藹
 あい
 々
 あい

 と自分たちで協力して作った料理を食べているなか、私が所属する班のテーブルだけは静まりかえっている……」

　遠い目をして言う
夜
 よ
 空
 ぞら

 に、
俺
 おれ

 はいたたまれない気分になった。

　ちなみに
小
 こ
 鳩
 ばと

 と
幸
 ゆき
 村
 むら

 も、実習ではいつも班の人まかせにしてきたらしい。

　まあそれはともかく、今回俺が作ったのはベタだが一度に大量に作れるキャンプ料理の王様、カレー。

　普段はスパイスを混ぜ合わせてオリジナルのカレー粉を作るのだが、荷物が多すぎるので今回は市販のカレールーを持ってきた。

　四種類の市販ルーを混ぜ合わせることで、そこそこ満足できる味にはなる。

　夕飯の準備が終わってもまだ
星
 せ
 奈
 な

 が戻ってこないので、ちょっと心配になって外に出たところ、玄関先で水着姿の星奈が体育座りをしていた。

「なにやってんだこんなとこで」

　すると星奈は
頰
 ほお

 を真っ赤にして、俺から顔を
背
 そむ

 けて小声で、

「……あ、あんた、あの……その……み、見た？」

「え、何を？」











　動揺を隠し、全力でとぼける
俺
 おれ

 。

「あたしが走ってく前に、その……」

「あのときは
小
 こ
 鳩
 ばと

 に日焼け止め塗ってたからよく知らねえけど、どうせまた
夜
 よ
 空
 ぞら

 にいびられたんだろ？」

　……少し早口になってしまった気がする。

　夜空と違って、俺は演技が得意じゃない。

　それでも
星
 せ
 奈
 な

 は、

「あ……あ、うん、そ、そうなの！　まったくあのバカは最悪ね！」

　少し顔を赤くしながら──前に星奈の家で裸を見てしまったときと同じように──俺の言葉をとりあえず、表面上は受け入れてくれた。





怪談









　食事を終えて全員が入浴を終えると、昼間散々はしゃいでいた小鳩とマリアはすぐに眠ってしまった。

　リビングには俺と夜空と星奈と
理
 り
 科
 か

 と
幸
 ゆき
 村
 むら

 が集まっている。

　夜空は読書、星奈はわざわざ持ってきたプレステでゲーム、理科はパソコンで何やら作業、幸村はぼーっとしている。

　例によって例のごとく、普段の部活とまったく変わらない過ごし方だった。

　俺もしばらくＰＳＰの『モン狩』で遊んでいたが、眠くなったので早めに休むことにした。

　疲れていたので朝までぐっすり眠れた。

　朝食は昨日多めに作っておいたカレー。

　カレーは冷蔵庫で一晩寝かせたやつが一番
美
 う
 味
 ま

 いと俺は思う。

　朝食を食べたあとは、また小鳩とマリアに付き合って海で遊んだ。

　星奈と幸村も一緒だったが、夜空と理科は別荘から出てこなかった。

　星奈はようやく「小鳩と一緒に泳ぐ」という念願を
叶
 かな

 えることができたのだが、魚のように泳ぎ回る小鳩に追いつくことができず、ぐったりと浜辺に倒れ込む。

「……ハァ……ハァ……こ、
小
 こ
 鳩
 ばと

 ちゃん、泳ぐのはや……うえっぷ……」

「あいつ
俺
 おれ

 より泳ぎ上手いからな。こないだ泳げるようになったばっかりのお前じゃ
敵
 かな

 わないだろ」

　俺は苦笑して言った。

　昼食（焼きそばを作った）を食べ終わると、午前中に体力を使い果たしたらしく小鳩とマリアと
星
 せ
 奈
 な

 は寝てしまった。

　子供二人が昼寝している間に、俺は電動自転車に乗って片道二十分ほどかかる町まで買い出しに出かけた。

　のんびりした雰囲気の小さな港町で、新鮮な魚介類が安く買えたのでよかった。

　夕飯には買った食材をふんだんに使ってパエリアを作った。

　七人分ということもあって、今回は通常よりもかなり豪快に具をぶち込んでみた。

　まとめて大勢の食事を作るというのもなかなか楽しいもんだな。

　ところどころご飯や具が焦げすぎてしまったが、部員たちには好評だった。

　そんな感じで夕飯が終わり、夜になった。

　全員リビングに集まっているものの、例によってみんな思い思いに時間を
潰
 つぶ

 している。

「……明日には家に帰るっていうのに、結局合宿らしいことなんにもしてないな」

　俺がぽつりと言うと、

「合宿らしいことってなに？」とＰＳＰの画面から顔を上げて星奈。

「わかんないけど、せっかくみんなで集まってるんだから、みんなで何かやるといいんじゃないかって」

「海に向かって『海だーっ！』と叫ぶ練習をしたじゃないか」と
夜
 よ
 空
 ぞら

 。

「……あれはノーカウントだろう」

　と、そこで
理
 り
 科
 か

 が口を開く。

「みんなバラバラで過ごすのはいつものことですけど、たしかにこんな時間に集まる機会はめったにありませんね。みんなで何かしないと
勿
 もつ
 体
 たい

 ないかもしれません」

「だろ？」

「はい。夜に若い男女が集まってやることといえばそう、
乱
 らん

 ぎょふっ!?
 」

　べしっ！

　理科が言い終わる前に、夜空が理科の頭をハエ
叩
 たた

 きで叩いた。

　……わざわざ部室から持ってきてたのかそれ。

「
卑
 ひ
 猥
 わい

 なことを言うな変態」

「おやおや、『らん』の二文字だけで即座に卑猥な単語だと判断した夜空先輩もなかなかのムッツリさんだと思いますよ。ランニングかもしれませんし、ランドセルやランドクルーザーについての意見交換って言うつもりだったかもしれないじゃないですか」

「そ、それは……」

　理科の指摘に夜空は顔を赤くした。

「まあ、もちろん乱交パーティーって言うつもりだったんですけどね」

　ばちこん！

　今度は
俺
 おれ

 が無言で
理
 り
 科
 か

 の頭をはたいた。

「痛くない！　もっと強くぶってください先輩！」

「ええ!?
 」

　予想外の反応が返ってきて俺は本気で引いた。

「なーなー、らんこうパーティーてゆうのはどんなパーティーなのだ!?
 　ワタシはそれやってみたいぞ！」

　目を輝かせてマリアが尋ねた。

　すると理科は目に怪しげな光を浮かべパソコンを何やら操作してマリアに画面を見せながら、耳元で
囁
 ささや

 く。

「乱交パーティーとはですね……ゴニョゴニョゴニョ……ゴニョゴニョ…………

 」

「うええええ
 ん乱交パーティーこわい
 
 
 
 
 

 ！」

　マリアが俺にしがみついてガタガタ
震
 ふる

 えはじめた。

「またお前はマリアにろくでもないことを……」

　こめかみを押さえる俺だった。

「まあ先輩に下ネタばっかり言っている痴女だと思われてしまうのもアレなのでマジレスしますと、夏の夜らしく怪談とか肝試しはどうでしょう。実は理科、怖い話のストックけっこうあるんです」

　淡々と理科は言った。

「下ネタばっかり言ってる痴女だと思われたくないってのはとっくに手遅れだが、怪談に肝試しか……けっこうまともなアイデアじゃないかおい。お前はやればできる子なのになんで普段からやらないんだ！」

「……いいアイデアを出したのに
叱
 しか

 られてしまってなんだか理不尽な感じです」

　理科はちょっと
拗
 す

 ねたように唇を
尖
 とが

 らせた。

「でも意外だな。バリバリ理系のお前がそういうの詳しいなんて」

「女の子はみんなオカルト大好きなんですよ先輩。理科も科学者である前に一人の乙女だったということです。痴女ですが」

「自分で言うなよ……」

　相変わらず会話するのが疲れるやつだった。

「怪談に肝試しねえ……。怪談はどうでもいいけど肝試しイベントは『ときメモ』とかでもあったからやってみたいわ」

　
星
 せ
 奈
 な

 が言った。

「ふん、まあ他にやることもないし、やってみるか……」

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 も
頷
 うなず

 き、

「肝試しの準備などしてないから、まずはみんなで怖い話を披露しあって、それから外の林に行くのはどうだ？」

「ああ、それでいいんじゃないか？　明かりがないから普通に歩くだけでもけっこう怖いと思うし」

　
俺
 おれ

 が
夜
 よ
 空
 ぞら

 の意見に賛成する。

「わたくしはあにきの望まれるがままに」

　
幸
 ゆき
 村
 むら

 が神妙な口ぶりで言った。

「ククク……夜の
闇
 やみ

 は我が
朋
 ほう
 友
 ゆう

 ……恐怖など
微
 み
 塵
 じん

 も感じぬわ……」

「わ、ワタシだってお化けなんて怖くないぞ！　もしもお化けが出てきても聖なる力でぶっ殺してやるのだ！」

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 に対抗してマリアが気勢を揚げた。






　　








　リビングの中央のテーブルに
蠟
 ろう
 燭
 そく

 を置き、みんなでテーブルを囲んで部屋の明かりを消す。

　エアコンを消し、代わりに窓を
開
 あ

 けたが蒸し暑い。

　ゆらゆらと揺れる蠟燭の頼りない火で、部員たちの顔が闇の中にぼうっと浮かび上がる。

「おお……けっこう雰囲気出るもんだな」

　感心して俺が言う。

「
小
 こ
 鷹
 だか

 と夜空の悪人面がますます凶悪に見えるわね。こわ……」

「これだけ暗いとこっそり痴漢行為を働いても
誰
 だれ

 が犯人だかバレませんね」

「なんかお誕生日パーティーみたいだなー！」

　
星
 せ
 奈
 な

 と
理
 り
 科
 か

 とマリアがそれぞれ雰囲気ぶち壊しの発言をした。

「……では始めるぞ。まずは誰からいく？」

　夜空が言うと、理科が名乗り出た。

「それでは言い出しっぺの理科から。ふふ、最初からハードル上げちゃいますよ」

「ふん、まあ期待してやろう」

「では……」

　みんなが理科に注目し、理科は話を始める。

「これは理科が実際に体験したことです……。今でもあのときの恐怖は鮮明に思い出すことができます……。忘れることなんてできません……。あれはそう……理科が中学一年生のときの、ある暑い夏の日のことでした……」

　抑揚を抑えた、そこはかとなく不気味さを感じさせる口調。

　これはガチで怖い話かもしれない……。

　誰かがゴクリと
唾
 つば

 を
吞
 の

 む音が聞こえた。

「当時、まだそんなに引きこもり気質ではなかった理科は、フリーダムガムダン×ディスティニーガムダンの同人誌を求めて、『
虎
 とら

 のアナル』というボーイズラブ専門店へと足を踏み入れたのです……」

　……あれ？

「店内にはたくさんのＢＬ同人誌が売られていたのですが、お目当ての同人誌はもともと数が少なかったのか一冊しか残っていませんでした……。無事に入手できたのはまさにディスティニーと言うほかありません……。
理
 り
 科
 か

 は歓喜に打ち
震
 ふる

 えながら家に帰り、さっそくその同人誌を読み始めたのです……。しかしなんということでしょう……。表紙はフリーダムガムダンのビームサーベルに後ろから貫かれるディスティニーガムダンの絵という、どこをどう見てもフリディス本にしか見えないものでありながら、なんとその内容はディスフリ本だったのです……ひいぃ……！」

　…………
 。

　………。

　…………
 ？

「……おい、続きは？」

　
俺
 おれ

 たちが
怪
 け
 訝
 げん

 な顔をして続きを促すと、理科はきょとんとした顔で、

「え？　これで終わりですけど」

「終わりなのかよ!?
 」

　ずっこける俺たち。

「恐ろしい体験でした……。今でこそ大抵の逆カプはイケるようになりましたが、当時の
純
 じゆん
 粋
 すい
 無
 む
 垢
 く

 な乙女だった理科にとってフリーダムは絶対に攻めでディスティニーは何があろうとも受けであり、ディスティニー×フリーダムなど到底許容しがたいものだったのです。事前によく調べなかった理科が悪いと言われればそれまでですが、ネットで表紙を見た瞬間に頭がフットーしてしまい不覚をとりました……」

　知らんがな……。

「……はい次ー」

　投げやりに
夜
 よ
 空
 ぞら

 が言った。

「ではわたくしが」

　名乗りを上げたのは
幸
 ゆき
 村
 むら

 だった。

「ほう、意外だな」

　幸村が話し始める。

「……それではまいります……『恐怖のしゅうまい』」

「「「それは笑い話だ！」」」

　俺と夜空と
星
 せ
 奈
 な

 が同時にツッコんだ。

　幸村は不思議そうに首をかしげ、

「しかしこれは本当におそろしいお話なのです。まさかしゅうまいがふたにくっついていたなんて……」

「オチまで言っちゃった！」

　ダメダメだった。

「……なにか別の話はないのか」

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 が言うと、

「では『恐怖のしゅうまい』に比べればそれほどこわくありませんが、わたくしが知っている怪談をいくつかお話しいたしましょう」

　……そう言って
幸
 ゆき
 村
 むら

 が語ったのは、『おいてけ堀』『
鍋
 なべ
 島
 しま

 の化け猫』『
番
 ばん
 町
 ちよう
 皿
 さら
 屋
 や
 敷
 しき

 』『
耳
 みみ
 無
 な

 し
芳
 ほう
 一
 いち

 』といった、日本の有名な怪談の数々だった。

　話自体は聞いたことがあるようなものばかりだったが、時代を超えて語り継がれてきた怪談だけあってそのクオリティは折り紙つきで、幸村の静かで淡々とした語り口と相まって、
俺
 おれ

 たちを
震
 ふる

 え上がらせるのに十分だった。

「お、おおおおおおおおおおおおお
 兄ちゃん…………
 っ」

「ひゃうううぅ……あんちゃぁぁん……」

　半泣きになってぶるぶる震えながら、両隣に座っていたマリアと
小
 こ
 鳩
 ばと

 が俺の腕にしがみついてきた。

「だ、だだ、大丈夫だ、怖くないぞ、怖くない……！」

　そう言う俺の声も少し震えていた。

「むー……反応の違いが釈然としませんね……。
理
 り
 科
 か

 の話も怖さでは負けていないと思うのですが」

　不満そうに理科が言った。

「ね、ねえ夜空、あんたもしかしてびびってるんじゃない？　こ、心優しいあたしが手ぇつないであげよっか？」

　
星
 せ
 奈
 な

 が口元を震わせながら言うと、

「ふん、そういう貴様こそ無様にガタガタ震えているのが丸分かりで
滑
 こつ
 稽
 けい

 だぞ肉」

　特に怖がっている様子もなく淡々と夜空は言った。

「く……」

　星奈は悔しげに
呻
 うめ

 き、

「だ、だったら今度はあたしの怪談であんたを恐怖のどん底にたたき落としてやるわ！」

　そう言って星奈は自信たっぷりの尊大な口調で怖い話をした……。

　………………
 。

　…………
 。

　……話が終わった。

「……で？」

　夜空の
醒
 さ

 めた声。

　部員たちの白けた視線に、星奈は涙目になる。

「うう～、なんでみんな怖がらないのよ……！」

　
星
 せ
 奈
 な

 の話は驚くほど怖くなかった。

　話の内容はある日突然家にやってきた美女が実はずっと昔に主人公が殺した女の幽霊だったという筋の、ちゃんと「怖い話」として成立しているものだったのだが、星奈の語り口がすべてを台無しにしていた。

　終始普段
喋
 しやべ

 っているときと変わらないノリで話し、しかもたまに「あはは、この男ホントにバカよねえ」と自分でツッコミを入れたりするのだ。

　ラストで主人公が幽霊に殺されるシーンで「あははっ！　ざまあみろバァァカ！」なんてナレーションが入る怪談がどこにある……。

「まあ、話自体は普通によくできてたと思うぞ」

　
俺
 おれ

 がフォローを入れると
何
 な
 故
 ぜ

 か星奈はムッとした顔になった。

「なんかその上から目線が腹立つわね……。そう言う
小
 こ
 鷹
 だか

 はどんな怖い話のストックがあるのかしら？」

　……どうやら、ついに俺の怪談を披露するときが来たようだ。

　怪談にはあまり詳しくないのだが、以前ちょっとオリジナルの怪談を考えてみたことがある。

　正直、かなり怖いという自信があった。

「……よし、それじゃあ俺がとっておきの怪談を聞かせてやる。タイトルは──『恐怖のみそ汁』」

　ばちこんっ！

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 が何も言わずにハエ
叩
 たた

 きで俺の頭を叩いた。

　星奈も冷ややかな目を向けている。

「タ、タイトルだけで笑い話って判断するなよ！　これはれっきとした怪談なんだ！」

　弁解して俺は『恐怖のみそ汁（俺バージョン・怪談編）』を話し始めた──……。

　…………
 。

　………。

「ふぁひゃひゃひゃひゃ、く、くるしっ、な、な、なんでアウグスティヌス、アウグスティヌスくくくく
 っ、ふゃひゃひゃふぁひゃっ！　お、おおお母さんなんで入れたっ!?
 　なんでお母さんアウグスティヌスの首入れたあひゃひゃひゃひゃっ！　どっからとってきたんじゃあひゃはははは
 、はは、く、ぐるじ、うぇ、ひぇひぇひゃっ！」

　話が終わると、マリアが腹を抱えて笑い転げた。

「な、なんで笑うんだ……!?
 」

　以前マリアに『恐怖のみそ汁（お笑いバージョン）』を聞かせてやったときとまったく同じ反応をされたことに
愕
 がく
 然
 ぜん

 としながら他の部員たちに目を向けると、みんな哀れむような目で俺を見ていた。

「小鷹……お前はどうしてそんなに残念なのだ？」

「ごめんなさい先輩。
理
 り
 科
 か

 、こんなときどんな顔をしたらいいのかわからないんです……笑えばいいんですか？」

　
幸
 ゆき
 村
 むら

 まで「あにきのすばらしきお話の意味がまったくわからないなど、わたくしはまだまだ未熟です……」と悲しそうな表情を浮かべていた。

「あんちゃん……恥ずかしい……」

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 が顔を赤くして
俯
 うつむ

 いてしまった。

「い、いやだってこれ怖いだろ!?
 　みそ汁の中に教父アウグスティヌスの首が入ってたらめっちゃ怖いだろ!?
 」

　わけがわからず慌てる
俺
 おれ

 に
星
 せ
 奈
 な

 がジト目で言う。

「ハァ……毎度毎度あんたの話はオチがシュールすぎてついていけないのよバカ」

「なるほど、つまりレベルが高すぎるってことか」


「「全然違う!!
 」」


　納得した俺に、星奈と
夜
 よ
 空
 ぞら

 がハモってツッコんできた。

　むう……お笑いのときといい、お前らの感性はよくわからないぜ……。

「……ふう……他にネタがある者はいないか？」

　夜空が疲れた顔で言った。

　夜空の他にまだ話していないのはマリアと小鳩だが、二人は特にネタがないようだった。

「ふん……では私の話で怪談大会はおしまいにして肝試しに移ろう」

「そうね。さっさと話しちゃいなさいよ夜空。あんまり期待してないけど」

　投げやりに星奈が言って、夜空が話を始める。

「これは私の友達から聞いた話だが……」

「あんた友達いないじゃない」

「黙れ肉」

　星奈のツッコミに夜空はギロリと
睨
 にら

 んだ。

「……物語の主人公の名前は、仮にＡ子としておこう……。とある公立中学に通う少女だ……。彼女には一人の親友がいた。名前は……そうだな……Ｙ子としておこう。Ａ子とＹ子はたまたま同じクラスの隣の席になって以来ウマが合い、なにをするにもいつも一緒だった……」

　低いトーンのどこか
陰
 いん
 鬱
 うつ

 な語り口。

　それは夜空の普段の
喋
 しやべ

 り
方
 かた

 だが、怪談との相性は抜群によかった。

「……ところで、彼女たちの学校には一つの怪談が伝えられていた……。『
闇
 やみ
 子
 こ

 さん』と呼ばれる少女の霊の話だ……」

　俺たちは息を
吞
 の

 み夜空の話に聞き入った。

　ただでさえ陰気な夜空の声は、話が進むにつれて次第に不気味さを増していく。

　闇子さんは、かつていじめを苦に自殺してしまった少女の霊で、彼女を自殺にまで追い込んだのは彼女の親友だったという。

　ゆえに
闇
 やみ
 子
 こ

 さんは、学校で友達を裏切るような
真
 ま
 似
 ね

 をした人間に
取
 と

 り
憑
 つ

 いて殺してしまうのだという……。

　仲良しだったＡ子とＹ子だが、
色
 いろ
 恋
 こい
 沙
 ざ
 汰
 た

 による争いで友情に
亀
 き
 裂
 れつ

 が入り、明るくてＹ子の他にも友達が多かったＡ子は、内気なＹ子に嫌がらせをするようになる。

　嫌がらせは日に日にエスカレートし、ついにＹ子は、しばしばＡ子たちから暴行を受けていた旧校舎のトイレで自殺してしまう。

　最初は後悔したＡ子だったが、時が経つにつれてＹ子のことなど忘れてしまった。

　しかしその
頃
 ころ

 から、Ａ子の周囲で様々な怪現象が起きるようになる。

　最初は偶然か
誰
 だれ

 かの
悪戯
 いたずら

 だと思っていたＡ子だが、怪現象はどんどん
酷
 ひど

 くなる一方で、Ａ子に対して明らかに悪意が向けられていた。

　状況から人の手によるものだとは考えられず、Ａ子は自分が闇子さんに
呪
 のろ

 われていることを悟った。

　必死で許しを
乞
 こ

 うＡ子だったが、闇子さんによるＡ子への攻撃は陰惨を極め、ついにはＹ子が自殺したのと同じトイレに追い込まれてしまう。

　トイレに
鍵
 かぎ

 を掛け、ふと上の方を見たＡ子が見たものは、世にもおぞましい形相でＡ子を
睨
 にら

 みつける、Ｙ子の
首
 くび
 吊
 つ

 り死体だった……。

「……それ以来、Ａ子の姿を見た者はいない……。これまでも多数の行方不明者を出したその学校は廃校となって取り壊され、現在その跡地は林になっているという……。そう……この建物の裏にある林がそれだ──……」

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 の話が終わったまさにその瞬間。

　
蠟
 ろう
 燭
 そく

 の火がフッと消えて部屋が真っ暗になった。


「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああ
 !?
 」


　
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ
 員
 いん

 たちの絶叫が響き渡った──。






　　








「……さて、それでは肝試しに行くか」

　電気をつけ、夜空は淡々と言った。

　しかし他の部員たちは立ち上がろうとしない。

　マリアと
小
 こ
 鳩
 ばと

 は
俺
 おれ

 にしがみついてガタガタと
震
 ふる

 え、俺も口を開くのがやっとだった。

「な、なあ夜空……やっぱりやめないか？　外は暗くて危ないし……」

「そ、そそそうよ。もしものことがあったら大変だし！」

　俺が言うと
星
 せ
 奈
 な

 も賛成し、
理
 り
 科
 か

 と
幸
 ゆき
 村
 むら

 もこくこく
頷
 うなず

 いている。

「……なんだお前たち、怖いのか？」

「こ、怖いわけないでしょあんたの話なんか！　だ、だいたいこの近くに学校があったなんて話聞いたことないしよく考えたら他にもおかしな部分がいっぱいあったし！」

「人づてに聞いた古い話だからな……ところどころおかしな点が生じるのも無理はないだろう……。まあ、貴様が
噓
 うそ

 だと思いたいのならそうするがいい……」

「だ、だからそんな作り話なんて怖くないってば！」

　淡々と言う
夜
 よ
 空
 ぞら

 に涙目で
星
 せ
 奈
 な

 は叫んだ。

「ふう……」

　夜空は
呆
 あき

 れた顔で嘆息。

「では肝試しは中止にするのか？　私は元々どちらでもよかったのだが」

　夜空が部員たちに尋ねた。

　……もちろん、肝試しを決行しようと言う者は
誰
 だれ

 もいなかった。






　　








　怪談のあと、
俺
 おれ

 たちは
風
 ふ
 呂
 ろ

 に入り、それぞれの部屋で寝ることになった。

　電気を消して布団に入り目を閉じる。

　ほどなく、隣の布団からは
幸
 ゆき
 村
 むら

 の安らかな寝息が聞こえてきた。

　しかし俺のほうは、目を閉じても全然眠れない。

　
身体
 からだ

 は疲れているはずなのにさっきの怪談──
闇
 やみ
 子
 こ

 さんの話が頭から離れない。

　俺は基本的に幽霊なんて信じないし、怪談で眠れないほど怖くなったこともない。

　しかし話の内容と夜空の絶妙な語り口の相乗効果は、かつてないほどの衝撃を俺に与えてくれたらしい。

　友達を裏切った者を
呪
 のろ

 い殺すという闇子さん。

　十年前、俺は親友に引っ越しのことを
告
 つ

 げられず街を去った。

　あいつからすれば、俺は裏切り者ではないだろうか……。

　ぶるっ！

「……！」

　身体の
震
 ふる

 えを誤魔化すように、俺はぎゅっと目を閉じた。

　しかしどれだけ時間が経っても眠れない。

　と、不意に。

　ギィィィィ────
 と
微
 かす

 かな音が聞こえた。

　ギョッとして目を
開
 あ

 けると、部屋のドアがゆっくりと開いていくではないか。

　全身に鳥肌が立つ。

　ま、まさか、や、闇子さん……？

　扉を開け、一つの人影が部屋に入ってくる。

　人影はそろりそろりと
俺
 おれ

 の布団へと近づいてくる。

　恐怖のあまり、俺はぎゅっと目を閉じた。

　見えませんから……！

　何も見えません存在しません……！

　だが──……ゆさゆさと、何者かが布団を揺すってきた。

　ひいいいい
 ……!?


「……小鷹。ねえ小鷹
 」

　……へ？

　その声は聞き覚えのあるものだった。

「……
星
 せ
 奈
 な

 ？」

　目を
開
 あ

 けて、俺は小声で名前を呼ぶ。

　そこにいたのはパジャマ姿の星奈だった。

「……どうしたんだ？」

「ちょ、ちょっとついてきて……」

　恥ずかしそうに星奈が言って、俺は
怪
 け
 訝
 げん

 に思いながら星奈と一緒に足音を立てないように部屋の外に出た。

「どうしたんだ？」

　廊下で改めて尋ねると、星奈はもじもじと顔を真っ赤にして、

「……ト、トイレについてきてほしいの
 」

「トイレ……？」

「べ、べつに怖いわけじゃないんだからね？　でもほら、あの、ね、念のためっていうか」

　どうやら
夜
 よ
 空
 ぞら

 の怪談が死ぬほど効いたのは俺だけではないらしい。

　トイレ──Ｙ子が自殺し、Ａ子が
闇
 やみ
 子
 こ

 さんに連れ去られた舞台……。

「……同じ部屋の夜空に付き合ってもらえばいいじゃないか……」

　俺が言うと星奈はキッと俺を
睨
 にら

 んだ。

「あいつにそんなこと頼んだら絶対バカにするでしょうが」

「そりゃまあ、たしかに」

「だ、だから早く行くわよ！　ちょっと、その……限界だから……」

「わ、わかった」

　俺と星奈は足早にトイレへと向かった。

　星奈がトイレに入り、俺はその前の廊下で立っている。

「ちゃんといるわよね小鷹」

　何やら物音と一緒に、トイレの中から星奈の声。

「ああ、いるぞ」

　気恥ずかしさを覚えつつ返事をする。

　水を流す音と同時にまた確認の声。

「
小
 こ
 鷹
 だか

 いるー？」

「いるって」

「こ、小鷹ー！　いるわよねえ!?
 」

　ちょっと泣きそうな声で
星
 せ
 奈
 な

 が再び聞いてきた。

　どうも水音のせいで
俺
 おれ

 の返事が聞こえなかったらしい。

「いるって！」

「ちゃんと返事してよバカ！」

　……トイレから出てくるまで何度も何度も、星奈は俺にいるかどうか確認してきた。

　部屋に戻る際、星奈は顔を真っ赤にして俺を
睨
 にら

 む。

「よ、
夜
 よ
 空
 ぞら

 には今のこと絶対言わないでよ？　言ったら殺すからね!?
 」

「はいはい……」

　ため息混じりに返事をして、俺は自分の部屋に戻った。

　脱力したせいか布団に入ると先ほどまでの恐怖はなく、眠気が襲ってきた。

　よかった、これなら眠れそうだ……。

　……しかし
安
 あん
 堵
 ど

 したのも
束
 つか

 の
間
 ま

 。

　またしても部屋の扉がゆっくりと開き、
誰
 だれ

 かが入ってきたではないか。

「あんちゃぁん……」

　泣きそうな顔で近づいてきたのは
小
 こ
 鳩
 ばと

 だった。

「……どうした小鳩」

「トイレついてきて……」

「…………
 」

　もじもじしながら言う小鳩に、俺は嘆息しつつ起き上がった。





　小鳩をトイレに連れて行き、今度こそ眠ろうと俺は布団に入った。

　しかしすっかり目が覚めてしまい、なかなか寝付くことができない。

　それでもじっと目を閉じて、ようやく再び睡魔が襲ってきた矢先。

　ギィィィ──……。

　またかよ……。

　部屋に入ってきたのはマリアだった。

「……トイレについてきてほしいのか？」

　むくりと起き上がって俺が言うと、マリアは目を丸くした。

「おお!?
 　なんでわかったのだ？　お兄ちゃんはすごいなー！」

　……というわけで、マリアと一緒にトイレへ。

「お兄ちゃんいるー!?
 」

「おー……いるぞー……」

　何度も何度も聞いてくるマリアに、
欠伸
 あくび

 をかみ殺しながら答える。

　……ちなみにマリアはおしっこではなく大のほうだった。

「お兄ちゃんいる!?
 」

「ＺＺＺ……」

「うぇ!?
 　お兄ちゃん！　お兄ちゃん!?
 」

「ハッ!?
 　あ、い、いるぞ！　だから安心してうんこしろ！」





　……そんなこんなでようやくマリアを部屋まで送って自分の部屋に戻り、今度こそ眠ろうと目を閉じる。

　で、またしても
誰
 だれ

 かが部屋に入ってきた。

「あーはいはい。ほらさっさとトイレ行くぞ」

「は？　トイレ？　
理
 り
 科
 か

 はただ
夜
 よ
 這
 ば

 いに来ただけですが」

「帰れ！」

　理科の首根っこを引っつかんで部屋から追い出した。





　理科のアホな行動のせいでまた目が覚めてしまった。

　しかしまあ、これでもう
俺
 おれ

 を起こす
奴
 やつ

 はいないだろう。

　安心して目を閉じること
暫
 しば

 し──ようやく眠気がやってきた。

　…………
 げ。

　……眠気と同時に、尿意までやってきてしまった。

　他の奴をトイレに連れて行ったときに俺も小便しておけばよかったな……。

　後悔しながら、ゆっくりと部屋の扉を
開
 あ

 けた。

「きゃっ!?
 」

「うお!?
 」

　部屋を出てすぐのところに
何
 な
 故
 ぜ

 か
夜
 よ
 空
 ぞら

 が立っていて、二人して
驚
 きよう
 愕
 がく

 の声を上げる。

　きゃっ……って、夜空らしからぬ悲鳴だったな……。

「な、なんだ
小
 こ
 鷹
 だか

 か。どうしたのだ」

　顔を赤くして夜空が言った。

「トイレだよ。お前は？」

「わ、私もトイレだ」

「え、でも……」

　夜空の答えを俺は
怪
 け
 訝
 げん

 に思った。

　夜空たちの部屋からトイレに行く場合、俺たちの部屋の前を通るはずがないからだ。

「せ、せっかくだから一緒にトイレに行くぞ小鷹」

　慌てた様子の夜空に、俺はもしやと思って尋ねる。

「……お前もしかして、
闇
 やみ
 子
 こ

 さんの話のせいで一人でトイレ行くのが怖いんじゃ……」

「そ、そそそそ
 んなことあるわけないだろう!?
 」

　どうやら図星のようだった。

「……なんでお前まで
闇
 やみ
 子
 こ

 さん怖がってるんだよ……お前が話したネタじゃねえか」

「自分が怖くないような話で他人を怖がらせることができるわけがないだろうが！　話を完全に記憶し頭の中にイメージがハッキリあるぶん、ただ聞いていただけのお前たちよりも私の方が怖いくらいだ！」

　ジト目で尋ねる
俺
 おれ

 に、
夜
 よ
 空
 ぞら

 は開き直って言った。

　と、夜空の
身体
 からだ

 がぶるっと
震
 ふる

 える。

「と、とととにかく早く行こう
小
 こ
 鷹
 だか

 」

　もじもじしながら言う夜空と一緒に、俺はトイレに向かった。

　限界が近いという夜空に先をゆずり、俺はまたしても廊下で待機。

「こ、小鷹いるな!?
 」

「いるよー」

　ごそごそと物音。

「小鷹」

「いるー。つーか俺もトイレ行きたいんだから早くしてくれ」

「そ、そうか」

　しばらくして夜空が出てきて、入れ替わりに俺がトイレに入る。

　扉の外から夜空の声。

「私も小鷹が出るまで待っていてやろう」

「いいよべつに」

「む……というか小鷹は怖くなかったのかあの怪談」

「ああ、全然平気だ」

　正確には、怖かったけど今はもうどうでもよくなった。

「そうか……怖くなかったのか……」

　俺の返事に、夜空は
拗
 す

 ねたような声で言った。





　俺が用を足して部屋に戻った
頃
 ころ

 には、すでに空が白み始めていた。

　こうして、
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 合宿の二日目が終わった。

　三日目は朝食を食べたらあとは帰るだけなので、合宿はこれにてほぼ終了。

　みんなでやったことといえば、ご飯を一緒に食べたこと、「海だーっ！」と叫ぶ練習をしようとしたこと、怪談大会、肝試しをしようとして中止になったこと。

　まあ隣人部らしいといえばらしい合宿だったなと思いながら、俺はようやく眠りにつくことができたのだった。





夏祭り









　夏休みも残すところ一週間足らずとなった。

　
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 の部室ではいつものように部員たちがそれぞれダラダラと過ごしている。

　
俺
 おれ

 は夏休みの宿題、
夜
 よ
 空
 ぞら

 と
小
 こ
 鳩
 ばと

 は読書、
星
 せ
 奈
 な

 はギャルゲー、
理
 り
 科
 か

 はＢＬゲー、
幸
 ゆき
 村
 むら

 は立っているだけ、マリアは寝ている。

「……そういえば」

　不意に夜空が、本から顔も上げずに言った。

「明日は
遠
 とお
 夜
 や
 駅
 えき

 前商店街の神社で夏祭りがある」

　お祭りか……。

　小学生の
頃
 ころ

 に子供会で
御
 み
 輿
 こし

 を
担
 かつ

 がされたことはあったけど、それ以外はほとんど参加したことがない。

　友達いないのにお祭り行ってもつまんないからな……。

　そんなことを思いながら夜空の言葉の続きを待つ。

　が、

「……………………………………………………
 」

　いっこうに夜空が話し始める様子はなく、

　ぺら。

　無言で文庫本のページをめくる夜空。

「えっ、続きは？」

　星奈が驚いた顔で言った。

「続き？」

　不思議そうに夜空が首を
傾
 かし

 げる。

「いや、商店街の神社で夏祭りがあるんでしょ？」

「ああ。学校に来る途中で
提
 ちよう
 灯
 ちん

 がぶら下がっているのを見たことを、今ふと思い出しただけだ」

「つまり言ってみただけってことね……せっかくだからみんなでお祭り行ってみようとかじゃないんだ……」

　星奈は少し残念そうに言うと、

「どうしてわざわざ人が多そうな場所に行かなければならないのだ」

　夜空は心底嫌そうな顔になった。

「まったくその通りです」

　理科がパソコン画面から顔を上げてこくこく
頷
 うなず

 く。

「理科もずっと前に
東
 とう
 京
 きよう

 で年二回開催される同人誌のお祭りに行こうとしたのですが、行きの電車があまりにも窮屈だったので一駅で降りて帰っちゃいました。それ以来お祭りには苦手意識があります」

　
理
 り
 科
 か

 の言う同人誌祭りのことは、ニュースや雑誌で見て知っている。

　なんでも、三日間で何十万人もの人が集まるとか。

　写真や映像も見たけど本当に
凄
 すさ

 まじい人だかりで、理科や
夜
 よ
 空
 ぞら

 でなくてもあれはしんどそうだった。

「でもあの祭りって、あそこでしか買えない本とかもあるからあんなに人が集まるんだろ？　お前はそういうのは手に入れなくていいのか？」

　ふと疑問に思って
俺
 おれ

 が尋ねる。

「おっと、なかなか痛いところを突いてきますね先輩。女の子を突いて痛がらせるのは感心しませんよ。初めての娘には優しくしてください」

「強引に下ネタに持っていくんじゃねえ」

　
呆
 あき

 れる俺に理科は真顔で、

「理科から下ネタを取ったらいったい何が残るというのですか」

「いやいろいろ残るだろ!?
 　天才発明家とか科学者とかクールキャラとか眼鏡とか……もっと自分を信じろよ」

「それらはすべてギャップによって下ネタを引き立てるための道具に過ぎません。下ネタこそが理科の本質です」

「なにがそこまでお前を下ネタに駆り立てるんだ!?
 」

　それさえなければ
可愛
 かわい

 いのに、もったいない……。

「ちなみに、同人ショップで流通しないような作品に関しては知り合いの人に頼んで手に入れてもらったりしています。企業で参加しているゲーム会社の人とか。理科はこのためにゲーム会社のお手伝いをしていると言っても過言ではありません」

「へえ、引きこもりをカバーするために色々考えてるんだな」

「えへん」

　理科は少し誇らしげに胸を張った。

「……引きこもりそのものを治せばいいのに」

「あー、それは無理ですね」

「簡単に
諦
 あきら

 めるなよ。同人誌のことはよくわかんないけど、バーゲンとかタイムサービスで自分の目で直接見て選んだ商品を勝ち取ったときの達成感はけっこういいもんだぞ。苦労して手に入れたものほど愛着も
湧
 わ

 くもんだし」

「なるほど……
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩は意外と肉食系だったんですね」

「……まあ、そう言われるとそうなのかもな」

「しかも与えられたエサで満足する犬ではなく、自分の力で狩った獲物にこそ価値を
見
 み
 出
 いだ

 す誇り高き
狼
 おおかみ

 ……いえ、誇り高き
鷹
 たか

 ！」

「……わ、悪い気はしないな」

　ちょっと照れる。

「……となると、これまでの『無防備なウサギちゃんのわたしを食べて』路線から『ウフフ捕まえられるものなら捕まえてごらんなさーい』路線へと切り替えたほうがいいのかもしれませんね……」

「なんの話だよ……」

　ろくでもないことを考えていそうな
理
 り
 科
 か

 に嘆息する
俺
 おれ

 だった。

「ね、ねえ
小
 こ
 鷹
 だか

 」

　
星
 せ
 奈
 な

 が声を掛けてきた。

「ん？」

「夏祭りっていうのにはその、た……たこ焼きの屋台とかも出るのかしら？」

　なぜか少し恥ずかしそうに尋ねてくる星奈。

「まあ、屋台が出るならたこ焼きは確実にあるんじゃないか？」

「そうなんだ……たこ焼き……」

　星奈はぽーっとした顔でその名を
呟
 つぶや

 く。

「お前たこ焼き好きなのか？」

「わ、悪い!?
 」

「悪いわけがないだろ。俺だって大好きだぞたこ焼き。昔
大
 おお
 阪
 さか

 住んでて学校や近所の人とのノリがまったく合わなくて
鬱
 ふさ

 ぎがちになって、父さんが買ってきてくれる名店のたこ焼きだけを心の支えにして生きてたこともあったくらいだ」

「いや待って小鷹あたしはそこまでたこ焼きにヘビーな思い入れはないわよ!?
 　普通に
美
 お
 味
 い

 しいから好きっていうだけで！」

　俺が真剣に語ると、なぜか星奈は慌てたように言った。

「そんな恥ずかしがることないだろ。たこ焼きはいいものだ」

「いや恥ずかしがってるわけじゃなくて……」

「たこ焼きは
凄
 すご

 いぞ。美味しいたこ焼きは人の心を救ってくれる。……逆に俺、
不
 ま
 味
 ず

 いたこ焼きを平気な顔して売ってる連中はちょっと許せないな……」

「ひ……!?
 」

　なぜか星奈は
怯
 おび

 えた顔で俺から離れた。

　と、そこで
小
 こ
 鳩
 ばと

 がくいくいと俺の服の
裾
 すそ

 を引っ張った。

「ククク……久方ぶりに我にたこ焼きを供すことを許すぞ……」

「なんだ小鳩、たこ焼き食いたいのか」

「たこ焼き!?
 　お兄ちゃんワタシもたこ焼き食べたいです！」

　ソファで寝ていたマリアがいきなりがばっと跳ね起きて、よだれを垂らしながら言った。

　小鳩とマリアが熱い視線を俺に向ける。

「んー……そんじゃ一緒に行くか？　明日の夏祭り」


「「行くーっ！」」


　
小
 こ
 鳩
 ばと

 とマリアが元気に声を
揃
 そろ

 え、そして
睨
 にら

 み
合
 あ

 う。

「む……なぜ貴様まで一緒に行くのだ
忌
 い

 まわしき神の手先よ……」

「ワタシはお兄ちゃんと二人で行きたいのだオマエは帰れうんこ吸血鬼！」

「うぐぐぐ」

「ふぐー！」

　そんな二人を引きはがして
窘
 たしな

 める。

「仲良くしないと連れて行かないぞ」

「ク……仕方あるまい……たこ焼きのためならば一時的に神のしもべと手を携えることもやぶさかではない……」

「ワタシだってたこ焼きのためなら悪魔に魂を売ってもいいぞ！」

　口々に言う小鳩とマリア。

　こうもあっさりと食べ物に釣られて信念を覆されるとこれはこれで心配になるな……。

　と、そこで
星
 せ
 奈
 な

 が手を挙げた。

「はいはい！　あたしも行くわよせっかくだから！　たこ焼き食べたいから！」

「おー。んじゃ星奈も一緒な」

　
幸
 ゆき
 村
 むら

 も淡々と、

「あにき、わたくしもご一緒したいです」

「ん。わかった。じゃ五人で行くか」

「はい」と
弾
 はず

 んだ声で幸村。

「んふふ」と機嫌よさそうに笑っている星奈。

「ま、待つのだ
小
 こ
 鷹
 だか

 ！」「待ってください先輩」

　慌てた様子で
夜
 よ
 空
 ぞら

 と
理
 り
 科
 か

 が声を上げた。

「私も行くぞ夏祭り」「理科も行きます夏祭り」

「なんでまた……お前ら人混み苦手じゃ……」

　
俺
 おれ

 が尋ねると、

「たこ焼きのためだ！」「たこ焼きのためです！」

　二人はハモって答えた。

　たこ焼きのためなら仕方ないなと、俺は納得した。






　　








　そんなわけで翌日、午後七時ちょっと前。

　俺と小鳩は待ち合わせ場所である
遠
 とお
 夜
 や
 駅
 えき

 前商店街のとある書店前にやってきた。

　俺も学校帰りにたまに立ち寄るわりと大きな書店で、夏祭りをやっている神社からもほど近い。

　書店前にはすでに夜空と幸村と理科とマリアが待っていた。

「あの……に、似合いますか先輩」

　珍しく照れた様子で
理
 り
 科
 か

 が言った。

　理科の服装は珍しく──本気で珍しいことに、
浴衣
 ゆかた

 姿だった。

　普段はポニーテールにしている髪を下ろし、もちろん白衣も着ていない。

　着物がよく似合う正統派の黒髪美少女という感じで、正直、見違えるほどだった。

「お前……やればできるじゃないか……」

「むー、なんですかその微妙な言い方は。もっと素直に
褒
 ほ

 めてくださいよ」

　
俺
 おれ

 の言葉に、理科は
可愛
 かわい

 く
頰
 ほお

 を
膨
 ふく

 らませた。

「めちゃくちゃ似合ってる」

　仕方なく真顔でボソリと言う。

　すると理科は頰を赤らめ、

「そ、そんなストレートに言われたら照れるじゃないですか先輩の
馬
 ば
 鹿
 か

 っ」

「どうしろっていうんだよ」

　理科以外の連中は、
幸
 ゆき
 村
 むら

 も浴衣……例によって女物で、当然のように似合いすぎていた。

　マリアは
裾
 すそ

 が短いミニ浴衣で、これも似合っている。

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 はシャツにジーンズというユニセックスな格好でいつもどおり。

　俺と
小
 こ
 鳩
 ばと

 も普通の私服。

　単純に浴衣を持っていなかったのが理由だが、持っていたとしても浴衣を着たまま電車に乗る勇気はないのでやっぱり普通の格好で来たと思う。

「あとは肉だけか。だったらもう出発しよう」

　建物の壁にもたれて腕を組み、不機嫌そうに夜空が言った。

「なんで『だったら』なのよバカ夜空」

　うしろから声。

　振り向くと浴衣姿の
星
 せ
 奈
 な

 がいた。

　日本人離れした外見に、華やかな花柄の浴衣が恐ろしく似合っている。

　俺は目を奪われ、星奈をまじまじと見つめる。

　ばしっ！

　いきなりうしろから頭を
叩
 たた

 かれ俺は我に返った。

　叩いたのは夜空だった。

「なにすんだよ」

「なんでもない。さあ、さっさと行くぞ」

　急にやたらと不機嫌そうになった夜空は、そう言ってすたすたと歩き出してしまう。

「あ、おい待てよ」

　俺たちは慌てて夜空のうしろからついていくのだった。






　　








　神社は当然のように人でごった返していた。

　金魚すくいや射的などの屋台が並び、目当てのたこ焼き屋をはじめとする様々な食べ物のお店からいい
匂
 にお

 いが漂っている。

　夕飯を食べていないのですぐにでも何か食べ物を買ってきたいところだったが、回る前にちょっと休もうと
夜
 よ
 空
 ぞら

 と
理
 り
 科
 か

 が疲れた顔で主張したので、
俺
 おれ

 たちは神社の入り口から少し離れた、人気の少ない
木
 こ
 陰
 かげ

 へと移動した。

「……ていうか
小
 こ
 鷹
 だか

 、どういうことよ」

　休んでいると、いきなり
星
 せ
 奈
 な

 が不満げに言ってきた。

「え、なにが？」

「
小
 こ
 鳩
 ばと

 ちゃんよ小鳩ちゃん！　なんでせっかくの夏祭りなのに
浴衣
 ゆかた

 じゃないのよふざけてんの？」

「べつに祭りだからってみんな浴衣着るわけじゃないだろ」

　他の来場者の姿を見ても、浴衣じゃない人はたくさんいる。

　むしろ浴衣の人の方が少ないくらいで、女性はせいぜい四割ほど、男性は二割程度といった印象だった。

「一般の大衆どものことなんてべつにどうでもいいのよ！　あたしが小鳩ちゃんの浴衣姿が見たいの！」

「知るか！　つーか、俺も小鳩も浴衣持ってないしな」

「買っときなさいよ常識でしょうが！」

「滅多に着る機会もないのにホイホイ買えるか！」

　と、そこで横から、

「先輩。ここに来る途中にあった呉服店で浴衣のレンタルやってるみたいでしたよ」

　理科の言葉に星奈が目を輝かせた。

「すぐ行くわよそして浴衣に着替えるの！　小鳩ちゃんも
可愛
 かわい

 い浴衣着たいわよねー？」

　すると小鳩は星奈と俺、続いてマリアの方に目を向け、こくんと小さく
頷
 うなず

 いた。

「……それじゃまあ、せっかくだから浴衣着てみるか」

「ぅん……！」

　小鳩は
微
 かす

 かに
嬉
 うれ

 しそうに笑って頷いた。

　と、そのとき。

　マリアのお腹がくうっと鳴った。

「なーなー……ワタシははやくたこ焼き食べたいぞ」

「ククク……貴様はそこで悠久の時を過ごすがいい……」

　小鳩が
嗤
 わら

 う。

　しかし腹をすかせているマリアをそのままにするのもアレだし、

「
幸
 ゆき
 村
 むら

 、たこ焼きを買ってきてマリアに食わせてやってくれないか。戻ってきたら
俺
 おれ

 たちも食うからたこ焼きは四箱くらいで、他にもなんか適当に頼む」

「わかりましたっ」

　
弾
 はず

 んだ声で幸村。

「わたくし、よろこんであにきのぱしりをさせていただきます」

　パシリの何がそんなに
嬉
 うれ

 しいのか
未
 いま

 だに
謎
 なぞ

 だが、言うが早いか幸村は人混みのまっただ中へと歩き去っていってしまった。

「じゃ、あたしたちは
浴衣
 ゆかた

 借りに行くわよ」

　
星
 せ
 奈
 な

 が俺たちを促し、

「ほら、あんたも行くわよ」

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 に声をかけた。

　夜空は一瞬きょとんとした顔をしたあと首を振り、

「私は浴衣などいらん」

「あんた見た目だけはそこそこまともなんだし、浴衣着ないともったいないじゃない」

「ああ、たしかに似合いそうだな浴衣」と俺。

　星奈の意見に完全同意で、黒髪の和風美人の夜空は
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 メンバーの中で一番浴衣が似合いそうだった。

「……い、いい。私はそういう格好は好かん」

　ほんの少し顔を赤くして、夜空はぷいと顔を
背
 そむ

 けてしまった。

『そういう格好』の内訳が浴衣そのものを指すのかどうかわからなかったが、本人が着たくないと言っているなら仕方ない。

　俺と
小
 こ
 鳩
 ばと

 と星奈は三人で呉服店へと向かった。






　　








　呉服店はすぐにわかるところにあり、他にも何人か客はいたものの特に待つことなく浴衣を借りることができた。

　店の人に着付けを手伝ってもらい、店の入り口で星奈と小鳩を待つ。

　子供のころに着たことがあるだけだけど、浴衣とか和服はいいなあと思う。

　星奈の父親──
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 
天馬
 ぺがさす

 さんの着流しスタイルを見て以来、俺の中でこういう格好をしてみたい欲求が少なからず芽生えていたので、それが果たせて満足だった。

　しばらくするとマリアと同じようなミニ浴衣に着替えた小鳩が、なぜか微妙に
恍
 こう
 惚
 こつ

 とした表情の星奈と一緒に出てきた。

「あんちゃん……どう？」

　小首を
傾
 かし

 げる小鳩。

「
可愛
 かわい

 い！　可愛い可愛い可愛すぎて食べてしまいたいくらいハァハァ……」

　もちろんコレは
俺
 おれ

 の
台詞
 せりふ

 ではなく
星
 せ
 奈
 な

 だ。

「似合ってるぞ」

　言って頭を
撫
 な

 でてやると
小
 こ
 鳩
 ばと

 は気持ちよさそうに笑った。

「そう言うあんたは……ええと……なんか既視感があるのよね……」

　星奈は俺を見て微妙な顔をした。

「うーん、なんだったかしら……」

「？」

「んー…………
 あ、そうだっ！　前にニュースで見た、どっかの成人式で暴れて逮捕されたバカな新成人とモロに
被
 かぶ

 ってるのよ！」

「な……!?
 」

　ちょっと気に入ってたのにこの格好……。

　正直、かなりショックだった。

「ま、あんたの格好なんてどうでもいいわ。ほら行くわよ
小
 こ
 鷹
 だか

 。たこ焼きが待ってるわ」

　俺の気も知らずすたすたと歩き出す星奈に続いて、俺は力なくうなだれて店を出た。

　小鳩俺星奈という順で三人横に並び神社へと向かう道すがら、

「ていうかやっぱりさ、あんたの変な髪の毛が問題なのよ」

　星奈が言った。

「髪……？」

「その失敗したプリンみたいな髪の毛をなんとかすれば、
浴衣
 ゆかた

 も普通に似合うようになるんじゃない？　目つき悪いから今度はちょっとヤクザっぽくなるかもしれないけど、今よりはマシでしょ」

　……失敗したプリンみたいな髪ってひでえな。

「ていうか、学校で不良だと思われてるのもその頭が一番の原因なんじゃない？　いっそ黒に染めたら？」

　星奈の言葉に思わず苦笑が浮かぶ。

「そうしたほうが確実に誤解が減るってことはわかってるし、昔染めようと本気で考えたことはあるんだけどな……」

　俺が言うと星奈は
怪
 け
 訝
 げん

 な顔をした。

「だったらどうして染めないの？　校則？」

「違う」

　……あー……どうしようかな。

　あんまり話したいことじゃ、ないんだけど。

　星奈なら俺の家庭の事情とか知ってるからまあいいか……。

「……俺の母さんがもういないってことは知ってるよな？」

「ん……まあ」と少し気まずそうに
頷
 うなず

 く星奈。

　小鳩が表情を曇らせるのがわかった。

「
俺
 おれ

 、顔は父親似で目も黒いし肌もそんなに白くないだろ。あんまハーフっぽくないっていうか……。母親似のこいつみたいに
綺
 き
 麗
 れい

 な金髪だとよかったんだけどな」

　無言で歩く
小
 こ
 鳩
 ばと

 の頭を
撫
 な

 でながら言う。

「……それでもまあ、この髪の毛が、俺が母親から遺伝的に受け継いだって目に見えてわかる唯一のものだからな。それを染めるってことは、母さんとの
繫
 つな

 がりを自分で否定することになるような気がするわけなんだ俺としては」

　
大
 おお
 仰
 ぎよう

 な言い方をすれば、俺にとってこの髪は母さんとの
絆
 きずな

 の
証
 あかし

 なのだ。

「……このせいで周りから浮いたり嫌な思いをすることがあっても、そこはやっぱ、絶対に拒絶しちゃいけないものだと思うから」

　口に出すつもりはなかったのに、無意識のうちに俺は言葉にしていた。

「
小
 こ
 鷹
 だか

 ……」

　
星
 せ
 奈
 な

 が足を止め、俺をじっと見つめてくる。

　そして、





「あんたやっぱり、他の男子とは違うわね」





　こちらがドキッとするような柔らかな笑みでそう言って、星奈は再び早足で俺たちの前を歩き出すのだった。






　　








　俺たちが戻ると、マリアたちがたこ焼きなどをむさぼり食っていた。

　食べかけのたこ焼き、フランクフルト、焼きそば、イカ焼き、焼きとうもろこし……。

　どれも容器の半分ほどがなくなっている。

「こんなに買ってきたのか……そしてこんなに食ったのかマリア」

　
呆
 あき

 れる俺に、口の周りがソースまみれになったマリアがたこ焼きをほおばりながら満面の笑みを向ける。

「あひゃ、おかひぇりおにいひゃん！」

「飲み込んでから
喋
 しやべ

 れマリア」

　ごくん。

「お帰りお兄ちゃん！　ここはすごいな！　もしかしてここは天国なのか!?
 」

　そう言いながら今度はイカ焼きに手を伸ばす。

「どれだけ食うんだ貴様は……」

　リンゴ
飴
 あめ

 をちびちび
舐
 な

 めながら、
夜
 よ
 空
 ぞら

 がうんざりした顔で言った。

「んちゅ……れろれろ……ん……ンはぁ……あ、小鷹先輩たちもどうぞ」

　チョコバナナを舐めながら
理
 り
 科
 か

 。

「ン……んちゅ……ちゅぱ……」

　何度も口から出し入れしたり、下からべろりと
舐
 な

 めたり、変な食べ方だった。

「なんなんだその食べ方……」

「チョコバナナをいやらしく食べる練習です。興奮しますか？」

「しねえよ」

　言いながら、
俺
 おれ

 たちも適当に食べ始める。

　まずは当初の目的だったたこ焼きだ。

　
爪
 つま
 楊
 よう
 枝
 じ

 でたこ焼きを刺し、口に入れる。

　…………
 微妙。

　時間が経って少し冷めていることを差し引いても微妙。

　生地の味付けも微妙だし焼き加減もイマイチだし何よりタコが小さい。ありえん。

　それでもマリアは
嬉
 うれ

 しそうに食べているし、
星
 せ
 奈
 な

 と
小
 こ
 鳩
 ばと

 も特に不満はないようだった。

　これは俺が
美
 う
 味
 ま

 いたこ焼きの何たるかを教えてやらないといかんな……。

　……たこ焼き用の鉄板っていくらくらいするんだろう。

「なーなーお兄ちゃん！　あの雲みたいなのはなんだ!?
 」

　マリアがお祭りの客を指さして言った。

　
綿
 わた
 飴
 あめ

 を食べながら歩いている女の子の集団。

「あれは綿飴だな」

「綿飴!?
 　綿なのか飴なのかどっちなのだ!?
 」

「そりゃ飴だ」

「おおー、あんな綿みたいなのに飴なのかー。不思議なこともあるものだなー」

「食べるか？　綿飴」

「いいのか!?
 」

「むしろお前がこれ以上食えるのか聞きたいんだが」

　これまでにかなりの量を平らげているマリアに言うと、

「いいのだ！　今日はババアから特別に好きなだけ食べていいって言われてるのだ！　お小遣いも千円ももらったぞ！　だからおなか痛くなるまで食べるのだ！」

「無理するなよ」

　目をキラキラさせて言うマリアに苦笑する。

　ちなみに、マリアがこれまでに食べた量は明らかに千円分を軽くオーバーしていた。






　　








　綿飴やらベビーカステラを追加で買ってきて、それらを食べ尽くすころには全員お腹いっぱいになっていた。

「さて、お腹もふくれたことだし……」

「帰るか」「帰りましょうか」

　
星
 せ
 奈
 な

 の
台詞
 せりふ

 に、
夜
 よ
 空
 ぞら

 と
理
 り
 科
 か

 が続いた。

「え!?
 　帰っちゃうの!?
 」

「たこ焼きも食べたしもうここに用はないだろう」

　慌てる星奈に夜空は淡々と言った。

「そ、それはそうかもしれないけど、せっかくだからついでに遊んでいっても……」

「なんだ肉、いい年して金魚すくいだの輪投げだのやりたいのか？」

「べ、べつにそういうわけじゃないけど……たまにはそういう庶民の遊びをやってみるのも支配者の義務だし……」

　なにやらブツブツ言いながら、

「ていうか、あんたこそあたしにお祭りの遊びで負けるのが怖いからさっさと帰ろうとしてるんじゃないでしょうね！」

　逆ギレ気味に挑発する星奈に夜空は淡々と、

「私は人混みが嫌いだと最初から言っているだろうが物覚えの悪い肉だな」

「う……」

「……だがまあ、先日のプールに比べれば全然マシなようだ。生意気な肉に現実をわからせてやるのも悪くないか……」

　夜空が星奈をギロリと
睨
 にら

 み、二人の間で火花が散る。

「そ、それじゃ行くわよ。まずはそうね、金魚すくいっていうのがやってみた──あ、違う、金魚すくいで勝負してあげるわ！」

　……なんかそういうことになったので、
俺
 おれ

 たちは星奈と夜空に付き合って神社の
境
 けい
 内
 だい

 へと入るのだった。

「ふふ、神が救いに来てあげたわよ金魚ども」

「ふん……貴様のくだらん妄想を打ち砕いてやろう。私こそが神だ」

　金魚すくいの屋台にて、星奈と夜空は口々に言ってお金を払いポイとお
椀
 わん

 を受け取る。

「言うまでもないけど、より多くの金魚を救ったほうが勝ちね」

「わかっている」

　星奈が言って夜空が
頷
 うなず

 く。

「……なんか星奈の言う『すくう』の漢字が違ってる気がするんだが」

　ボソリと俺。

「
金
 きん
 魚
 ぎよ
 掬
 すく

 いで残ってしまった金魚は基本的に肥料にされたり他の魚の
餌
 えさ

 として処分されるそうですから、『救う』でもあながち間違いではないと思います」

　淡々と理科が言った。

「そうなのか……金魚の世界も大変だな……」

　そうこうしている間に星奈と夜空の戦いが始まる。

「えいっ！」「せやっ！」

　
裂
 れつ
 帛
 ぱく

 の気合とともに勢いよくポイを水槽へと入れる二人。

　……当然、そんな無茶な使い方をしたらあっさり破れる。

「なにこの網！　破れるじゃない！」

「……そりゃ紙だからな。金魚すくいは紙を破らずに金魚を
掬
 すく

 うことに挑戦する遊びだ」

　ジト目で言う
俺
 おれ

 だった。

　新しくポイを購入し再び勝負に
挑
 いど

 むが、二人ともなかなか金魚をすくうことができない。

　失敗を重ねてムキになり、どんどん金をつぎ込んでいく。

　屋台のおっさんにしてみればオイシイ客に違いなかった。

「ああもう！　大人しくあたしに救われないとぶっ殺すわよクソ金魚！」

「仕入れ値数円程度の分際でこの私に六百円も浪費させるとは……」

　
罵
 ば
 倒
 とう

 する
星
 せ
 奈
 な

 と憎々しげに
呻
 うめ

 く
夜
 よ
 空
 ぞら

 。

「ああもう！　十枚くらいまとめて網ちょうだい！」

　星奈が店のおっさんに千円札を渡し、一気に十本のポイをもらう。

　星奈はそのポイを全部重ね、金魚めがけて振り下ろした。

　何枚かは破れてしまったが、一匹の金魚をお
椀
 わん

 の中に入れることに成功する。

「な……！　貴様ずるいぞ!?
 」

「ふふん、これが戦略ってやつよ」

「ただ金にモノを言わせただけだろうが！」

　文句を言う星奈と、
嬉
 うれ

 しそうにお椀の中の金魚を見つめる星奈。

「……そういうズルはやめてほしいんだけどね……。特別に見逃してやるから、もうあっち行ってくんねえかな」

　疲れた顔で店のおっさんが言った。

　いくら金を落としてくれても店先で暴言を連発されては営業妨害に近いので、さっさと追い払いたい気持ちはよくわかる。

　というわけで一応金魚すくい対決は星奈の勝利となった。

「んふふ、感謝しなさいよねあんた」

　持ち帰り用の袋に入った黒いデメキンに
愛
 いと

 おしげに話しかける星奈。

「そうねー、これからあんたの名前はカンダタよ。ありがたく思いなさい」

　にやけ顔の星奈に、夜空はむくれた様子で、

「肉。次はあれにするぞ」

　夜空が指さしたのは型抜きだった。

「ふふん、なにをやってもあたしが勝つに決まってるんだから。ねーカンダタ
 
 」

　型抜きの屋台へと歩いていく二人。

　嘆息しついていこうとする俺の
浴衣
 ゆかた

 の
袖
 そで

 を
理
 り
 科
 か

 が引っ張った。

「
小
 こ
 鷹
 だか

 先輩。あの二人はほっといて理科たちも遊びませんか？」

「…………
 」

　しばし考えたのち、

「…………
 そうだな」と
俺
 おれ

 は
頷
 うなず

 いた。






　　








　
理
 り
 科
 か

 、
幸
 ゆき
 村
 むら

 、
小
 こ
 鳩
 ばと

 、マリアと一緒に俺は夏祭りの屋台を回った。

　小鳩とマリアは
夜
 よ
 空
 ぞら

 と
星
 せ
 奈
 な

 と同じようにことあるごとに張り合っていたが、あの二人に比べれば
可愛
 かわい

 いものだった。

　二人してヨーヨー釣りで手に入れた水風船をぶら下げて機嫌よさそうにしている。

　俺と幸村はというと、主に荷物持ち。

　射的で理科が景品を撃ち落としまくり、それを抱えて歩いている。

　ぬいぐるみに花火セットにお菓子にフィギュアにゲームソフト……そして最新型高性能ゲーム機、
ＰＳ
 プレイングステイツ

 ３。

　俺はこれまで、射的の屋台にあるゲーム機というのは客寄せ用で絶対に落とせないようになっていると思っていたのだが、頑張れば落とせるものらしい。

　……なんかＰＳ３を落としたときの一発だけ、妙に射撃音が大きかった気がするのだが気のせいだろう。

　ちなみにテキ屋の人は「そんな
馬
 ば
 鹿
 か

 な……」と青ざめた顔をしていた。

「そういえば理科、ＰＳ３はもう持ってるんですよ。二台あっても邪魔なので先輩にあげます」

「マジでか」

「はい。これを理科だと思って毎日先輩の好きなように
玩
 もてあそ

 んでください」

「それはちょっと重すぎるな……部室の備品にしようぜ」

「がーん」

　そんなことを言いながらぶらぶらと歩いていると、夜空と星奈に出くわした。

　二人とも大量の景品を抱えている。

「
小
 こ
 鷹
 だか

 ！　どこ行ってたのよ荷物持ってもらおうと思ったのに」

　文句を言ってくる星奈。

　夜空も、

「景品が邪魔で勝負が続けられない。運ぶのを手伝え小鷹」

「無理無理。見りゃわかるだろ」

　抱えている景品の数々をちょっと持ち上げてみせる。

「プ、プレステ３……!?
 」

　夜空が景品の中にＰＳ３を見つけて絶句した。

「撃墜王理科と呼んでください」

　胸を張る理科に、夜空と星奈は顔を合わせてため息をつく。

「ハァ……今日はここまでみたいね。これ持ったままバスとか電車に乗るのも大変だからステラに車で迎えに来てもらうわ」

　
星
 せ
 奈
 な

 が言った。

「ふん……まあ、あのまま続けていたら私の勝ちは揺るがなかっただろうがな……」

「なに言ってんのよ。あたしの方が一勝リードしてるでしょうが」

「最初の金魚すくいはノーカウントだ
馬
 ば
 鹿
 か

 め」

「なんでよ！　財力も実力のうちでしょ！」

「ふざけるな。反則負けにしないだけありがたいと思え意地汚い肉め！」

　互いに大量の戦利品を抱え、
喧
 けん
 々
 けん
 囂
 ごう
 々
 ごう

 言い争いながら歩く
夜
 よ
 空
 ぞら

 と星奈。

　この二人の対決の
陰
 かげ

 でどれだけのテキ屋さんが涙を
吞
 の

 んだのだろうとふと思った。

　そんな感じで、
俺
 おれ

 たちは夏祭り会場をあとにした。






　　








　レンタルした
浴衣
 ゆかた

 を返したあと、俺たちは商店街から少し離れたところにある小さな公園に集まっていた。

　
柏
 かしわ
 崎
 ざき

 家の
家
 か
 令
 れい

 のステラさんが車で荷物を運んでくれるというので、この公園でステラさんを待っている。

　とはいえ柏崎邸からここまでは道路がすいていても三十分以上かかるので、それまでは暇だ。

　とりあえず大量の戦利品を一箇所に集める。

　夜空も星奈もとにかく相手より多くの景品を手に入れることにのみ熱中し、景品自体にはあまり興味がないらしい。

　デメキンのカンダタだけは、星奈が大切そうに持っていたが。

　と、集められた戦利品の中に幾つもの花火を発見した。

　
理
 り
 科
 か

 も射的で花火セットの大きな袋を落としていたし、夜空と星奈も手に入れていたらしい。

「なあ、せっかくだから花火やらないか？　たくさんあるし」

　俺が提案すると、「花火っ!?
 」と
小
 こ
 鳩
 ばと

 とマリアが目を輝かせた。

「……賛成だ。夏休みのうちに使い切ってしまわないと
湿
 し
 気
 け

 るだけだからな。この先花火をやる機会もなさそうだし」

「花火なんてギャルゲーでしかやったことないわね。楽しそう」

　夜空と星奈が言って、理科と
幸
 ゆき
 村
 むら

 も賛成したので、この場でみんなで花火をやることになった。

　幸い公園近くに雑貨屋があったので、そこでバケツと
蠟
 ろう
 燭
 そく

 とライター、ついでにペットボトルのお茶を購入。

　バケツに水を入れて、
蠟
 ろう
 燭
 そく

 に火を
点
 つ

 けて地面のアスファルトの部分にロウを垂らし、そこに蠟燭を立てる。

　各自好きな花火を手に、順番に蠟燭で火を点けていく。

　七人の花火がバチバチと音を立て、
暗
 くら
 闇
 やみ

 の中で色鮮やかな火の花を咲かせた。

「おお～！　花火っ！　花火～っ！　燃えとる！　メッチャ燃えとるげあははは！」

　マリアが花火をぶんぶん振り回しながら駆け回る。

「ククク……見るがいい、これが我が魔炎術の秘奥義……
煉
 れん
 獄
 ごく

 の炎に焼かれ朽ち果てるがいい、メギドフレイム……！」

　
小
 こ
 鳩
 ばと

 がもう一本花火に火を点け、両手で持って変な踊り（本人はかっこいい演舞のつもりなのだろう）を踊る。

「二本一緒にやるとはなかなかやるな！　ワタシもやるぞ！」

　小鳩の
真
 ま
 似
 ね

 をしてマリアも両手持ちを始める。

「真似するなあほー！」

「真似じゃないぞ！　ワタシのほうがかっこいいし！　これぞ神に
捧
 ささ

 げる神聖なる必殺技なのだ！」

　対抗して変な踊りを踊り出すマリア。

「く、やるな……しかしまだまだ青い……！」

「おおっ、そのポーズはなかなかかっこいいな！　だったらワタシもとりゃー！」

「おのれ、
小
 こ
 癪
 しやく

 な……では我も究極の魔術を見せてやろう……！」

　よくわからない基準で競い合う二人だった。

「……花火って職人芸ですよねー……。今度花火を研究してみることにします」

　微動だにせず花火を凝視しながら、
理
 り
 科
 か

 は真剣な顔で言った。

　ちょっと天才少女っぽいなと見直した。

「人の夢と書いて
儚
 はかな

 い……人の生もまた、瞬いては消える花火の
如
 ごと

 しなのでしょう」

　線香花火を見つめながら
幸
 ゆき
 村
 むら

 がぽつりと言った。

　こいつはなんで初っぱなからこんなテンションなんだろう……。

「トリプル花火……！」

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 が三本の花火を片手に持ってまとめて火を点けた。

「うわ、もったいねえ！」

「いいではないか。たくさんあるんだし！」

　少しはしゃいだ声で夜空が言った。

「ま、それもそうか」

　ちょうど
俺
 おれ

 の花火も終わったので、夜空の真似をして俺も三本同時に火を点けてみる。

　当然といえば当然だが一本のときより大きくて、そして
綺
 き
 麗
 れい

 な炎を噴き出す。

「ふふん、その程度じゃまだまだね！　あたしはこの大きいやつを四本まとめてやってあげるわ！」

　
星
 せ
 奈
 な

 が宣言した。

　え……大きいやつ？

　星奈が両手に二本ずつ持っていた花火は、直径二センチほどの太さがある大きなものだった。

　点火するのと反対側の底面には四角いプラスチックのプレートがついている。

「ばっ、ちょっ、それは！」

　慌てて止める前に星奈はためらいなく
蠟
 ろう
 燭
 そく

 に花火の先端を突っ込んで火を
点
 つ

 けた。

「うわ肉
馬
 ば
 鹿
 か

 お前それ手に持ってやるやつじゃないぞ！」

　
夜
 よ
 空
 ぞら

 も気づいて、ぎょっとした顔で星奈から離れる。

　星奈が持っていたのは地面に置いて楽しむタイプの大型のものだった。

　しかもそれを四本。

「え……？」

　星奈の顔が引きつると同時に、四本の置き型花火が手持ち花火とは比較にならないほど派手な炎を噴き出した。

「ちょ、え、いやあああああ
 !?
 　た、助けて──────
 っ！」

　両手から炎を
迸
 ほとばし

 らせて半泣きになりながら星奈が夜空の方に走る。

「ば、馬鹿肉！　こっちに来るな！」

「そんなこと言わないでなんとかしてよー！　熱い
 
 
 

 ！」

「し、知るか────
 っ！」

　慌てて逃げる夜空を泣きながら追いかける星奈。

　……珍しい構図ではあった。

　二人の危険すぎる鬼ごっこは星奈の花火が燃え尽きるまで続いた。

　寿命が短い花火だったのが幸いだったのか、
火傷
 やけど

 などはしていないようだった。

「まったくあの馬鹿は……！」

　荒い息をつきながら夜空が新しい花火を始めた。

　さすがにショックが大きかったらしく一人公園の隅のブランコでがっくりうなだれている星奈を横目に、
俺
 おれ

 たちはそれぞれ花火を楽しんだ。

　手持ち花火が少なくなりみんなで置き型花火をするようになると星奈も立ち上がって、他の部員たちよりも少し離れたところから見物していた。

　ちなみにライターで置き型花火に点火しているのは夜空で、火を点けるとき妙に
嗜
 し
 虐
 ぎやく
 的
 てき

 な笑みを浮かべているように見えるのは炎の照り返しのせいだと信じたい。

　そんなこんなで俺たちは、大量にあった花火を一気に消費していった。

　そしてついに、最後までとっておいた、置き型の中でも一際巨大な──いつしかみんなが『ラスボス』と呼ぶようになった大きな筒に火を点けることになった。

　夜空が地面にラスボス花火をセットし、俺たちは花火を取り囲んでそれを見守る。

「よし、点けるぞ」

　楽しげな笑みを浮かべて
夜
 よ
 空
 ぞら

 はライターで導火線に火を
点
 つ

 け、離れる。

　どんなすごい花火が噴き出すのだろうかと期待しながら導火線の火がラスボス花火の筒本体まで到達するのを待つ。

　そしてついに火が筒にまでたどり着き──……





　ひゅるるるる────
 ぽんっ。





　甲高い音とともに一筋の小さな光が空高く発射され、気が抜けるような音とともに破裂し、
微
 かす

 かにキラキラした光を放った。

　……まあ
綺
 き
 麗
 れい

 ではあったが、正直物足りない。

　みんなも同じような微妙な表情をしていた。

「……むう。まるで肉のような残念さだな……」

「どういう意味よそれ！」

　不満げに夜空が言ってラスボス花火へと近づいた、そのとき。






　ひゅるる──ぱんっ！　ひゅるる────
 ぱんっ！　ひゅる────
 ぱぱんっ！




　　　　ひゅる──ぱんっ！　ひゅ─ぱぱんっ！　ぱんぱんぱんぱんっ！　ぱぱんっ！




　　ひゅ──ぱんっ！　ぱんっ！　ぱんっ！　ぱぱんっ！　ぱんっ！　ぱんぱんっ！













　筒から立て続けに──先ほどと同じような小さな光が発射され、連続して破裂。





　──キラキラキラキラ──……





　火の粉はそれぞれ色が異なり、破裂したあと実に色とりどりの
綺
 き
 麗
 れい

 な光の粒を空に舞い散らせる。

「おお──」

　感嘆の声を上げる
俺
 おれ

 。

「ふん、残念かと思ったらやるじゃないかラスボスめ……」

　その場で立ったまま空を見上げ、
夜
 よ
 空
 ぞら

 が満足げな笑みを浮かべた。

「ふふん、そうでしょう」となぜか
星
 せ
 奈
 な

 が
嬉
 うれ

 しそうに言った。

　奔流する光の粒たちは、やがていずこともなく消えていく。

　その光景はとても切なくて──だからこそ鮮烈に胸に残る。

「ふう──」と
誰
 だれ

 かがため息をつき、夜空が役目を終えたラスボス花火へと近づいた。

　そのとき。

　シュワ────────
 ッ!!


「うわあ!?
 」

　いきなり筒の中から噴水のように火花が上がり、夜空は悲鳴を上げて
飛
 と

 び
退
 の

 いた。

「まだ続きがあったのかよ!?
 」

「終わったと思ったらパワーアップして復活とは、さすがラスボスですね……」

　
理
 り
 科
 か

 が感心した様子で言った。

　我の真の力を見せてやろうと言わんばかりに、ラスボスは派手に色鮮やかな炎を噴き上げる。

　
蘇
 よみがえ

 ったラスボスくんは、三十秒ほどたっぷり燃え続けた。

　…………
 最後まで見た感想としては、まあ普通。

　派手なだけであまり
情
 じよう
 緒
 ちよ

 がなく印象に残らないというのが正直なところだった。

　ともあれ、今度こそ本当に終了。

　あとはラスボスの
亡
 なき
 骸
 がら

 を水の入ったバケツに入れて後片付けをするだけだ。

　今日は……楽しかったな。

　しみじみと俺はそう思った。

　と、不意に。

　なにか焦げ臭いような変な臭いが
鼻
 び
 腔
 こう

 を
衝
 つ

 いた。

「あれ……なんか臭くないか？」

「そりゃ花火をしたんですから──ってあれ、これ火薬の臭いじゃないですね」

　理科が首を
傾
 かし

 げる。

「きゃあああっ!?
 　ちょ、よ、
夜
 よ
 空
 ぞら

 っ！　夜空燃えてるわよあんた髪夜空！」

　
星
 せ
 奈
 な

 が悲鳴を上げた。





　──夜空の髪の毛が……燃えていた。





　長い黒髪、その先端部分から、
微
 かす

 かに赤い炎と黒い煙が上がっている。

　恐らく近距離でラスボスを見ていたため、その火花が髪に引火したのだろう。

「ひ──っ!?
 」

　さすがの夜空も自分の髪が燃えているのに気づくと恐怖に顔を引きつらせた。

「み、水！　水！」

　
俺
 おれ

 が慌てて言うと、

「あにきっ」

　
幸
 ゆき
 村
 むら

 がバケツを運んできて俺に手渡した。

「サンキュ！　よし後ろ向け夜空！」

　幸い、まだ火はそんなに大きくなっていない。

　水をかければすぐに消せる！

「わ、わかった！」

　後ろを向いた夜空に、バケツの水を──使い終わった花火が山ほど入った灰で黒く濁った汚い水を──ぶっかけた。

　じゅう──と、小さな音を立てて火はあっさり消えた。

　しかし夜空の
綺
 き
 麗
 れい

 だった黒髪や服は、
酷
 ひど

 い有様だった。

　
誰
 だれ

 も何も言えない。

　痛いくらいの沈黙が続き──……





「…………
 帰る」





　夜空は俺たちの方を振り返らずに、感情の
籠
 こ

 もらない声で小さくそう
告
 つ

 げて、ゆっくりと公園の出口の方へ向かって歩き出した。

　その表情はわからないが、その背中はとても心細く見えた。

　夜空の背中が
暗
 くら
 闇
 やみ

 に消えて見えなくなるまで、みんな立ち尽くしたまま動くことができなかった──……。





エピローグ　再会









　夏祭りの夜から約一週間……。

　あれから
夜
 よ
 空
 ぞら

 は、一度も部室に顔を出すことはなかった。

　メールをしたら短い返事は返ってくるので、あのあとちゃんと家に戻ったのはたしかなようだが、やはり心配だった。

　普段からバラバラで好きなように過ごしているだけの
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 だが、夜空が顔を出さない日が続く部室の雰囲気はどこかいつもより暗かった。

　そしてついに夏休みが終わってしまった。

　九月一日、朝。

　聖クロニカ学園は二学期制なので新学期というわけではないが、ともあれ夏休みが終わった最初の日。

　
俺
 おれ

 と夜空の所属する２年５組の教室では、担任の先生が生徒の名前を呼び上げて出欠を取っていた。

　窓側から三列目の後ろから二番目の机──
三
 み
 日
 か
 月
 づき

 夜空の席には、
誰
 だれ

 も座っていない。

「
田辺
 たなべ

 ー」

「はい」

「
津
 つ
 田
 だ

 ー」

「はい」

「
羽
 は
 瀬
 せ
 川
 がわ

 ー」

「……はい」

　俺の返事に隣の席のやつがぎょっとしたのがわかった。

　声のトーンが低くなりすぎたかもしれないが、今はどうでもよかった。

　…………
 。

　………………
 。

　……男子の点呼が終わり、女子へ。

　………………
 。

　…………
 。

「
中
 なか
 林
 ばやし

 ー」

「はい」

「
野
 の
 村
 むら

 ー」

「はい」

「
橋
 はし
 本
 もと

 ー」

「はーい」

「
藤
 ふじ
 岡
 おか

 ー」

「はい」

「
松
 まつ
 田
 だ

 ー」

「はいー」

「
三
 み
 日
 か
 月
 づき

 ー」





「はい」





　がらりと教室の前の扉を
開
 あ

 けて堂々と入ってきたその少女は、教室に入ってくるなりハッキリとそう返事をした。

　自分は三日月という名字の生徒である
 と、ハッキリと返事をした。

　もちろんこのクラスに三日月なんて名字の生徒は一人しかいないから、必然的にそれは『自分は三日月
夜
 よ
 空
 ぞら

 だ』と宣言したことになる。

　教室がざわつく。

　それはその少女が出欠点呼の途中にいきなり堂々と入ってきた驚きによるものも大きいだろうが、それ以上に、自分を三日月夜空だと名乗るその少女の髪の毛が短い
 という衝撃が何よりも大きいのだと思う。

　少なくとも、
俺
 おれ

 はそうだった。

　三日月夜空＝長い黒髪の美少女。

　恐らくこのクラスの全員がそう認識しているほど、夜空の最大の外見的特徴といえば長い黒髪だったと思う。

　それが、バッサリと。

　
後
 うし

 ろ
髪
 がみ

 が首にちょっとかかる程度のセミショートにまで短くなっていた。

　俺は混乱する。

　そりゃたしかにあの夜、夜空の後ろ髪の一部が燃えてしまった。

　だから切らなければならなかったというのはわかる。

　でも燃えたのはあくまで先端の方だけで、なにもここまでバッサリやってしまう必要なんてどこにもないはずだ。

「ん……まあセーフにしておく。早く席につきなさい」

「はい」

　担任に言われ、自分の席へと向かうため正面を向いた。

　つかつかと歩いてくる夜空との距離が縮まっていく。

　ヘアスタイルが違うだけでここまで印象が違うものなのか……。

　短い髪に、
凛
 り
 々
 り

 しさを感じる切れ長の目。

　掛け値なしの美少女でありながら、どこか中性的な雰囲気。





　その夜空の顔が──不意に、とある少年の
面
 おも
 影
 かげ

 と重なった。





　がたんっ！

　
俺
 おれ

 は思わず勢いよく
椅
 い
 子
 す

 から立ち上がっていた。

　周囲の奇異の視線にも気づかず、
夜
 よ
 空
 ぞら

 の顔をまじまじと見つめる。





　──きわめて整った目鼻立ちの、中性的な美少年。

　──十年前に別れた──俺が裏切った
 、俺のかつての親友。

　──本名は知らない──そいつはどうしても教えてくれなかった。

　──俺たちはあだ名で呼び合っていたから、本名なんて知らなくてもよかった。

　──その少年の──いや、少年だと思い込んでいたその少女のあだ名は
 、









「…………
 ソラ？」









　その名前が自然と俺の口をついて出た瞬間、席に向かっていた夜空の足がぴたりと止まり、夜空は俺の方を向いた。

　そして──
瞳
 ひとみ

 に
微
 かす

 かな涙をたたえながら、親しみとか、懐かしさとか、悲しみとか、怒りとか、憎しみとか、喜びとか、迷いとか、そういった様々な感情が
綯
 な

 い
交
 ま

 ぜになった圧倒的に深い
 
微笑
 ほほえ

 みを浮かべて、俺に向かって言った。









「────
 久しぶり。タカ」









　その『久しぶり』という言葉に込められた時間が、「一週間」ではなく「十年」だということくらいは、いくら鈍感で記憶力が悪い俺にもはっきりとわかった。


（終わり）













あとがき









　というわけで『はがない』３巻、
隣
 りん
 人
 じん
 部
 ぶ

 夏休み編でした。

　作中でも語られているとおり夏はリア充の季節ですが、僕には夏休みの楽しかった思い出など一切ないので、「
俺
 おれ

 も友達と一緒に海とかプールに行きたかったなあチクショウ！」とか「みんなで合宿ってどんな感じなんだろうなあ……」とか、なぜか不意に溢れそうになる涙をこらえながら必死で書き上げました。

　リア充の人もそうでない人も、楽しんでもらえたら
嬉
 うれ

 しいです。





【補足】

　エピソード『鳴らない電話』内で話題になるＳＮＳ「nixi」のモデルはお察しの通り実在のＳＮＳ「mixi」ですが、mixiは三月から招待制ではなくなったため、友達がいなくても会員になることができるようになりました。一巻の『モン狩』などもそうなのですが（元ネタになったゲーム『モンスターハンター』では仲間を殺すことはできません）、nixiはあくまでnixi、モン狩はモン狩といった具合に、作中で登場する様々な商品、作品、人物等は、あくまで架空のものと考えていただければ幸いです。でも『聖剣のブラックスター』はいつかきっと
三
 み
 浦
 うら

 さんが本当に書いてくれるって俺信じてる。





【お知らせ】

　オビやこの次のページにも告知されていますが、『僕は友達が少ない』が漫画になります！　この本と同じ
頃
 ころ

 に発売される月刊コミックアライブ５月号から連載スタートです。原作ではイラスト化されていないあんなシーンやこんなシーンまで、余すところなく克明に描かれてしまうようです。具体的にはゲロとか、あとゲロとか……。ぜひぜひチェックしてみてください。
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　迷惑ばかりかけているアレな文章担当ですが、今後とも
宜
 よろ

 しくお願いします。

　そして１巻２巻に続けてこの本を手にとってくださった読者の皆さん、皆さんのおかげで、コミック化が決まったりと『はがない』は僕の予想以上に大きな作品になりつつあります。これからも全力で面白いものを書いていくので、どうかついてきてください！

　それではまた４巻でお会いしましょう。


２０１０年２月末日　
平
 ひら
 坂
 さか

 
読
 よみ
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